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ごあいさつ

　いつも「マンスリーとーぶ」をご愛読いただき、ありがとうございます。

「マンスリーとーぶ」は発刊から75年を数える、国内の企業広報誌の中でも古株の広報誌です。

本年１月号より大幅な誌面リニューアルを実施いたしました。

この別冊では、長年の読者の皆様への感謝を込めて、アーカイブスとして1996（平成８）年から2024（令和６）年を、

「新・駅前そぞろ歩記」を中心に振り返りました。

また、「人と街と」「空想美術観」「暮らしのSPICE」「シネマトレイン」など、

過去の人気コーナーを一回限りで新たに書き下ろしています。

さらに、2003（平成15）年から2014（平成26）年まで

約12年にわたって連載した「レストラン『藤木』」も、令和版として復活しました。

お楽しみいただければ幸いです。

東武鉄道株式会社　広報部

イラストレーション：鈴木健文

「 新 ・ 駅 前 そ ぞ ろ 歩 記 」 ナ ビ ゲ ー タ  業 平 フ ァ ミ リ ー



3 Monthly TOBU Archives

『マンスリーとーぶ』
アーカイブス・ギャラリー
東武グループ30年の歩み　1996〜 2024年

Archives Gallery of  “Monthly TOBU” 1996〜 2024

　

１
９
９
７
年
、創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

た
東
武
鉄
道
は
、会
社
創
立
願
い
を
提
出
し

て
以
来
、社
名
が
一
度
も
変
わ
っ
て
い
な
い

稀
有
な
鉄
道
会
社
な
の
で
す
。創
立
当
時
は

北
関
東
の
生
糸
や
絹
織
物
の
産
地
と
東
京
を

結
ぶ
重
要
な
交
通
機
関
と
し
て
産
業
発
展
の

一
翼
を
担
い
ま
し
た
。

　

２
０
０
１
年
に
は
北
千
住
〜
北
越
谷
間
の

複
々
線
化
が
完
成
、２
０
０
３
年
に
は
、伊
勢

崎
線
・
日
光
線
と
東
京
メ
ト
ロ
半
蔵
門
線
・
東

急
田
園
都
市
線（
南
栗
橋
〜
押
上
〜
渋
谷
〜

中
央
林
間
）の
相
互
直
通
運
転
を
開
始
。埼
玉

県
か
ら
東
京
都
心
部
を
通
り
、神
奈
川
県
を

結
ぶ
こ
の
ル
ー
ト
は
、東
武
、東
京
メ
ト
ロ
、

東
急
の
路
線
を
つ
な
ぎ
、98
・
５
㎞
を
相
互
直

通
す
る
と
い
う
壮
大
な
も
の
で
し
た
。　

　

さ
ら
に
２
０
０
６
年
に
は
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
か

ら
東
武
日
光
・
鬼
怒
川
温
泉
間
を
ダ
イ
レ
ク

ト
で
結
ぶ
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
特
急
列
車
の

相
互
直
通
運
転
が
始
ま
り
、関
東
屈
指
の
観

光
地
で
あ
る
日
光
・
鬼
怒
川
エ
リ
ア
へ
の
ア

ク
セ
ス
と
し
て
、現
在
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
よ
る
海
外
か
ら
の
お
客
様
も
含
め
、多
く

の
観
光
客
の
方
々
に
ご
乗
車
い
た
だ
い
て
い

　

戦
後
の
混
乱
が
よ
う
や
く
お
さ
ま
り
か
け

て
き
た
１
９
４
９
年
の
４
月
、『
東
武
／
Ｔ
Ｏ

Ｂ
Ｕ
』と
し
て
産
声
を
上
げ
た
本
誌
は
、そ
の

後
、誌
名
を『
マ
ン
ス
リ
ー
と
ー
ぶ
』に
改
め
、

戦
後
の
東
武
グ
ル
ー
プ
の
発
展
と
と
も
に
歩

み
続
け
、昨
年
で
創
刊
75
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。企
業
広
報
誌
と
し
て
稀

有
な
長
期
間
に
わ
た
る
発
行
を
続
け
て
こ
ら

れ
た
の
も
、ひ
と
え
に
ご
愛
読
い
た
だ
い
た

読
者
の
皆
様
の
ご
支
援
が
あ
っ
て
の
こ
と

と
、篤
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
間
、『
マ
ン
ス
リ
ー
と
ー
ぶ
』は
戦
後

50
年
と
い
う
切
れ
目
に
あ
た
る
１
９
９
５
年

に
は
、創
刊
５
５
５
号
を
記
念
し
て
増
刊
号

を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
後
、時
代
は
平

成
か
ら
令
和
へ
と
移
り
変
わ
り
、私
た
ち
を

取
り
巻
く
社
会
環
境
も
、こ
れ
ま
で
に
な
い

ス
ピ
ー
ド
で
、大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
き
ま

し
た
。こ
こ
で
前
回
の
増
刊
号
の
発
刊
以
降

の
１
９
９
６
年
か
ら
今
日
ま
で
の
約
30
年

間
、時
代
の
移
り
変
わ
り
に
目
を
向
け
な
が

ら
、沿
線
の
皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
東

武
グ
ル
ー
プ
の
歩
み
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
ょ
う
。

新・駅前そぞろ歩記

館 林
インタビュー
俳優 村野武範

2009
MAY

5
No.
721

2012317_マンスリーとーぶ 2009年5月号 No,720_1校_村田 By IndesignCS2<PH1>

特
集
特
集

【暮らしに華を添える】【暮らしに華を添える】

やさしい甘さも懐かしいやさしい甘さも懐かしい
カンタン「蒸しパン」の作り方カンタン「蒸しパン」の作り方

特
集

【暮らしに華を添える】

やさしい甘さも懐かしい
カンタン「蒸しパン」の作り方

マンスリーマンスリーマンスリー
マンスリーとーぶ 検索

7
July/2023
No.889

新・駅前そぞろ歩記
新鹿沼

特集
新型特急

スペーシア X

スペーシア X
7 月 15 日

いよいよデビュー！

インタビュー
地神 嘉之「日光金谷ホテル」

総支配人

藤の名所も多い東武沿線、今まさに満開の白藤の着物を着飾っ
た藤娘を描いた2009年5月号

2023年7月15日に運行を開始した新型特急「スペーシア X」
が大きく表紙を飾った『マンスリーとーぶ』2023年7月号

平
成
か
ら
令
和
へ
、
１
９
９
６
年
か
ら
今
日
ま
で
、

東
武
グ
ル
ー
プ
が
新
た
な
時
代
へ
向
け
て
邁
進
し
て
き
た
30
年
を
、

と
も
に
歩
ん
で
き
た
『
マ
ン
ス
リ
ー
と
ー
ぶ
』
の
誌
面
か
ら
、
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
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ま
す
。

　

２
０
０
６
年
３
月
31
日
、都
心
部
に
超
高

層
建
築
が
林
立
し
、既
存
の
電
波
塔
東
京
タ

ワ
ー
で
は
電
波
が
届
き
に
く
く
な
っ
た
こ

と
を
受
け
、か
ね
て
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
た

新
タ
ワ
ー
の
建
設
地
が
、東
京
都
墨
田
区
内

の
押
上
・
業
平
橋
地
区
に
決
定
し
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
に
は
公
募
に
よ
り
そ
の
名
称
が

「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」に
決
定
。

　

２
０
１
２
年
５
月
22
日
、高
さ
６
３
４
ｍ

を
誇
る
世
界
一
高
い
タ
ワ
ー
「
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
」が
開
業
、商
業
施
設
と
合
わ
せ「
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
R」が
オ
ー
プ
ン

し
、最
寄
り
の「
業
平
橋
」駅
も「
と
う
き
ょ
う

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」駅
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
度
目
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が

決
定
し
た
２
０
１
３
年
３
月
、東
武
東
上
線

と
東
急
東
横
線
・
横
浜
高
速
み
な
と
み
ら
い

線（
森
林
公
園
〜
和
光
市
〜
渋
谷
〜
横
浜
〜

元
町
・
中
華
街
）の
相
互
直
通
運
転
が
開
始

さ
れ
、翌
２
０
１
４
年
に
は
東
上
線
は
開
業

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
８
月
10
日
、鬼
怒
川
線
の
下

今
市
〜
鬼
怒
川
温
泉
で
、Ｓ
Ｌ「
大
樹
」の
運

行
が
開
始
さ
れ
、大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し

た
。運
行
に
合
わ
せ
下
今
市
駅
は
レ
ト
ロ
調

に
模
様
替
え
さ
れ
、Ｓ
Ｌ「
大
樹
」を
格
納
す

る
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
外
観
が
美
し
い
機
関
庫

も
建
設
し
、機
関
車
を
回
転
し
て
方
向
を
変

え
る
転
車
台
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

西
暦
年

東
武
グ
ル
ー
プ
の
主
な
出
来
事

世
界・日
本
の
主
な
出
来
事

１
９
９
６

７
月
19
日　

 

ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

１
９
９
７
11
月
１
日　
東
武
鉄
道
創
立
１
０
０
周
年

４
月
１
日　

 

消
費
税
５
％
に
引
き
上
げ

１
９
９
８

２
月
７
日　

 

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

１
９
９
９

２
０
０
０

２
０
０
１
３
月
28
日　

 

北
千
住
〜
北
越
谷
の
複
々
線
化
完
成

９
月
11
日　

 

ア
メ
リ
カ
で
同
時
多
発
テ
ロ
発
生

２
０
０
２

５
月
31
日　

 

日
韓
共
催
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
開
催

２
０
０
３
３
月
19
日　

 

伊
勢
崎
線・
日
光
線
が
東
京
メ
ト
ロ
半

蔵
門
線・
東
急
田
園
都
市
線
と
相
互
直

通
運
転
開
始

２
０
０
４

８
月
13
日　

 

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。史

上
最
多
タ
イ
の
金
メ
ダ
ル
16
個

２
０
０
５
３
月
１
日　

 「
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
マ
ウ
ン
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス

号
」鬼
怒
川
温
泉
〜
会
津
若
松
で
直
通

運
転
開
始

２
０
０
６
３
月
18
日　

 

Ｊ
Ｒ
新
宿
〜
東
武
日
光・
鬼
怒
川
温
泉

で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
特
急
列
車
の
相
互
直

通
運
転
開
始

３
月
20
日　

 

Ｗ
Ｂ
Ｃ
第
１
回
大
会
で
日
本
代

表
が
優
勝

２
０
０
７
３
月
18
日　

 

交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド「
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
」の

サ
ー
ビ
ス
開
始

９
月
20
日　

 

駅
ナ
カ
商
業
施
設「
Ｅ
Ｑ
Ｕ
ｉ
Ａ（
エ
キ

ア
）」１
号
店
が
川
越
駅
に
オ
ー
プ
ン

２
０
０
８
６
月
14
日　

 

東
上
線
が
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
と
相

互
直
通
運
転
開
始
。Ｔ
Ｊ
ラ
イ
ナ
ー
運
行

開
始

８
月
８
日　

 

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

２
０
０
９

２
０
１
０

６
月
13
日　

  

小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」７

年
ぶ
り
に
無
事
帰
還　

２
０
１
１

３
月
11
日　

  

東
日
本
大
震
災
発
生

２
０
１
２
５
月
22
日　

 「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
R」開
業

11
月
21
日　

 

浅
草
駅
ビ
ル（
松
屋
浅
草
）「
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｍ

Ｉ
Ｓ
Ｅ
」開
業

２
０
１
３
３
月
16
日　

 

東
上
線
が
東
急
東
横
線・
横
浜
高
速
み

な
と
み
ら
い
線
と
相
互
直
通
運
転
開
始

２
０
１
４
５
月
１
日　
東
上
線
開
業
１
０
０
周
年

４
月
１
日　

 

消
費
税
８
％
に
引
き
上
げ

２
０
１
５

９
月
19
日　

 

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
日
本
歴
史
的
勝
利

２
０
１
６

８
月
５
日　

 

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催

２
０
１
７
８
月
10
日　

 

鬼
怒
川
線
下
今
市
〜
鬼
怒
川
温
泉
で

　
　
　
　
　
Ｓ
Ｌ「
大
樹
」運
行
開
始

２
０
１
８

２
月
９
日　

 

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。

史
上
最
多
の
メ
ダ
ル
13
個
獲
得

２
０
１
９

５
月
１
日　

 

元
号
を「
令
和
」に
改
元

２
０
２
０

10
月
31
日　

 

み
な
み
寄
居〈
ホ
ン
ダ
寄
居
前
〉駅
開
業

11
月
１
日　

 「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｕ 

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
」サ
ー
ビ
ス
開
始

４
月
７
日　

 「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」に
関

す
る
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出

２
０
２
１

７
月
23
日　

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０

が
１
年
遅
れ
で
開
催

２
０
２
２
11
月
１
日　
東
武
鉄
道
創
立
１
２
５
周
年

２
０
２
３
３
月
18
日　

 

東
上
線
が
東
急
新
横
浜
線・
相
鉄
線
と

直
通
運
転
開
始

７
月
15
日　

 

新
型
特
急「
ス
ペ
ー
シ
ア 

Ｘ
」運
行
開
始

３
月
21
日　

 

Ｗ
Ｂ
Ｃ
日
本
代
表
14
年
ぶ
り
３

回
目
の
優
勝
、Ｍ
Ｖ
Ｐ
は
大
谷

翔
平

２
０
２
４

おかげさまでおかげさまで

800800号！号！
おかげさまで

800号！
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インタビュー
作家浅田次郎
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暮らしの SPICE
休日は

“手打ちそば”に挑戦

曳舟
新・駅前そぞろ歩記

マンスリーとーぶ 検索

1111
November/2016

No.811

俳優

マンスリーマンスリーマンスリー
マンスリーとーぶ 検索

5
May/2017
No.817

暮らしの SPICE暮らしの SPICE
自分で入れる自分で入れる
美味しい中国茶美味しい中国茶

足利市足利市
新・駅前そぞろ歩記新・駅前そぞろ歩記

インタビューインタビュー
加藤文子加藤文子盆栽作家盆栽作家

暮らしの SPICE
自分で入れる
美味しい中国茶

足利市
新・駅前そぞろ歩記

インタビュー
加藤文子盆栽作家

2015年12月号表紙2016年3月号表紙2016年11月号表紙2017年5月号表紙
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そ
し
て
、２
０
２
３
年
７
月
に
は
フ
ラ
ッ

グ
シ
ッ
プ
特
急「
ス
ペ
ー
シ
ア 

Ｘ
」の
運
行

が
開
始
さ
れ
、多
く
の
注
目
を
集
め
た
の
は
、

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。ボ
デ
ィ
カ

ラ
ー
は
日
光
東
照
宮
陽
明
門
の
門
柱
に
塗
ら

れ
た「
胡
粉
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
白
、先
頭
車

両
の
窓
枠
は
栃
木
県
鹿
沼
市
の
名
産
品「
鹿

沼
組
子
」の
幾
何
学
模
様
を
連
想
さ
せ
る
デ

ザ
イ
ン
が
斬
新
で
す
。座
席
は
、カ
フ
ェ
カ
ウ

ン
タ
ー
を
備
え
た
１
号
車
の「
コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
ラ
ウ
ン
ジ
」な
ど
６
タ
イ
プ
、イ
ン
テ
リ
ア

は
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
落
ち
着
い
た
色
彩

で
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ス
ペ
ー
シ
ア 

Ｘ
」

は
、「
２
０
２
３
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」、

「
２
０
２
４
年
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞
」ほ
か
数
々

の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
30
年
間
で
沿
線
各
駅
も
大
き
く
様
変

わ
り
し
ま
し
た
。駅
ナ
カ
に
は
商
業
施
設
の

Ｅ
Ｑ
Ｕ
ｉ
Ａ（
エ
キ
ア
）が
オ
ー
プ
ン
し
、多

く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。そ
の
ほ
か
、運
輸
、レ
ジ
ャ
ー
、流
通
、不

動
産
な
ど
の
事
業
を
通
じ
て
、沿
線
の
皆
様

と
と
も
に
、様
々
な
場
面
で
地
域
の
発
展
に

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

読
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、こ
の
30
年
は
ど

ん
な
時
代
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

東
武
グ
ル
ー
プ
は
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
時

代
を
見
据
え
な
が
ら
、ご
利
用
い
た
だ
く
皆
様

の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、明
日
へ
向
か
っ
て
進

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

西
暦
年

東
武
グ
ル
ー
プ
の
主
な
出
来
事

世
界・日
本
の
主
な
出
来
事

１
９
９
６

７
月
19
日　

 

ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

１
９
９
７
11
月
１
日　
東
武
鉄
道
創
立
１
０
０
周
年

４
月
１
日　

 

消
費
税
５
％
に
引
き
上
げ

１
９
９
８

２
月
７
日　

 

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

１
９
９
９

２
０
０
０

２
０
０
１
３
月
28
日　

 

北
千
住
〜
北
越
谷
の
複
々
線
化
完
成

９
月
11
日　

 

ア
メ
リ
カ
で
同
時
多
発
テ
ロ
発
生

２
０
０
２

５
月
31
日　

 

日
韓
共
催
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
開
催

２
０
０
３
３
月
19
日　

 

伊
勢
崎
線・
日
光
線
が
東
京
メ
ト
ロ
半

蔵
門
線・
東
急
田
園
都
市
線
と
相
互
直

通
運
転
開
始

２
０
０
４

８
月
13
日　

 

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。史

上
最
多
タ
イ
の
金
メ
ダ
ル
16
個

２
０
０
５
３
月
１
日　

 「
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
マ
ウ
ン
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス

号
」鬼
怒
川
温
泉
〜
会
津
若
松
で
直
通

運
転
開
始

２
０
０
６
３
月
18
日　

 

Ｊ
Ｒ
新
宿
〜
東
武
日
光・
鬼
怒
川
温
泉

で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
特
急
列
車
の
相
互
直

通
運
転
開
始

３
月
20
日　

 

Ｗ
Ｂ
Ｃ
第
１
回
大
会
で
日
本
代

表
が
優
勝

２
０
０
７
３
月
18
日　

 

交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド「
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
」の

サ
ー
ビ
ス
開
始

９
月
20
日　

 

駅
ナ
カ
商
業
施
設「
Ｅ
Ｑ
Ｕ
ｉ
Ａ（
エ
キ

ア
）」１
号
店
が
川
越
駅
に
オ
ー
プ
ン

２
０
０
８
６
月
14
日　

 

東
上
線
が
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
と
相

互
直
通
運
転
開
始
。Ｔ
Ｊ
ラ
イ
ナ
ー
運
行

開
始

８
月
８
日　

 

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

２
０
０
９

２
０
１
０

６
月
13
日　

  

小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」７

年
ぶ
り
に
無
事
帰
還　

２
０
１
１

３
月
11
日　

  

東
日
本
大
震
災
発
生

２
０
１
２
５
月
22
日　

 「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
R」開
業

11
月
21
日　

 
浅
草
駅
ビ
ル（
松
屋
浅
草
）「
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｍ

Ｉ
Ｓ
Ｅ
」開
業

２
０
１
３
３
月
16
日　

 
東
上
線
が
東
急
東
横
線・
横
浜
高
速
み

な
と
み
ら
い
線
と
相
互
直
通
運
転
開
始

２
０
１
４
５
月
１
日　
東
上
線
開
業
１
０
０
周
年

４
月
１
日　

 

消
費
税
８
％
に
引
き
上
げ

２
０
１
５

９
月
19
日　

 

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
日
本
歴
史
的
勝
利

２
０
１
６

８
月
５
日　

 

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催

２
０
１
７
８
月
10
日　

 

鬼
怒
川
線
下
今
市
〜
鬼
怒
川
温
泉
で

　
　
　
　
　
Ｓ
Ｌ「
大
樹
」運
行
開
始

２
０
１
８

２
月
９
日　

 
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。

史
上
最
多
の
メ
ダ
ル
13
個
獲
得

２
０
１
９

５
月
１
日　

 

元
号
を「
令
和
」に
改
元

２
０
２
０

10
月
31
日　

 

み
な
み
寄
居〈
ホ
ン
ダ
寄
居
前
〉駅
開
業

11
月
１
日　

 「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｕ 

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
」サ
ー
ビ
ス
開
始

４
月
７
日　

 「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」に
関

す
る
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出

２
０
２
１

７
月
23
日　

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０

が
１
年
遅
れ
で
開
催

２
０
２
２
11
月
１
日　
東
武
鉄
道
創
立
１
２
５
周
年

２
０
２
３
３
月
18
日　

 

東
上
線
が
東
急
新
横
浜
線・
相
鉄
線
と

直
通
運
転
開
始

７
月
15
日　

 

新
型
特
急「
ス
ペ
ー
シ
ア 

Ｘ
」運
行
開
始

３
月
21
日　

 

Ｗ
Ｂ
Ｃ
日
本
代
表
14
年
ぶ
り
３

回
目
の
優
勝
、Ｍ
Ｖ
Ｐ
は
大
谷

翔
平

２
０
２
４

マンスリーマンスリーマンスリー
マンスリーとーぶ 検索

6
June/2017
No.818

暮らしの SPICE暮らしの SPICE
ママと一緒にママと一緒に

手軽にガレット‼手軽にガレット‼

新・駅前そぞろ歩記新・駅前そぞろ歩記

インタビューインタビュー
北原照久北原照久世界的おもちゃコレクター世界的おもちゃコレクター

暮らしの SPICE
ママと一緒に

手軽にガレット‼

新・駅前そぞろ歩記

インタビュー
北原照久世界的おもちゃコレクター

獨協大学前〈草加松原〉獨協大学前〈草加松原〉獨協大学前〈草加松原〉

SL「大樹」
特集

インタビュー
山田たかおタレント

新・駅前そぞろ歩記
下今市〜中禅寺湖

マンスリーマンスリー
マンスリーとーぶ 検索

8
August/2017

No.820

SL「大樹」
特集

インタビュー
山田たかおタレント

新・駅前そぞろ歩記
下今市〜中禅寺湖

インタビュー
川上 千尋染絵てぬぐい絵師

浅草観光連盟副会長

マンスリーマンスリーマンスリー
マンスリーとーぶ 検索

5
May/2022
No.875

新・駅前そぞろ歩記
東武日光

暮らしの SPICE
可愛い手まり寿司で

食卓をカラフルに豪華に
インタビューインタビュー

一龍斎 貞弥一龍斎 貞弥講談師・声優・ナレーター講談師・声優・ナレーター
インタビュー

一龍斎 貞弥講談師・声優・ナレーター

マンスリーマンスリーマンスリー
マンスリーとーぶ 検索

4
April/2023
No.886

新・駅前そぞろ歩記新・駅前そぞろ歩記
新横浜新横浜

新・駅前そぞろ歩記
新横浜

暮らしの SPICE暮らしの SPICE
旬の健康野菜、ニラを使って旬の健康野菜、ニラを使って

鹿沼名物「ニラそば」を作ろう！鹿沼名物「ニラそば」を作ろう！

暮らしの SPICE
旬の健康野菜、ニラを使って

鹿沼名物「ニラそば」を作ろう！

スペーシア X
営業運転開始まで

あと３カ月！

2017年6月号表紙2017年8月号表紙2022年5月号表紙2023年4月号表紙
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「
新
・
駅
前
そ
ぞ
ろ
歩
記
」
の
登
場
人
物
た
ち
を
改
め
て
ご
紹
介
。

総
勢
32
人
も
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
1
回
だ
け
登
場
と
い
う
人
も
。

あ
ず
ま
を
は
じ
め
と
す
る
登
場
人
物
の
四
季
折
々
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
た
、

と
い
う
読
者
の
皆
様
の
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

業平あずま

業平家の長女。母親が

経営する小学生向けの

英会話教室を手伝う。

ボーイフレンドの東健

一が就職し渡米するこ

とをきっかけに結婚。

北千住在住。

東
ひがし

　健一

あずまのボーイフレン

ド。大学院で環境工学

を専攻していたが、就

職のため単位取得後に

退学。仕事での渡米を

機にあずまと結婚。

せんげん台在住。

業平道子

あずまの母。

小学生向けの

英会話教室を

経営する。

趣味は園芸。

塚田アヤカ

ミツルの妹。

遊園地と動物が大

好きで獣医さんに

なることが夢。

●ここだけ話　その１
あずまと健一は神社で挙式しましたが、渡米の前に和装にこだわったため。あずまは現地で需要があれば日本語教室を開きたいと考えてい
る。健一の仕事は次世代の小型モジュール炉の開発。道子が経営する「業平英会話教室」は北千住にある古民家をリノベーションしたもの。
塚田ミツルは東武動物公園近くの笠原小学校から６年生の時に西新井に引っ越してきた。祖父母が福島県喜多方市に住む。

高坂みずほ

アヤカの親友。夢

は漫画家になるこ

と。柏市（増尾駅）

在住。

塚田ミツル

武司の親友。

映画と鉄道が趣味。

夢は報道カメラマン。

西新井在住。

川間章男

みずほの漫画を通

じた友だちで、アヤ

カの同級生。

西新井在住。

業平武司

あずまの弟。

サッカーと鉄

道を愛する高

校生。

業平鉄男

あずまの父。

食品会社に勤

める、歴史と

ジャズを愛す

る会社員。
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石黒誠吉

あずまの母方

の祖父。福島

県いわき市の

湯元温泉で食

堂を経営する。

松原早苗

海外旅行、料

理、テニスが

趣味。六実駅

近くに暮らす。

ザリナ

貿易会社に勤

めるマレーシ

ア人。西新井

駅近くに住む。

鈴木剛志

東健一の親友。

群馬県大泉町

に住む技術者。

ザリナのBF。

篠塚茂美

業平鉄男の同僚。

鉄男と同じく歴史

好き。絵を描く趣

味も。

細谷幸子

文学少女の面影を残す

おっとりタイプの主婦。

趣味は読書。

●ここだけ話　その２
あずまの友人は高校時代から（田島美奈子）、短大時代から（栗橋友子、松
原早苗）そして編入した大学時代から（ザリナ）と分かれる。早苗は家事手
伝いで深窓の令嬢風だが、ボランティア活動に熱心な一面も。ザリナは健
一の親友、鈴木さんと婚約中。彼女はアニメがきっかけで日本好きになっ
た。ちなみに婚約者の鈴木剛志の趣味は陶芸。現在の悩みは都心で働く
ザリナと大泉町に職場がある鈴木さんの新居の場所。

太田恭子

「旅の醍醐味は食」が

モットーのグルメ志向

の主婦。

栗橋友子

越谷市に暮ら

す保育士。職

業柄、絵本に

強い関心が。

田島美奈子

趣味は映画鑑

賞と茶道。犬

好き。柏駅近

くに暮らす。

牛島大輔

東健一の親友。

スキー仲間。電

機メーカーから

ホテルに転職。

赤塚四郎

あずまの父、鉄男

の弟。ふじみ野の

マンションに暮らす

雑誌編集者。

小川町子

あずまの母方

のいとこ。大

宮駅近くに暮

らす主婦。趣

味は水彩画。

国谷幸子

英会話教室ではあずま

の先輩講師で良き相談相

手。趣味は家庭菜園。

堀込誠治

国谷幸子の父。元小学校

教師。クラシック音楽鑑

賞が趣味。

増尾　光

国谷杜夫の親友。ピアノ

演奏が得意で、映画も

大好き。

清水さくら

国谷杜夫の友だち。英

会話教室に通う。趣味

はお菓子作り。

堀込百合子

誠治の妻。夫と横浜市

緑区に暮らす主婦。

国谷杜夫

幸子の一人息子。昆虫も

含め動物が大好き。夢

は動物園の飼育員。

小川　進

町子の夫。ス

ポーツ用品店

に勤める会社

員。

小川進一

小川夫婦の一

人息子。電車

や飛行機など

乗り物が大好

き。

赤塚美津子

四郎の妻。旅行ラ

イターで、なかでも

温泉やホテルへの取

材が得意。

石黒キヨ

誠吉の妻。夫

や長男夫婦と

食堂を切り盛

りする。歌舞

伎が大好き。

石黒ゆうき

誠吉・キヨの

孫。武司と同

学年。化石が

大好きで夢は

地質学者。
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駅
を
起
点
と
し
た
ま
ち
紹
介
を
重
ね
て
き
た
「
駅
前
そ
ぞ
ろ

歩
記
」
は
、
１
９
８
９
（
昭
和
64
）
年
１
月
号
（
北
千
住
駅
）

か
ら
始
ま
り
、
１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
４
月
号
（
川
越
駅
）

か
ら
は
「
新・駅
前
そ
ぞ
ろ
歩
記
」
と
改
称
。
翌
１
９
９
８
（
平

成
10
）
年
４
月
号
（
ふ
じ
み
野
駅
）
か
ら
は
、
写
真
を
イ
ラ
ス

ト
へ
変
更
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
登
場
人
物
・
業
平
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
登
場
し
ま
し
た
。

　
登
場
人
物
の
姓
は
東
武
線
の
駅
名
か
ら
付
け
ら
れ
、
業
平
家

の
名
前
（
鉄
男
・
道
子
・
あ
ず
ま
・
武
司
）
か
ら
一
字
ず
つ
を

と
っ
て
（
あ
ず
ま
は
東
と
す
る
）
東
武
鉄
道
に
な
る
よ
う
に
設

定
。
東
健
一
だ
け
は
駅
名
と
関
係
な
く
、
結
婚
後
の
あ
ず
ま
の

名
前
を
考
え
ま
し
た
。
あ
ず
ま
と
健
一
の
モ
デ
ル
は
、
当
時
制

作
メ
ン
バ
ー
に
い
た
男
女
の
社
員
で
す
。
ザ
リ
ナ
は
80
年
代
に

ル
ッ
ク
イ
ー
ス
ト
政
策
を
と
っ
て
い
た
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
留

学
生
と
し
、
名
前
は
マ
レ
ー
シ
ア
大
使
館
に
電
話
し
て
、
よ
く

あ
る
女
性
の
名
前
を
聞
い
て
付
け
た
も
の
で
す
。

　
業
平
橋
駅
が
と
う
き
ょ
う
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
駅
に
変
更
と
な
っ

た
時
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
新
・
駅
前
そ
ぞ

ろ
歩
記
」
に
「
業
平
」
の
名
前
が
残
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
、
と

思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
路
線
・
地
域
別
に
思
い
出
深
い
「
新
・
駅
前
そ
ぞ

ろ
歩
記
」
を
６
つ
、
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
再
録
し
ま
し
た
。
本

文
執
筆
は
、
東
武
鉄
道
広
報
部
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
制
作
に

携
わ
っ
た
（
株
）
レ
フ
の
清
沢
英
彦
、イ
ラ
ス
ト
は
鈴
木
健
文
、

デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
原
稿
、
取
材
先
の
選
定
・
ア
ポ
取
り
な
ど
編

集
業
務
は
正
木
ノ
リ
オ
が
担
当
。
各
人
の
コ
メ
ン
ト
を
欄
外
に

ヒ
デ
（
清
沢
）、
タ
ケ
（
鈴
木
）、
ノ
リ
（
正
木
）
と
し
て
付
け

加
え
ま
し
た
。

　
当
時
の
誌
面
を
そ
の
ま
ま
再
録
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
掲
載

情
報
は
現
在
と
異
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

新
・
駅
前
そ
ぞ
ろ
歩
記
メ
モ
リ
ア
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
ス

浅草 押上

亀戸線

亀戸

曳舟

北千住

西新井

春日部

伊勢崎線

大宮

大宮公園大宮公園

東上線

池袋

和光市

川越川越

川越市川越市

坂戸

小川町

越生線

越生越生

寄居

野田市

柏

船橋

館林

太田

小泉線

東武
アーバン
パークライン

東
小
泉

西
小
泉

新伊勢崎新伊勢崎

伊勢崎伊勢崎
桐生線

赤城

葛生

佐野線

東武動物公園

日光線

新栃木

下今市

東武ワールドスクウェア

宇都宮線

東武宇都宮

新藤原

鬼怒川線

東武日光東武日光
鬼怒川温泉

大師線

大師前

東
武

ス
カ
イ
ツ
リ
ー

　
　
　
ラ
イ
ン

と
う
き
ょ
う

と
う
き
ょ
う

ス
カ
イ
ツ
リ
ー

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
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　東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
Ⓡ

の
開
業
に
伴
っ
て
“
業
平
橋
”
か
ら
駅
名
を

改
称
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
と
う
き
ょ
う
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
駅
」。
改
札
は
正

面
口
の
ほ
か
に
東
口
も
整
備
さ
れ
、
コ
ン
コ
ー
ス
は
11
倍
の
広
さ
に
。
上
り
特

急
「
ス
ペ
ー
シ
ア
」「
り
ょ
う
も
う
」
の
全
て
と
、
下
り
特
急
の
一
部
も
停
車

す
る
“
新
し
き
街
”
の
玄
関
口
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
さ
あ
、
江
戸

の
“
粋
”
と
東
京
下
町
の
“
雅
”
を
求
め
、
散
策
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

と
う
き
ょ
う

ス
カ
イ
ツ
リ
ー

浅
草
か
ら

浅
草
か
ら

  

ひ
と
駅
に
誕
生
し
た

ひ
と
駅
に
誕
生
し
た

         
         “
新
し
き
街
”へ

“
新
し
き
街
”へ

（
旧
・
業
平
橋
）①

道子です。私にとって思い出深いのは、
平成 24（2012 年）６月号のとうきょう
うスカイツリー駅。私たちの名前と同じ
業平橋駅の名前が変わったのですから。

2012 年６月号「とうきょうスカイツリー駅①」

当
時
の
誌
面
の
た
め
、掲
載
情
報
は
現
在
と
異
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

業平橋駅から「とうきょうス
カイツリー駅」にリニューア
ルした回だね（ノリ）。
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東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
天
望
回
廊
の
最
高
地
点
は

４
５
１
．２
ｍ
。
空
中
散
歩
を
満
喫
！

　
富
士
山
は
見
え
る
の
か
な
…
…
。
い
っ
た
い
眼
下
に
は

ど
ん
な
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
─
─
や
っ
と
手

に
し
た
入
場
券
で
す
。
い
ま
す
ぐ
天
望
デ
ッ
キ
へ
と
上

が
っ
て
み
た
い
。
そ
の
気
持
ち
は
よ
く
分
か
り
ま
す
。
併

設
の
商
業
施
設
「
東
京
ソ
ラ
マ
チ
Ⓡ

」
も
見
た
い
し
水
族

館
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
だ
っ
て
─
─
。
ま
あ
、
そ
う
焦
ら

ず
に
。
ま
ず
は
指
定
の
時
間
ま
で
駅
周
辺
を
ゆ
っ
く
り
と

歩
い
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
下
町
情
緒
を
色
濃
く
残

す
街
並
み
と
出
合
え
る
は
ず
で
す
。

　
と
う
き
ょ
う
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
駅
の
そ
ば
を
流
れ
る
北
十

間
川
河
川
敷
に
整
備
さ
れ
た
「
お
し
な
り
公
園
」。
遊
歩

道
を
行
け
ば
、
海
の
香
り
を
感
じ
る
の
で
す
が
、
そ
の
理

由
も
後
に
分
か
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
で
す
か
ら
東
武
橋
を

渡
り
浅
草
通
り
ま
で
出
て
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
Ⓡ

を
存
分
に
見
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
だ
、
川
面
に
映
る
“
逆
さ
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
”

を
見
た
い
な
ら
、
川
沿
い
を
さ
ら
に
先
へ
と
進
ん
で
く
だ

さ
い
。
２
年
ほ
ど
前
、
塔
体
が
ま
だ
３
０
０
ｍ
を
超
え
た

く
ら
い
の
こ
ろ
は
、
十
間
橋
の
上
か
ら
工
事
中
の
全
景
が

映
り
込
ん
だ
も
の
で
す
が
、
い
ま
は
ち
ょ
っ
と
無
理
か
も

…
…
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
、
そ
ろ
そ
ろ
指
定
の
時
間
で

す
ね
。

　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
内
部
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
た

瞬
間
か
ら
、
み
な
さ
ん
は
新
た
な
物
語
の
世
界
へ
と
導
か

れ
て
い
き
ま
す
。
天
望
デ
ッ
キ
へ
向
か
う
天
望
シ
ャ
ト
ル

は
４
階
か
ら
の
出
発
で
す
。
な
お
、
７
月
11
日
以
降
に
販

売
を
開
始
す
る
当
日
券
も
、
こ
の
４
階
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン

タ
ー
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

い
ざ
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
天
望
デ
ッ
キ
へ

で
も
そ
の
前
に
…
…

10

当
時
の
誌
面
の
た
め
、掲
載
情
報
は
現
在
と
異
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

北十間川といえば、小舟で「下
町のパナマ運河」といわれる
扇

お う ぎ ば し こ う も ん橋閘門を通ったのもいい思
い出（タケ）。

いまは北十間川沿いの遊歩道を
延長して「東京ミズマチ ®」もで
きたから、店もいろいろ増えて
いるね（ヒデ）。
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い
よ
い
よ
で
す
。
入
場
券
を
手
に
ゲ
ー
ト
を
抜
け
、
天

望
シ
ャ
ト
ル
へ
乗
り
込
み
ま
す
。
扉
が
閉
ま
る
と
、
高
さ

を
標
示
す
る
数
字
が
み
る
み
る
上
が
っ
て
い
き
約
50
秒
、

あ
っ
と
い
う
間
に
地
上
３
５
０
ｍ
の
天
望
デ
ッ
キ
に
到
着

で
す
。
ま
あ
、
見
て
く
だ
さ
い
、
こ
の
絶
景
を
─
─
。　

あ
れ
が
隅
田
川
、
あ
っ
ち
は
荒
川
、
そ
し
て
そ
の
先
が
東

京
湾
。
さ
っ
き
歩
い
た
北
十
間
川
か
ら
海
の
香
り
が
漂
っ

て
き
た
理
由
も
、
こ
れ
で
分
か
り
ま
す
。
晴
れ
て
い
な
く

て
も
楽
し
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
天

望
デ
ッ
キ
は
５
ｍ
ご
と
に
３
層
の
フ
ロ
ア
が
あ
り
、

シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
が
あ
り
ま
す
。
注
目

の
ガ
ラ
ス
床
が
体
験
で
き
る
の
は
フ
ロ
ア
３
４
０
で
す
。

是
非
、
最
後
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

　
仮
に
あ
な
た
が
筋
金
入
り
の
高
所
恐
怖
症
で
も
、
こ
こ

ま
で
来
た
ら
上
が
り
ま
す
よ
ね
、
あ
と
１
０
０
ｍ
─
─
。

フ
ロ
ア
３
５
０
で
天
望
回
廊
へ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
た

ら
、
こ
こ
か
ら
の
天
望
シ
ャ
ト
ル
が
ま
た
凄
い
。
シ
ー
ス

ル
ー
の
扉
に
驚
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
上
を
見
る
と
、
天

井
も
シ
ー
ス
ル
ー
な
ん
で
す
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
到

着
、
天
望
シ
ャ
ト
ル
の
扉
が
開
き
ま
す
。　
老
若
男
女
を

問
わ
ず
、
ど
ん
な
人
で
も
思
わ
ず
声
が
出
ま
す
か
ら
、
こ

の
眺
望
に
は
─
─
。
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
、
決
し
て
大
げ
さ

で
は
な
く
、
そ
れ
こ
そ
“
空
中
そ
ぞ
ろ
歩
き
”
で
す
。
お
っ

か
な
び
っ
く
り
、
ぐ
る
り
と
回
廊
を
め
ぐ
れ
ば
最
高
地
点

は
４
５
１
．２
ｍ
。
３
６
０
度
ス
ケ
ル
ト
ン
の
大
パ
ノ
ラ

マ
ビ
ュ
ー
。
い
ざ
カ
メ
ラ
を
構
え
て
も
、
ど
う
撮
っ
て
い

い
か
分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
高
さ
と
眺
め
の
不
可
思
議
な

空
間
を
ご
堪
能
あ
れ
。
帰
り
、
５
階
の
出
口
フ
ロ
ア
へ
降

下
し
て
も
、
浮
遊
感
の
余
韻
が
残
り
ま
す
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
天
望
回
廊
の
最
高
地
点
は

４
５
１
．２
ｍ
。
空
中
散
歩
を
満
喫
！

11

2012 年６月号「とうきょうスカイツリー駅①」 高さ 445m のフロアからの眺
めをイラストにしたんだけど、
上から眺めた建物群を描くの
は大変でした（タケ）。

高所恐怖症なんでビビってたん
だけど、桁外れの高さに感覚が
麻痺して、ちっともコワくなかっ
たです（ヒデ）。

そう？例の「ガラス床」には

近づきもしなかった気がする

んだけど（ノリ）。
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とうきょうスカイツリー　データファイル
〈東京スカイツリーⓇ〉・・●交通＝東武スカイツ
リーラインとうきょうスカイツリー駅、東武スカイツ
リーライン・東京メトロ半蔵門線・京成押上線・都
営浅草線押上（スカイツリー前）駅下車　●営業
時間＝８：00～22：00（展望台入場は21：00まで）
●入場料金、購入方法については、P14参照。
問東京スカイツリーコールセンター
☎0570-55-0634
http://www.tokyo-skytree.jp/
〈花寿司〉・・●交通＝とうきょうスカイツリー駅・押
上駅各徒歩４分　●営業時間＝11：30～21：00
●定休日＝水曜　☎03-3622-3231

当
時
の
誌
面
の
た
め
、掲
載
情
報
は
現
在
と
異
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

2012 年 6 月掲載当時のデータで
す。最新情報は各所のお問い合わ
せ先にてご確認ください。

一度では紹介しきれないということで、
次の７月号でも「とうきょうスカイツリー
駅」をやって、そこではソラマチのお店
や水族館、プラネタリウムなどを紹介し
ました（ノリ）。
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東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
の
大
宮
公
園
駅
を
起
点
と
し
た
、
半
径
１
㎞
に

位
置
す
る
９
つ
の
施
設
の
エ
リ
ア
名
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
大
宮
公

園
」
と
呼
ば
れ
、
各
施
設
が
相
互
に
連
携
す
る
魅
力
的
な
カ
ル
チ
ャ
ー
＆
ス
ポ
ー

ツ
エ
リ
ア
。

　
４
月
21
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
特
急
列
車
「
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ナ
ー
」
が
新

設
さ
れ
る
な
ど
、
東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
は
ま
す
ま
す
利
便
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

大
宮
公
園

春
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（
お
お
み
や
こ
う
え
ん
）
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2017 年４月号「大宮公園駅」
小川町子です。私が思い出深いのは、
平成 29（2017）年４月号の大宮公園駅。
大宮市民として誇りが持てる盆栽村や
県立博物館などをバッチリ紹介できました。

大宮盆栽美術館を取材したあと、「世界盆栽

大会 in さいたま」も見学しました。３日間

で国内外から４万 5000 人を動員したとか

（ヒデ）。
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大
宮
盆
栽
村
は

世
界
の
愛
好
家
の
聖
地

　
大
宮
公
園
駅
の
北
側
に
は
美
し
く
風
情
あ
る
「
大
宮
盆

栽
村
」
の
街
並
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
関
東
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
東
京
の
盆
栽
業
者
が
移
り
住
ん
だ
こ
の
地
区

は
、
現
在
「
盆
栽
町
」
と
正
式
な
町
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。

開
村
当
初
か
ら
「
盆
栽
を
10
鉢
以
上
持
つ
」「
垣
根
は
生

け
垣
に
す
る
」
な
ど
一
定
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
自
然
景
観

を
保
全
す
る
こ
と
に
町
ぐ
る
み
で
協
力
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
い
ま
も
閑
静
で
緑
豊
か
な
景
観
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
街
並
み
の
中
に
あ
る
「
盆
栽
四
季
の
家
」
は
、
18

世
紀
初
め
に
建
て
ら
れ
た
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
宮
司
の
居

宅
の
一
部
を
移
築
、
模
写
復
元
し
た
も
の
。
盆
栽
園
見
学

な
ど
の
折
に
休
憩
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　「
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館
」
は
、
盆
栽
文
化
を

広
く
発
信
し
て
い
く
た
め
に
開
館
し
た
世
界
で
初
め
て
の

公
立
の
盆
栽
美
術
館
で
す
。
名
品
盆
栽
１
０
０
点
以
上
を

収
集
し
、
そ
れ
ら
を
館
内
の
座
敷
飾
り
や
庭
園
で
公
開
展

示
。
人
と
自
然
が
共
同
で
作
り
上
げ
た
、
生
き
た
芸
術
の

美
し
さ
を
ゆ
っ
く
り
と
堪
能
で
き
ま
す
。
海
外
か
ら
の
来

館
者
も
多
く
、
世
界
中
の
盆
栽
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
、
こ
こ

大
宮
盆
栽
村
が
「
盆
栽
の
聖
地
」
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
ま
す
。

　
今
月
下
旬
に
は
、
１
９
８
９
年
の
第
１
回
大
会
以
来
、

28
年
ぶ
り
に
日
本
で
の
開
催
と
な
る
世
界
最
大
規
模
の
展

示
会
「
第
８
回
世
界
盆
栽
大
会
in
さ
い
た
ま
」
が
開
か
れ

ま
す
。
メ
イ
ン
会
場
は
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で

す
が
、
盆
栽
村
や
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
も
サ
ブ
会
場
と
な

り
ま
す
。
大
宮
盆
栽
美
術
館
で
は
、
盆
栽
界
の
至
宝
と
い

わ
れ
る
五
葉
松 

銘
「
日
暮
し
」
を
６
年
ぶ
り
に
特
別
公

開
し
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
大
宮
公
園

は
自
然
・歴
史
・文
化
の
ホ
ッ
ト
エ
リ
ア

10April 2017

当
時
の
誌
面
の
た
め
、掲
載
情
報
は
現
在
と
異
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

「りすの家」は可愛らしいリスがたくさんい
て楽しかったけど、いまイラストを見返すと、
もう少しリスを大きく描いた方が良かったな

（タケ）。
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ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
大
宮
公
園

は
自
然
・歴
史
・文
化
の
ホ
ッ
ト
エ
リ
ア

　
盆
栽
村
の
中
に
は
、
風
刺
漫
画
の
祖
で
あ
る
北
沢
楽
天

の
邸
宅
跡
に
建
て
ら
れ
た
、
日
本
初
の
漫
画
に
関
す
る
公

立
美
術
館
「
さ
い
た
ま
市
立
漫
画
会
館
」
も
あ
り
ま
す
。

資
料
室
で
は
約
５
０
０
０
冊
の
懐
か
し
い
昭
和
の
作
品
が

閲
覧
可
能
。
４
月
は
収
蔵
品
展
『
大
正
・
昭
和
の
モ
ダ
ン

ラ
イ
フ
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
盆
栽
村
の
先
に
広
が
る
の
は
、
四
季
を
通
し
て
豊
か
な

緑
が
あ
ふ
れ
る
「
市
民
の
森
」。
さ
ま
ざ
ま
な
常
緑
樹
や

落
葉
樹
が
植
え
ら
れ
た
森
や
広
大
な
芝
生
広
場
、
熱
帯
・

亜
熱
帯
の
植
物
の
展
示
温
室
、
地
元
野
菜
を
直
売
す
る
見み

沼ぬ
ま

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
週
末
は
大
勢
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
賑
わ
う
憩
い
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
が
、
イ
チ

押
し
は
「
り
す
の
家う

ち
」。
広
い
ゲ
ー
ジ
に
約
２
０
０
匹
の

シ
マ
リ
ス
を
放
し
飼
い
に
し
、
そ
の
中
に
人
が
入
っ
て
間

近
に
リ
ス
を
観
察
で
き
る
の
で
す
。
人
の
足
元
を
横
切
っ

た
り
し
て
伸
び
伸
び
と
動
き
回
る
シ
マ
リ
ス
に
子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
で
す
。

　
さ
て
、
大
宮
公
園
駅
の
南
側
に
広
が
る
の
は
大
宮
公
園
。

公
園
内
に
は
公
共
建
築
百
選
に
も
選
ば
れ
た
「
埼
玉
県
立

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
」
が
あ
り
ま
す
。
常
設
展
示
は

「
埼
玉
の
人
々
の
く
ら
し
と
文
化
」
が
テ
ー
マ
。
歴
史
・

民
俗
・
美
術
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
ご
と
に
特
色
あ
る
展

示
室
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
企
画
展
も
充
実
し
て
お
り
、

今
月
は
「
縄
文
の
空
間
―
暮
ら
し
と
願
い
―
」
を
開
催
中
。

ま
た
、
日
本
の
各
時
代
の
衣
装
を
着
て
み
た
り
、
勾ま

が
玉た

ま
を

作
っ
た
り
、
昭
和
の
時
代
を
再
現
し
た
野
外
ス
ペ
ー
ス
で

昔
遊
び
を
体
験
で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
学
習
ゾ
ー
ン

「
ゆ
め
・
体
験
ひ
ろ
ば
」
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

11 Monthly TOBU

2017 年４月号「大宮公園駅」
リスよりも、十二単体験して笑って
るあずまちゃんが可愛い（ヒデ）。

この古民家カフェも良かった。料

理もうまかったし（タケ）。ネコが

いたのが嬉しかった（ノリ）。
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※新・駅前そぞろ歩記のバックナンバーは「マンスリーとーぶ」ホームページでご覧いただけます。 マンスリーとーぶ 検索

平
成
29
年

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

大宮公園データファイル
〈第８回世界盆栽大会 in さいたま〉・・●会期＝4/27（木）
～ 30（日）　●サブ会場＝武蔵一宮氷川神社、さいたま市
大宮盆栽美術館、大宮盆栽村　＊氷川神社と盆栽村は観
覧無料。メイン会場はさいたまスーパーアリーナ（JRさいた
ま新都心駅徒歩３分） ☎同実行委員会（日本盆栽協会内）
03-3821-3059
〈第34回大盆栽まつり〉・・●会期＝5/3（水・祝）～5（金・祝）
9：00 ～ 17：00　●会場＝大宮盆栽村・四季のみち　●
交通＝大宮公園駅徒歩１分　☎藤樹園 048-663-3899
〈さいたま市大宮盆栽美術館〉・・●交通＝大宮公園駅徒
歩10分　●開館時間＝９：00 ～ 16：30（11月～２月は
～ 16：00）　●休館日＝木曜（4/27・5/4は開館）、4/26

（水）、年末年始、臨時休館日あり　●観覧料＝一般300
円／高大生・65歳以上150円／小中生100円＊年間パ
スポートあり　●特別展『盆栽ーさいたま発の世界ブラン
ド』＝5/10（水）まで　＊盆栽界の至宝 五葉松 銘「日暮し」
６年ぶりの特別公開　＊期間限定（4/27～30、5/3～5）
☎048-780-2091
〈さいたま市立漫画会館〉・・●交通＝大宮公園駅徒歩５分
●開館時間＝９：00 ～ 16：30　＊漫画資料室・多目的
室の利用は土・日・祝日・夏休みのみ（10：00 ～ 16：
00）　●休館日＝月曜（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、
12/28 ～ 1/4　●入館料＝無料　＊収蔵品展『楽天漫画
から読み解くー大正・昭和のモダンライフ』開催中（5/7（日）
まで。無料）　☎048-663-1541
〈埼玉県立歴史と民俗の博物館〉・・●交通＝大宮公園駅
徒歩５分　●開館時間＝９：00 ～ 16：30（７・８月は～
17：00）　●休館日＝月曜（祝日、振休、G.W.期間中、「県
民の日」は開 館 ）、12/29 ～ 1/1、館 内 消 毒（6/12 ～
19、9/11～12）　●観覧料（常設展／企画展／特別展）
＝一般（300円／ 400円／ 600円）、高校生・学生（150
円／ 200円／ 300円）、中学生以下は無料　＊企画展『縄
文の空間―暮らしと願い―』開催中（5/7（日）まで）　＊
5/5（金・祝）は「博物館子供まつり」「弥生時代復元住居
見学会」を開催（いずれも当日会場で受付。無料）　＊次回
の「十二単・小袿と男子装束の着装体験」は5/20（土）。
4/20（木）までに往復ハガキで応募（応募多数の場合は抽
選。1000円）　☎048-645-8171
〈さいたま市市民の森〉・・●交通＝大宮公園駅徒歩20分
●開園時間＝８：30 ～ 18：00（10月～3月は17：00）
＊りすの家・展示温室は10：00 ～ 16：00　●休園日＝
年中無休　＊りすの家・展示温室は月曜（休日の場合は翌
日）、12/29 ～ 1/3●入園料＝無料
〈福丸珈琲〉・・●交通＝大宮公園駅徒歩１分　●営業時間
＝11：00 ～ 18：00　●定休日＝木曜　
☎048-628-8652

※記載事項は変更になる場合がございます。

12April 2017

当
時
の
誌
面
の
た
め
、掲
載
情
報
は
現
在
と
異
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

2017 年 4 月掲載当時のデータで
す。最新情報は各所のお問い合わ
せ先にてご確認ください。

この頃のデータファイルの量はすごい！

のちにはあんまりたくさん書かない方向

になったんだけど（ノリ）。



17 Monthly TOBU Archives

9

日
光
東
照
宮
・

日
光
東
照
宮
・

五
重
塔
に
秘
め
ら
れ
た

五
重
塔
に
秘
め
ら
れ
た

古
来
の
技
が

古
来
の
技
が

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
つ
な
が
る

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
つ
な
が
る 　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
Ⓡ

と
日
光
の
間
を
特
急
ス
ペ
ー
シ
ア
が
結
ん
で
い
ま
す
。

今
日
の
日
本
の
最
先
端
技
術
を
駆
使
し
て
完
成
し
た
、
世
界
一
の
高
さ
を
誇
る

自
立
式
電
波
塔
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」。
片
や
、
開
山
以
来
１
２
０
０
年
余

の
歴
史
を
重
ね
る
世
界
遺
産
の
日
光
。
ま
っ
た
く
対
極
に
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
す
が
、
実
は
「
温
故
知
新
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
結
ば
れ
て
い
る
の
で
す
。

ヒ
ン
ト
は
「
五
重
塔
」
に
あ
り
。

　
そ
の
謎
を
解
き
に
、
い
ざ
緑
濃
き
日
光
へ
。

東
武
日
光
（
と
う
ぶ
に
っ
こ
う
）

2012 年８月号「東武日光駅」
鉄男です。夫婦で旅した平成 24（2012）
年８月号の東武日光駅が思い出深いです。
東照宮のある山内の標高が、東京スカイ
ツリーとほぼ同じということにも感動。

大見出しの文字量 が ス ゴ い！（ノリ）。

絵の邪魔だよ。せっ
かく特別公開の東照
宮の心柱を描いてる
のに（タケ）。

コ ピ ー ラ イ タ ー VS

イラストレーターの

闘い。のちに大見出

しは２行までとなり

ました（ヒデ）。



18Monthly TOBU Archives

10

日
光
の
天
空
散
歩
と

東
京
の
天
望
回
廊

　
東
武
日
光
駅
か
ら
門
前
町
の
通
り
を
そ
ぞ
ろ
歩
い
て
日

光
山さ

ん

内な
い

を
目
指
し
ま
す
。
世
界
遺
産
登
録
を
機
に
、
こ
の

通
り
は
歩
道
の
拡
幅
や
家
並
み
の
統
一
な
ど
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
名
物
の
日
光
ゆ
ば
を
提
供
す
る
店
が

目
に
つ
く
の
は
い
ま
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は

夏
場
に
日
光
の
天
然
氷
を
使
っ
た
か
き
氷
も
人
気
で
す
。

　
ほ
ど
な
く
水
清
ら
か
な
大だ

い

谷や

川が
わ

に
架
か
る
朱
塗
り
の
神し

ん

橋き
ょ
うが
見
え
て
き
ま
し
た
。
日
光
橋
を
渡
れ
ば
、
深
い
杉
木

立
の
日
光
山
内
。
日
光
東
照
宮
、
日
光
二ふ

た

荒ら

山さ
ん

神
社
、
日

光
山
輪り

ん

王の
う

寺じ

の
、
い
わ
ゆ
る
二
社
一
寺
が
世
界
遺
産
・
日

光
の
中
心
で
す
。
今
回
の
旅
の
メ
イ
ン
は
、
東
照
宮
の
境

内
に
建
つ
五
重
塔
。
こ
の
塔
の
内
部
を
貫
く
「
心
柱
」
は

吊
り
下
げ
式
に
な
っ
て
い
て
、
地
盤
よ
り
10
セ
ン
チ
ほ
ど

浮
い
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
は
古
来
の
優
れ
た
免
震
技

術
で
す
が
、
実
は
今
春
オ
ー
プ
ン
し
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
Ⓡ

に
は
、
こ
の
五
重
塔
の
心
柱
を
参
考
に
し
た
「
心
柱
制
振
」

と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
開
業
に
合
わ
せ
、
ま

た
東
照
宮
４
０
０
年
祭
（
平
成
27
年
）
の
プ
レ
企
画
と
し
て
、

五
重
塔
の
内
部
を
来
年
３
月
ま
で
特
別
公
開
中
。
開
か
れ

た
扉
の
奥
に
見
え
る
伝
説
の
心
柱
は
、
外
か
ら
の
光
を
受

け
て
神
秘
的
な
黄
金
色
に
輝
い
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

こ
の
五
重
塔
が
建
つ
山
内
の
標
高
は
６
３
０
～
６
４
０
ｍ
。

つ
ま
り
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
だ
と
い
う

点
も
、
何
か
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
す
。

　
期
間
限
定
の
見
ど
こ
ろ
を
も
う
ひ
と
つ
紹
介
。
そ
れ
は

輪
王
寺
の
大
本
堂
―
―
三さ

ん

仏ぶ
つ

堂ど
う

で
す
。
日
光
山
で
い
ち
ば

ん
大
き
な
建
物
で
あ
る
三
仏
堂
は
現
在
、平
成
の
大
修
理
中
。

そ
の
様
子
を
地
上
26
ｍ
の
高
さ
か
ら
見
学
で
き
る
の
で
す
。

五
重
塔
の
心し

ん

柱ば
し
ら

た
だ
い
ま
特
別
公
開
中

10

当
時
の
誌
面
の
た
め
、掲
載
情
報
は
現
在
と
異
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

心柱の特別公開もレアだけど、
輪王寺の平成の大修理を見学
できたのもすごかった（ノリ）。
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約
十
年
に
わ
た
る
解
体
修
理
の
間
、
お
堂
全
体
を
素す

屋や

根ね

が
す
っ
ぽ
り
包
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
素
屋
根
の
上
部

（
７
階
）
に
展
望
見
学
通
路
を
開
設
。
こ
こ
か
ら
内
部
の

お
堂
の
解
体
の
様
子
を
見
下
ろ
し
た
り
、
外
側
の
窓
か
ら

は
日
光
山
内
を
一
望
で
き
る
の
で
す
。
そ
の
名
も
「
地
上

26
ｍ
の
天
空
散
歩
」。
素
屋
根
の
１
階
に
は
「
標
高

６
３
４
ｍ
」
と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
、
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
の
高
さ
。
つ
ま
り
三
仏
堂
の
「
天
空
散
歩
」
は
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
「
天
望
回
廊
」
に
重
な
る
の
で
す
。

　
徳
川
三
代
将
軍
家
光
公
の
墓
所
・
輪
王
寺
大た

い

猷ゆ
う

院い
ん

も
ま

た
日
光
山
内
の
重
要
な
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
。
家
康
公
を

祀
る
絢
爛
豪
華
な
東
照
宮
と
は
異
な
り
、
大
猷
院
の
建
物

は
金
と
黒
を
基
調
に
し
た
重
厚
な
造
り
で
す
。
ま
た
、
昨

年
の
大
河
ド
ラ
マ
『
江ご

う

～
姫
た
ち
の
戦
国
～
』
を
記
念
し

て
、
家
光
公
の
御
生
母
・
お
江
の
方
の
御
位
牌
が
公
開
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
趣
を
変
え
て
、
ほ
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
ス
ポ
ッ
ト
を

ご
紹
介
。
大
谷
川
を
見
下
ろ
す
瀟

し
ょ
う

酒し
や

な
建
物
は
、
小
杉
放ほ

う

菴あ
ん

記
念
日
光
美
術
館
。
東
京
大
学
安
田
講
堂
の
壁
画
で
知

ら
れ
る
日
光
出
身
の
画
家
・
小
杉
放
庵
と
そ
の
周
辺
の
画

家
、
ま
た
近
代
の
日
光
の
文
化
を
紹
介
す
る
美
術
館
で
す
。

建
物
の
一
角
に
は
喫
茶
室
を
併
設
。
日
光
の
美
味
し
い
水

で
淹
れ
る
香
り
豊
か
な
コ
ー
ヒ
ー
が
自
慢
で
す
。

　
も
う
１
軒
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
は
、ガ
ラ
ス
工
房「
グ

ラ
ス
ス
タ
ジ
オ
　
ポ
ン
テ
」。
こ
こ
で
は
気
軽
に
吹
き
ガ

ラ
ス
体
験
が
で
き
、
ス
タ
ッ
フ
の
丁
寧
な
ア
シ
ス
ト
に

よ
っ
て
、
素
敵
な
マ
イ
グ
ラ
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

世
界
に
ふ
た
つ
と
な
い
自
作
の
グ
ラ
ス
―
―
こ
れ
も
か
け

が
え
の
な
い
日
光
の
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

日
光
の
天
空
散
歩
と

東
京
の
天
望
回
廊

11

2012 年８月号「東武日光駅」
日光天然氷のかき氷、このとき初めて食べたけど、美味かった！（タケ）。美味かった。頭が「キーン」

としないんだよね（ヒデ）。
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東武日光データファイル
〈日光東照宮 五重塔初重内部特別公開 〉・・
●期間＝平成 25 年３月31日（日）まで　●公
開時間＝８：00～17：00（11月～３月は～16：
00）　●観覧料＝大人（中学生以上）300円／
小学生200円　☎0288-54-0560

〈 輪王寺　地上 26メートルの天空散歩 〉・・
●期間＝平成 32 年度まで（予定）　●公開時
間＝８：00～16：00（2/3の節分会、4/1・2の
強飯式は休み）　●料金＝大人400円／小・
中学生200円　☎0288-53-4646

〈拝観時間（二社一寺共通）〉・・８：00～17：
00（11 月～３月は～ 16：00）　＊輪王寺の宝
物殿・逍遙園は8/9（木）・10/11（木）・12/13

（木）・14（金）休館
〈 世界遺産めぐり手形（循環バス）〉・・●運
賃＝ 500 円（小児半額）　●ルート＝ JR日光

駅→東武日光駅→西参道→蓮華石間が１日に
何回でも乗降自由　●発売場所＝東武日光駅
ツーリストセンター（９：00～17：00）／JR日光
駅みどりの窓口（6：00～20：00）　問東武バス
日光 日光営業所　☎0288-54-1138

〈二社一寺共通拝観券（２日間有効）〉・・●料
金＝一般1000円／高校生600円／小・中学
生400円　●共通拝観券に含まれないもの＝
日光東照宮奥社、五重塔初重内部特別公開／
輪王寺宝物殿・逍遙園、地上 26メートルの天
空散歩／二荒山神社神苑　●発売場所（３か
所）＝東照宮入場口向かって右手／輪王寺第
１駐車場／東武観光センター（西参道）隣　
☎0288-54-2007

〈 小杉放菴記念日光美術館 〉・・●交通＝東
武日光駅から清滝・細尾、中禅寺・湯元、西
参道方面行きバスで「神橋」下車、徒歩３分　

●開館時間＝９：30～17：00（入館は16：30ま
で）　●休館日＝月曜　●入館料＝一般 700
円／大学生 500 円／高校生以下無料　●イ
ベント＝音楽朗読劇　童話『猫は生きている』
 時８月４日（土）　18：30　￥1000 円／日光
出前寄席 四　 時８月25日（土）　18：30　
￥2000円　☎0288-50-1200

〈グラススタジオ ポンテ(吹きガラス体験)〉・・
●交通＝東武日光駅からタクシー７分（体験教
室予約の場合は送迎）　●体験時間＝10：00
～17：30（受付は9：45～17：00）　●定休日
＝火曜・第４水曜（お盆・祝日・連休中は営業）
●料金＝タンブラー（透明）3675 円、ぐいのみ

（透明）3150 円など　ほかにサンドブラスト体
験、アクセサリー作り体験あり　
☎0288-54-1688

当
時
の
誌
面
の
た
め
、掲
載
情
報
は
現
在
と
異
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

2012 年 8 月掲載当時のデータで
す。最新情報は各所のお問い合わ
せ先にてご確認ください。

グラススタジオポンテでは、二人がガラス造り体験しているとこ
ろを写真に撮っててボクは造れなかったんだけど、オーナーでガ
ラス工芸作家の上村さんに美しいグラスをいただき、いまも愛用
してます（タケ）。
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　「
伊
勢
崎
」
と
「
新
伊
勢
崎
」。
こ
の
隣
り
合
う
駅
は
、
高
架
化
に
伴
っ
て
新

し
い
駅
舎
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ば
か
り
。
周
囲
に
広
が
る
街
に
も
、
新
し
い
時

代
の
１
ペ
ー
ジ
が
開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
４
０
０
年
以
上
の
歴

史
を
も
つ
昔
の
城
下
町
。
近
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
あ
の
美
し
い
絹
織
物
〝
伊

勢
崎
銘
仙
〞
の
産
地
と
し
て
、
あ
ま
り
に
も
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

文
化
の
香
り
を
発
見
し
な
が
ら
、
小
さ
な
旅
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
華
蔵
寺
公

園
遊
園
地
な
ど
、
今
風
な
お
楽
し
み
ス
ポ
ッ
ト
に
も
乞
う
ご
期
待
。

伊
勢
崎
・

新
伊
勢
崎
（
　
　
　
　
　
　
　）

い
せ
さ
き
・
し
ん
い
せ
さ
き

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い

懐
か
し
い
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2014 年２月号「伊勢崎駅・新伊勢崎駅」
あずまです。私の一番の思い出は、健一
さんと二人で行った平成 26（2014）年
２月号の伊勢崎駅・新伊勢崎駅」。特に
華蔵寺公園の観覧車が最高の思い出です。

このときは広報部の K さんが初
参加。彼女は元陸上部というこ
とで、分刻みの凄まじい移動に
耐えてくれました（ノリ）。

この「いせさき明治館」は外

観も内装も素晴らしく、楽し

く描けました（タケ）。
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〝
和
モ
ダ
ン
〞を
彩
っ
た
銘
仙
は

い
ま
も
ス
テ
キ
！

　
す
っ
か
り
立
派
に
な
っ
た
と
評
判
の
「
伊
勢
崎
駅
」
を

降
り
、
南
口
の
駅
前
広
場
に
出
て
み
る
と
、
す
ぐ
右
側
に

見
え
て
く
る
の
が
〝
武
家
門
通
り
〞
の
標
識
で
す
。
一
見
、

ご
く
普
通
の
住
宅
街
の
中
で
す
が
、
実
は
こ
の
道
が
、
伊

勢
崎
の
歴
史
散
策
の
入
口
と
も
い
え
ま
す
。

　
ま
ず
、
歩
く
間
も
な
く
出
会
う
の
が
、
あ
た
り
を
圧
す

る
よ
う
に
建
つ
、
重
厚
な
「
同ど

う
聚じ

ゅ
院い

ん
の
武
家
門
」
で
す
。

こ
れ
は
１
６
０
１
年
、
伊
勢
崎
藩
の
初
代
藩
主
と
な
っ
た

武
将
・
稲
垣
長
茂
の
屋
敷
門
だ
っ
た
と
か
。
一
般
の
山
門

と
は
異
な
り
、
瓦
葺
き
の
切
妻
造
り
と
い
う
注
目
す
べ
き

存
在
で
す
。
同
聚
院
そ
の
も
の
の
創
建
は
、
12
世
紀
と
古

く
、
広
々
と
し
た
境
内
は
奥
が
深
い
。
由
緒
あ
る
史
跡
が

点
在
し
ま
す
か
ら
、
忘
れ
ず
に
観
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
伊
勢
崎
の
成
り
立
ち
を
物
語
る
風
景
と
隣
接

し
て
、
近
く
に
は
近
代
を
象
徴
す
る
「
旧
時じ

報ほ
う

鐘し
ょ
う

楼ろ
う

」
も

あ
り
ま
し
た
。
か
つ
て
は
鐘
の
音
を
響
か
せ
、
町
中
に
時

刻
を
告
げ
た
高
い
鐘
楼
は
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
の
建

立
。
群
馬
県
で
最
古
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
す
。

も
ち
ろ
ん
現
在
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
ま
も
美
し

い
赤
煉
瓦
の
外
装
や
丸
窓
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
、
当

時
の
人
々
の
西
欧
文
化
へ
の
憧
れ
や
ロ
マ
ン
を
偲
ば
せ
ま

す
。

　
そ
の
向
か
い
に
あ
る
建
物
は
「
伊
勢
崎
織
物
会
館
」。

時
代
が
江
戸
か
ら
明
治
に
入
る
と
、
伊
勢
崎
は
〝
伊
勢
崎

銘め
い

仙せ
ん

〞
の
故
郷
と
し
て
、
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
を

華
や
か
に
彩
り
始
め
ま
す
。銘
仙
と
は
、日
常
の〝
お
し
ゃ

れ
着
〞
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
絹
織
物
（
絣か

す
り）。
伊
勢
崎
で
は
、

古
く
か
ら
養よ

う
蚕さ

ん
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
や
培
わ
れ
た
伝
統
技

を
駆
使
し
て
、
大
輪
の
着
物
文
化
が
花
開
き
ま
し
た
。

〝
武
家
門
通
り
〞を
歩
い
て

伊
勢
崎
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
る
。

当
時
の
誌
面
の
た
め
、掲
載
情
報
は
現
在
と
異
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

「旧時報鐘楼」は大正時
代のレンガ造り。これも
すきな建物です（タケ）。あの一番上の階に立っ

てること想像すると、

もういかん（ヒデ）。

伊勢崎銘仙もきれいだった！（ノリ）。
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伊
勢
崎
銘
仙
を
鑑
賞
す
る
な
ら
、「
い
せ
さ
き
明
治
館
」

を
訪
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
す
て
き
な
木
造
洋
風
医
院
建
築

は
、
１
０
０
年
も
前
に
建
て
ら
れ
た
黒
羽
根
内
科
医
院
旧

館
（
旧
今
村
医
院
）
を
引
き
家
移
転
し
た
も
の
。
外
観
と

い
い
内
装
と
い
い
一
見
に
値
し
ま
す
が
、
館
内
は
、
四
季

折
々
の
伊
勢
崎
銘
仙
を
展
示
す
る
プ
チ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
特
に
２
月
は
「
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル

ド
・
銘
仙
展
」
や
「
至
宝
の
銘
仙
展
Ⅱ
」
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
伝
統
美
や
驚
く
ほ
ど
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
感
覚
に
は
、

次
代
へ
の
新
し
い
可
能
性
も
見
え
て
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
道
は
「
伊
勢
崎
神
社
」
へ
と
続
き
ま
す
。
鎌

倉
時
代
に
創
建
さ
れ
、
代
々
の
領
主
か
ら
守
護
神
と
し
て

崇
敬
さ
れ
た
と
い
う
社や

し
ろは

、
や
は
り
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。

本
殿
を
彩
る
精
緻
を
極
め
た
彫
刻
に
、
し
ば
し
時
を
忘
れ

て
憩
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
す
る
と
あ

る
「
相
川
考
古
館
」
が
ま
た
必
見
で
す
。
江
戸
時
代
に
町

役
人
を
務
め
た
家
の
歴
史
的
建
造
物
で
す
。
茶
室
は
県
指

定
の
重
要
文
化
財
で
す
。
同
時
に
相
川
之し

賀が

翁
が
収
集
し

た
考
古
資
料
は
学
術
的
に
も
評
価
さ
れ
、
中
で
も
４
点
の

埴
輪
像
は
国
指
定
の
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
化
さ
れ
て
い
る
人
気
マ
ン
ガ

『
日
常
』
を
ご
存
じ
で
す
か
？
　
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
の

が
伊
勢
崎
駅
北
口
と
「
華け

蔵ぞ
う
寺じ

公
園
遊
園
地
」
に
囲
ま
れ

た
一
帯
。
近
頃
は
、
主
人
公
た
ち
の
世
界
を
見
よ
う
と
訪

れ
る
若
い
フ
ァ
ン
も
増
え
ま
し
た
。
こ
の
華
蔵
寺
の
杜も

り
を

基
点
に
開
け
た
遊
園
地
は
、
お
す
す
め
の
お
楽
し
み
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。
入
園
は
無
料
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
多
彩
。

大
型
観
覧
車
か
ら
望
む
、〝
裾
野
は
長
し
赤
城
山
〞の
姿
も
、

伊
勢
崎
な
ら
で
は
の
景
観
で
す
。

〝
和
モ
ダ
ン
〞を
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た
銘
仙
は

い
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も
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テ
キ
！
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と
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の
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」
を
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、
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口
の
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前
広
場
に
出
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み
る
と
、
す
ぐ
右
側
に

見
え
て
く
る
の
が
〝
武
家
門
通
り
〞
の
標
識
で
す
。
一
見
、

ご
く
普
通
の
住
宅
街
の
中
で
す
が
、
実
は
こ
の
道
が
、
伊

勢
崎
の
歴
史
散
策
の
入
口
と
も
い
え
ま
す
。

　
ま
ず
、
歩
く
間
も
な
く
出
会
う
の
が
、
あ
た
り
を
圧
す

る
よ
う
に
建
つ
、
重
厚
な
「
同ど

う
聚じ

ゅ
院い

ん
の
武
家
門
」
で
す
。
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れ
は
１
６
０
１
年
、
伊
勢
崎
藩
の
初
代
藩
主
と
な
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た
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将
・
稲
垣
長
茂
の
屋
敷
門
だ
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た
と
か
。
一
般
の
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門

と
は
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な
り
、
瓦
葺
き
の
切
妻
造
り
と
い
う
注
目
す
べ
き

存
在
で
す
。
同
聚
院
そ
の
も
の
の
創
建
は
、
12
世
紀
と
古

く
、
広
々
と
し
た
境
内
は
奥
が
深
い
。
由
緒
あ
る
史
跡
が

点
在
し
ま
す
か
ら
、
忘
れ
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に
観
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
伊
勢
崎
の
成
り
立
ち
を
物
語
る
風
景
と
隣
接

し
て
、
近
く
に
は
近
代
を
象
徴
す
る
「
旧
時じ

報ほ
う

鐘し
ょ
う

楼ろ
う

」
も

あ
り
ま
し
た
。
か
つ
て
は
鐘
の
音
を
響
か
せ
、
町
中
に
時

刻
を
告
げ
た
高
い
鐘
楼
は
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
の
建

立
。
群
馬
県
で
最
古
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
す
。

も
ち
ろ
ん
現
在
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
ま
も
美
し

い
赤
煉
瓦
の
外
装
や
丸
窓
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
、
当

時
の
人
々
の
西
欧
文
化
へ
の
憧
れ
や
ロ
マ
ン
を
偲
ば
せ
ま

す
。

　
そ
の
向
か
い
に
あ
る
建
物
は
「
伊
勢
崎
織
物
会
館
」。

時
代
が
江
戸
か
ら
明
治
に
入
る
と
、
伊
勢
崎
は
〝
伊
勢
崎

銘め
い

仙せ
ん

〞
の
故
郷
と
し
て
、
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
を

華
や
か
に
彩
り
始
め
ま
す
。銘
仙
と
は
、日
常
の〝
お
し
ゃ

れ
着
〞
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
絹
織
物
（
絣か

す
り）。
伊
勢
崎
で
は
、

古
く
か
ら
養よ

う
蚕さ

ん
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
や
培
わ
れ
た
伝
統
技

を
駆
使
し
て
、
大
輪
の
着
物
文
化
が
花
開
き
ま
し
た
。

2014 年２月号「伊勢崎駅・新伊勢崎駅」

華蔵寺公園遊園地は、古き
良き昭和の香りが漂って
いた（タケ）。

あと、おっきりこみも初体験の味。さらに
テレビとかで話題になってた「いせさきも
んじゃ」は、イチゴシロップが入っている、
ふしぎなもんじゃでした（タケ）。
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伊勢崎・新伊勢崎データファイル
〈いせさき明治館〉・・●交通＝伊勢崎駅徒歩７分　●開館時間＝10：00
～ 17：00　●休館日＝月・火曜（祝日の場合は開館）　●入館料＝無料　
●「アバンギャルド・銘仙展」・・２月16日（日）まで開催中　●「至宝の銘
仙展Ⅱ」・・２月22日（土）～３月30日（日）　＊３月１日の「いせさき銘仙の日」
では、北小学校体育館にてファッションショーを開催　
☎0270-40-6885
〈相川考古館〉・・●交通＝新伊勢崎駅徒歩10分、伊勢崎駅徒歩12分　
●開館時間＝９：30～ 16：30（入館は16：00まで）　●休館日＝月曜、
年末年始（12/28～ 1/4）　●入館料＝大人500円／小中学生200円　
☎0270-25-0082
〈華蔵寺公園遊園地〉・・●交通＝伊勢崎駅北口からいせさきしコミュニティ
バス「あおぞら」（無料）の「赤堀シャトルバス」で「華蔵寺公園東」下車　
●開園時間＝９：30～ 16：30（３月～ 11月は９：00～ 17：00）　●休
園日＝火曜（祝日の場合は開園）、年末年始（12/29 ～ 1/1）　＊４・８月
は無休　●入園料＝無料　＊のりものは別途（例／ジェットコースター350
円、大観覧車280円、サイクルモノレール140円、豆汽車70円ほか）　☎
0270-25-4478
〈千曲庵〉・・●交通＝新伊勢崎駅徒歩6分　●営業時間＝11：00～ 14：
30、17：00～ 20：00　●休業日＝月曜（祝日の場合は営業、翌日休業）
　＊おっきりこみ970円　☎0270-24-5690

※記載事項は変更になる場合がございます。

当
時
の
誌
面
の
た
め
、掲
載
情
報
は
現
在
と
異
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

2014 年 2 月掲載当時のデータで
す。最新情報は各所のお問い合わ
せ先にてご確認ください。

相川考古館の埴輪武
装男子立像、映画『大
魔神』を思い出すね

（ノリ）。

琴を弾く少年の埴輪もあって、

考古館のキャラクター「ことは

にくん」としてクッキーや饅頭

になってるよ（ヒデ）。
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2008 年 10 月号「川越駅・川越市駅」
健一です。思い出深いのは、あずまと一
緒に行った、平成 20（2008）年 10月号
の川越駅・川越市駅です。電線がなく、
空が広い川越の街歩きは格別でした。空が広い（タケ）。

電線を地中化してるから、地上には電柱も電線もない（ヒデ）。

外 国 か ら の 観 光 客 で

いっぱいのいまとは随

分違ってた（ノリ）。
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当
時
の
誌
面
の
た
め
、掲
載
情
報
は
現
在
と
異
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

店 内 の 雰 囲

気 も 良 か っ

た（タケ）。

ランチをどこにするか決めかね
ていたとき、「川越まつり会館」
のボランティアの方に「小川菊」
を勧められたんだ（ヒデ）。

川越といえば「うなぎ」、美味
しかったね（ノリ）。
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2008 年 10 月号「川越駅・川越市駅」

昭和初期の菓子屋横丁は、70 軒
からの菓子屋さんがひしめき合
ってたそうな（ヒデ）。
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春
日
部

大
宮

岩
槻

業平道子
あずまの母親。
小学生向けの

英会話教室を経営する。
趣味は園芸

国
くに

谷
や

幸子
あずまの先輩講師で
相談相手でもある。
家庭菜園が趣味

春
日
部

大
宮

岩
槻

明けましておめでとうございます、あずまです。今月は、埼玉県の「武蔵越生七福神めぐり」に

行ってきました。ここは龍
り ゅ う お ん じ

穏寺（毘
び し ゃ も ん て ん

沙門天）の山門です。平安時代の800年代初頭に修験者た

ちの寺として創建。室町時代に足利将軍の命で曹洞宗の寺院となり、さらに太田道
ど う し ん

真・道
ど う か ん

灌父

子の努力で中興したそうです。父子の墓や道灌の像もありました。一昔前までは、修行僧の心

胆を寒からしめた「天下の鬼道場」だったそうですよ。（MAPのⒶ）

業
なり

平
ひら

あずま
業平家の長女。母が
経営する小学生向けの
英会話教室を手伝う。

趣味は旅行

越生線の終点、越生駅。JR八高線との接続駅になっています。

越生七福神、黒山三滝などへのハイキング、越生梅林、五大尊

つつじ公園などの最寄駅。1934年開設。

越
生

　室
町
時
代
に
京
都
で
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
七
福
神
巡
り
は
、現
在

で
は
全
国
各
地
に
広
ま
り
、お
正
月
の
風
物
詩
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。東
武
鉄
道
沿
線
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
七
福
神
が
あ
り
ま
す
。「
今
年
の

七
福
神
は
ど
こ
を
巡
ろ
う
か
な
」と
悩
ん
で
い
る
方
へ
。今
回
オ
ス
ス

メ
す
る
の
は
、越
生
線
の
終
着
駅・越
生
。冬
晴
れ
の
凛
と
し
た
冷
気
の

中
、奥
武
蔵
の
山
々
を
眺
め
な
が
ら
自
然
豊
か
な
山
里
を
ハ
イ
キ
ン
グ

す
る「
武
蔵
越
生
七
福
神
め
ぐ
り
」で
す
。
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（
お
ご
せ
）

川
越

坂
戸

小
川
町

越
生

当
時
の
誌
面
の
た
め
、掲
載
情
報
は
現
在
と
異
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

いまなら「詳細はこちらの QR コードで」
で案内できるね（ノリ）。

川越は見どころ多かったからな

のか（ヒデ）。

この頃はイラスト２点多かったのか（タケ）。

2008 年 10月掲載当時のデータで
す。最新情報は各所のお問い合わ
せ先にてご確認ください。
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2023 年１月号「越生駅」

Monthly TOBU

春
日
部

大
宮

岩
槻

業平道子
あずまの母親。
小学生向けの

英会話教室を経営する。
趣味は園芸

国
くに

谷
や

幸子
あずまの先輩講師で
相談相手でもある。
家庭菜園が趣味

春
日
部

大
宮

岩
槻

明けましておめでとうございます、あずまです。今月は、埼玉県の「武蔵越生七福神めぐり」に

行ってきました。ここは龍
り ゅ う お ん じ

穏寺（毘
び し ゃ も ん て ん

沙門天）の山門です。平安時代の800年代初頭に修験者た

ちの寺として創建。室町時代に足利将軍の命で曹洞宗の寺院となり、さらに太田道
ど う し ん

真・道
ど う か ん

灌父

子の努力で中興したそうです。父子の墓や道灌の像もありました。一昔前までは、修行僧の心

胆を寒からしめた「天下の鬼道場」だったそうですよ。（MAPのⒶ）

業
なり

平
ひら

あずま
業平家の長女。母が
経営する小学生向けの
英会話教室を手伝う。

趣味は旅行

越生線の終点、越生駅。JR八高線との接続駅になっています。

越生七福神、黒山三滝などへのハイキング、越生梅林、五大尊

つつじ公園などの最寄駅。1934年開設。

越
生

　室
町
時
代
に
京
都
で
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
七
福
神
巡
り
は
、現
在

で
は
全
国
各
地
に
広
ま
り
、お
正
月
の
風
物
詩
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。東
武
鉄
道
沿
線
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
七
福
神
が
あ
り
ま
す
。「
今
年
の

七
福
神
は
ど
こ
を
巡
ろ
う
か
な
」と
悩
ん
で
い
る
方
へ
。今
回
オ
ス
ス

メ
す
る
の
は
、越
生
線
の
終
着
駅・越
生
。冬
晴
れ
の
凛
と
し
た
冷
気
の

中
、奥
武
蔵
の
山
々
を
眺
め
な
が
ら
自
然
豊
か
な
山
里
を
ハ
イ
キ
ン
グ

す
る「
武
蔵
越
生
七
福
神
め
ぐ
り
」で
す
。
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9

（
お
ご
せ
）

川
越

坂
戸

小
川
町

越
生

国谷です。思い出深いというか大変だっ
たのは、令和５（2023）年新年号の越生
駅。武蔵越生七福神を歩けてとても楽し
かったのですが、翌日は筋肉痛でダウン。これはなんと言っても、越生町の小学校で教材

に使っていただいたという思い出の（最近だけ

ど）回でした（ノリ）。



30Monthly TOBU Archives

関
東
を
代
表
す
る

越
生
梅
林
を
眺
め
な
が
ら
歩
く

　
越
生
町
は
全
国
で
唯
一
「
ハ
イ
キ
ン
グ
の
ま
ち
宣

言
」
を
し
ま
し
た
。
黒
山
三
滝
な
ど
の
風
光
明
媚
な

自
然
や
多
く
の
歴
史
文
化
に
恵
ま
れ
て
い
る
た
め
、

一
年
を
通
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ
が
楽
し
め
、
い
ろ
い
ろ

な
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
武
蔵
越
生
七
福

神
め
ぐ
り
も
そ
の
一
つ
。
越
生
駅
か
ら
越お

っ

辺ぺ

川が
わ

に

沿
っ
て
大お

お
高た

か
取と

り
山や

ま
を
回
り
込
み
、
山
道
を
進
ん
で
黒

山
に
至
る
ま
で
約
13
・
１
キ
ロ
の
道
の
り
で
す
。
ま

ず
は
駅
西
口
総
合
案
内
所
で
七
福
神
め
ぐ
り
の
マ
ッ

プ
を
入
手
。
そ
の
マ
ッ
プ
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

越
生
駅
か
ら
バ
ス
で
黒
山
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
ハ

イ
キ
ン
グ
で
七
福
神
め
ぐ
り
を
し
な
が
ら
麓
に
下
っ

て
い
く
と
い
う
手
順
が
便
利
と
の
こ
と
。
黒
山
の
集

落
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
・
黒
山
三
滝
へ
の
入
口
。
こ
の
地
に
建
つ
全ぜ

ん

洞と
う
院い

ん
（
布
袋
尊
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
黒
山
は
飯
能
戦
争
で
新
政
府
軍
と
戦
っ
た
彰

し
ょ
う

義ぎ

隊

の
渋
沢
平
九
郎
（
渋
沢
栄
一
の
義
弟
）
が
自
決
し
た

地
で
、
自
刃
岩
の
傍
ら
の
ナ
ツ
グ
ミ
が
平
九
郎
の
血

の
色
を
宿
す
か
の
よ
う
な
赤
い
実
を
つ
け
る
こ
と
か

ら
「
平
九
郎
グ
ミ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
が
上
っ
て
き
た
道
を
少
し
戻
っ
て
、
左
の
山

道
へ
。
上
り
下
り
を
繰
り
返
し
な
が
ら
40
分
ほ
ど
歩

く
と
龍た

つ

ヶが

谷や

集
落
に
出
ま
す
。
龍

り
ゅ
う

穏お
ん

寺じ

（
毘
沙
門

天
）
は
太
田
道
真
・
道
灌
父
子
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ

た
名
刹
。
精
緻
な
彫
刻
を
施
し
た
山
門
が
圧
巻
で
す
。

豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら

年
の
初
め
の
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ

駅前から黒山行きのバスで「黒山バス停」へ。そこから

徒歩２分で全
ぜ ん

洞
と う

院
い ん

（布袋尊）。ここには渋沢栄一の義

弟で、20歳で亡くなった渋沢平九郎の墓が。近くには「澁

澤平九郎自決之地」碑もありました。(MAPのⒸ)

本堂の前に仁王像が立つのは、寿老人を祀る円通寺で

す。お寺の近くにはハイキングの休憩所として、また

特産の梅や柚子の加工品などを販売する「うめその梅

の駅（越生自然休養村センター）がありました。

(MAPのⒺ)

次の龍穏寺から円通寺に向かう途中、「ギャラリィ＆カ

フェ 山猫軒」でランチに。工芸品や写真などの展示

を楽しみながら、古代米野菜カレーと天然酵母ピザを

いただきました。夜はライブ演奏も楽しめるそう。

(MAPのⒹ)

越生駅西口前に建

つ「太田道灌像」。

江戸城の築城で知

られる道灌は、越

生町の出身。「伝山

吹の里」、生誕の地

とされる「山
さ ん

枝
し

庵
あ ん

」

などゆかりの史跡

も多く、太田道灌を

NHK大河ドラマに！

という署名活動も

行われていました。

(MAPのⒷ)
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当
時
の
誌
面
の
た
め
、掲
載
情
報
は
現
在
と
異
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ここにも可愛いネコがいた

（ノリ）。

宮沢賢治の『注文の多い料理店』
のお店と同じ名前、というのが
ちょっと不安だった（ヒデ）。

「ギャラリィ＆カフェ　山猫
軒」も良かった。ライブ演奏
も聴きたかった（ノリ）。
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2023 年１月号「越生駅」

　
龍
ヶ
谷
か
ら
山
道
を
上
り
、
山
林
を
抜
け
た
り
小

川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
い
た
り
、
の
ど
か
な
山
里
の
風

景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
１
時
間
。
バ
ス
が
通

る
県
道
に
出
て
少
し
歩
く
と
円
通
寺
（
寿
老
人
）
で

す
。
こ
こ
ま
で
歩
い
て
く
る
と
風
景
は
山
間
か
ら
山

裾
の
広
い
郷さ

と
へ
。
七
福
神
め
ぐ
り
の
お
よ
そ
半
分
の

行
程
を
歩
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
越
生
の
山
里
を
歩
い
て
い
る
と
道
端
に
古
い
小
さ

な
石
仏
群
や
庚
申
塔
を
見
る
こ
と
が
あ
り
、
か
つ
て

の
人
々
の
素
朴
な
信
仰
心
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　
最
勝
寺
（
福
禄
寿
）
の
近
く
に
は
関
東
三
大
梅
林

の
一
つ
、
越
生
梅
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
越
辺
川

沿
い
の
２
ha
の
園
内
に
は
千
本
の
梅
。
花
が
咲
き
揃

い
甘
い
香
り
が
一
帯
を
包
む
２
月
中
旬
か
ら
は
、
大

勢
の
観
梅
客
で
賑
わ
う
梅
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
越
辺
川
沿
い
の
道
を
下
っ
て
い
く
と
弘こ

う

法ぼ
う

山や
ま
（
弁
財
天
）。
そ
の
名
の
通
り
、
弘
法
大
師
作

と
伝
わ
る
観
音
像
を
祀
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
越
生
駅
に
向
か
っ
て
歩
き
、
正

し
ょ
う

法ぼ
う

寺じ

（
大
黒
天
）
へ
。
こ
こ
は
鎌
倉
建
長
寺
の
末
寺
で
、

足
利
尊
氏
の
中
興
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
続
い
て
駅

近
く
の
法
恩
寺
（
恵
比
寿
）
へ
。
こ
こ
か
ら
県
道
を

渡
る
と
す
ぐ
に
越
生
駅
前
に
出
ま
す
。
ゴ
ー
ル
！

　
な
お
、
１
月
４
日
㈬
に
越
生
町
主
催
で
「
武
蔵
越

生
七
福
神
め
ぐ
り
」
を
開
催
。
先
着
１
５
０
０
名
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
干
支
缶
バ
ッ
チ
が
進
呈
さ
れ
ま
す
。

関
東
を
代
表
す
る

越
生
梅
林
を
眺
め
な
が
ら
歩
く

ここは源頼朝が戦勝祈願の寺として創建した最勝寺（福

禄寿）。紅梅、白梅が咲き乱れる梅の寺でもあるそうで

す。境内には越生に生まれた室町・戦国時代の医師で、

後に医聖と呼ばれた田
た し ろ さ ん き

代三喜の碑も。(MAPのⒻ)

最後は法恩寺（恵比寿）。駅もすぐそばです。開山は

なんと、大仏造立に奔走したことで有名な行基。一度

荒廃した後、堂
どう　とう　が　らん

塔伽藍を建立させたのが源頼朝とい

う古刹。距離にして13.1kmの七福神めぐりの終了！

(MAPのⒾ)

正
しょうぼうじ

法寺（大黒天）です。本堂脇にある閻
え ん ま ど う

魔堂の中に、

閻魔様、その前に大黒天が祀られていて、母も国谷さ

んもびっくり。毎年２月16日には、悪縁を焚き上げ、良

縁を結ぶ閻魔縁日が行われるそうです。(MAPのH)

弘
こ う ぼ う や ま

法山にやって来ました。170段くらいの石段を上がっ

た山頂に諏訪神社、山麓に見
けんしょうじ

正寺、そしてこちらが中

腹に建つ観世音（弁財天）です。安産子育ての観音様と

して、参拝者が絶えないそうですよ。(MAPのⒼ)

11 Monthly TOBU

駅で電動アシスト自転車を借
りられたから良かったけれど、
歩いてたら大変だった（タケ）。

なんとも広範囲な七福神巡りで

した（ヒデ）。
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新・駅前そぞろ歩記のバックナンバーは
「マンスリーとーぶ」ホームページで
ご覧いただけます。

※�このコーナーで紹介した内容は変更になる場合もございます。

越生データファイル
〈武蔵越生七福神めぐり〉・・●コース＝越生駅西口→（バス25分）
→黒山バス停→（0.1km/ ２分）全洞院(布袋尊)→（2.7km/40
分 ）龍 穏 寺(毘 沙 門 天)→（3.8km/60分 ）円 通 寺(寿 老 人)→

（1.0km/15分）最勝寺(福禄寿)→（2.5km/35分）弘法山(弁財
天)→（2.3km/30分）正法寺(大黒天)→（0.6km/10分）法恩寺
(恵比寿)→（0.1km/2分）越生駅　●距離・時間＝約13.1km/約
３時間14分

〈越生駅西口総合案内所（道灌おもてなしプラザ）〉・・●交通＝越生
駅西口直結　●営業時間＝８：30 ～ 17：00　●休館日＝12/29
～ 1/3　＊待合室はオープン。事務室とレンタサイクルはお休み。
●レンタサイクル＝電動アシスト自転車５台（要予約）。
＊４時間以内1000円／４時間超1500円　＊返却は16：00ま
で　☎︎ 049-292-1451 

〈ギャラリィ＆カフェ 山猫軒〉・・●交通＝越生駅西口から黒山行き
バスで「麦原入口」下車、徒歩2.2km  ●営業日＝土日祝日　●営
業時間＝11：00 ～ 19：00（ライブ開催時は～ 22：00）
☎︎ 049-292-3981 ＊１月のイベントに関してはP17参照。

バス時刻表（平日・土日とも同じ）
越生駅→黒山 黒山→越生駅

９：22 ８：54
10：18 ９：48
11：52 11：17
13：00 12：27
15：12 13：35
16：21 15：47

16：48※
※土日祝日のみ
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Ⓐ

H
Ⓘ
Ⓑ

Ⓒ

Ⓓ

Ⓔ

Ⓕ

Ⓖ

坂
戸
・

　池
袋
↑

↑
八
王
子

最
勝
寺

（
福
禄
寿
）

う
め
そ
の

　
　梅

の
駅

古
民
家
茶
屋

　
　
　憩

い
の
里

小
寺
の

　お
地
蔵
様

円
通
寺

（
寿
老
人
）

愛
宕
山

梅
園
小

あ
じ
さ
い
街
道

越生線

←小川町

JR八高線
越生駅

太田道灌像

道灌おもてなしプラザ
観光案内所
（オーティック）

法恩寺
（恵比寿）正法寺

（大黒天）

弘法山
（弁財天）

越生中

越生梅林

補
ほ

陀
だ

岩
い わ

・宝
ほ う

篋
きょう

印
い ん

塔
と う

全洞院（布袋尊）
（渋沢平九郎の墓）

「澁澤平九郎自決之地」碑

熊野神社
黒山

上大満

ギャラリィ＆
カフェ
山猫軒

龍穏寺
（毘沙門天）
（太田道真・
　道灌父子の墓）

越
おっ　ぺ

辺川

◯

◯

当
時
の
誌
面
の
た
め
、掲
載
情
報
は
現
在
と
異
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

2023 年 1 月掲載当時のデータです。最新情報
は各所のお問い合わせ先にてご確認ください。

マップの文字、イラストレーターの手書
きから、手書きに見える活字に途中から
変わりました。気づいていた方はいらっ
しゃいますか？（ノリ）
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1回限りの書き下ろしで復活！

『マンスリーとーぶ』『マンスリーとーぶ』
アーカイブス・アラカルトアーカイブス・アラカルト
“Monthly TOBU” à la carte Menu 1996 〜 2024

　1996 年から 2024 年までの約 30 年間、『マンスリーとーぶ』は東武グループが迎えた

新たな時代の出来事、東京スカイツリータウン ®の開業、SL「大樹」やスペーシア X の運行

開始など、最新の情報をお届けしてまいりました。他にも味わい深い連載小説やエッセイの

数々、施設名を冠した新たな駅もできてより便利になった「東武ワールドスクウェア」に因ん

だコーナーや、沿線の新名所となった「すみだ北斎美術館」とのコラボ企画などなど、様々な

ページが誌面を飾ってきました。

　ここで、豊富で多彩なアーカイブスデータの中から、編集メンバーが推すコーナーを、

1 回限りの書き下ろしで復活させました。懐かしくて、しかも新しい味わいを加えた「選りす

ぐりの逸品料理」 “à la carte Menu”の数々をぜひご堪能ください！
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イザベラ・バード、
浅草から日光へ

明治 11（1878）年、開国を待ちかねたように、英国人女性旅行家イザベラ・バードは北米か
ら 18 日間の船旅で太平洋をわたり、日本へやって来ます。彼女は東京から東北・北海道への
長い旅の途中に日光を訪れ、「日光金谷ホテル」の創業者金谷善一郎が提供した「カナヤカテッ
ジイン」（現・金谷ホテル歴史館）に宿泊しています。浅草から日光へ、147 年前の彼女の旅を辿っ
てみることにしましょう。

旅
立
ち
の
前
日
に
浅
草
観
光
を
満
喫

　
イ
ギ
リ
ス
の
旅
行
家
で
あ
り
紀
行
作
家
の

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド Isabella Lusy Bird

が
初
め
て
日
本
に
や
っ
て
来
た
の
は
明
治
11

（
１
８
７
８
）年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。当
時
47
歳

の
彼
女
は
日
本
人
通
訳
の
若
者
イ
ト
ウ
と
二

人
で
未
踏
の
地
で
あ
る
東
北
・
北
海
道
を
旅
す

る
。そ
の
間
、彼
女
が
故
国
の
妹
宛
に
旅
の
印
象

を
書
き
送
っ
た
書
簡
集
が
、１
８
８
０
年
に
イ

ギ
リ
ス
で
刊
行
さ
れ
た“U

nbeaten T
racks 

In Japan”

『
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
日
本
紀
行
』

（
時
岡
敬
子
訳 

講
談
社
学
術
文
庫
）で
あ
る
。

　
東
京
を
後
に
す
る
前
日
、イ
ザ
ベ
ラ
は「
一
年

中
市
が
立
っ
て
、お
祭
り
を
や
っ
て
い
る
」浅
草

寺
を
訪
ね
、一
束
五
〇
本
入
り
の
線
香
花
火
を

買
い
、寺
院
の
左
に
あ
る
庭
園（
花
屋
敷
？
）で

美
し
い
花
々
を
観
る
な
ど
、浅
草
観
光
を
楽
し

ん
で
い
る
。翌
朝
、麹
町
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
を

人
力
車
で
出
発
し
た
彼
女
は
、そ
の
日
の
夕
刻

に
最
初
の
宿
泊
地
粕
壁（
埼
玉
県
春
日
部
市
）の

「
旅
人
で
混
ん
で
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
悪
臭
が
す

る
」宿
に
到
着
す
る
。そ
こ
で
彼
女
を
待
っ
て
い

た
の
は
部
屋
を
じ
ろ
じ
ろ
と
覗
く
黒
い
眼
と
、

畳
の
隙
間
に
ひ
そ
ん
だ
無
数
の
蚤
の
大
群
だ
っ

た
。

　
さ
ら
に
栃
木
の
宿
で
も
、三
味
線
と
音
程
の

外
れ
た
歌
の
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
に
悩
ま
さ
れ
た

彼
女
は
、杉
並
木
の
例
幣
使
街
道
を
通
っ
て
日

光
に
た
ど
り
着
き
、ヘ
ボ
ン
博
士
に
紹
介
さ
れ

た
宿
の
主
人
、金
谷
善
一
郎
に
会
う
。
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金谷ホテル歴史館
住所：栃木県日光市本町1-25
開館時間：9:30 〜 17:00（最終入館16:30
／ 3 〜 11月）10:00 〜 16:00（最終入館
15:30 ／ 12 〜 2月）
入館料：大人550円 子供（小学生）220円
休館日：0000年0月0日（要確認・後送）
☎️0288-50-1873
URL：https://nikko-kanaya-history.jp/house/

明治29（1896）年7月10日、5度目の来
日時に横浜ファルサーリ商会にて撮影さ
れた65歳のイザベラ・バード（写真提供：
日光金谷ホテル）。

【アーカイブスDATA】
東武鉄道沿線の「街」と、その地にゆかりの深い「人」との繋がりをご紹介した「人と街と」は、

奥日光の自然を愛したトーマス・グラバーに始まり、地元すみだに生まれ、すみだを描いた葛飾北斎まで、全 36回にわたり連載されました。
綿密な取材調査による読み応えある紀行文は好評を博し、東武沿線を巡る小さな旅へと多くの読者を誘ったことでしょう。

掲載期間：2004年 1月号〜 2011年 2月号

38Monthly TOBU Archives

　「
亀
戸
の
天
神
様
」
と
し
て
、
江
戸
庶
民
に
親
し

ま
れ
て
き
た
亀
戸
天
満
宮
は
正
保
３
（
１
６
４
６
）

年
、
九
州
の
太
宰
府
天
満
宮
の
神
職
で
あ
り
、
菅

原
道
真
の
末
裔
で
あ
る
菅
原
大
鳥
居
信
祐
が
、「
飛と
び

梅う
め

」
の
木
で
道
真
公
の
木
像
を
作
彫
し
、
寛
文
２

(

１
６
６
２)

年
に
こ
の
地
に
祀
っ
た
の
が
そ
の
創

建
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
延
喜
元
（
９
０
１
）

年
、
藤
原
氏
と
の

政
争
に
敗
れ
、
遠
く

九
州
の
太
宰
府
へ
左

遷
さ
れ
た
道
真
公
は

「
東こ

風ち

吹
か
ば
に
ほ

ひ
を
こ
せ
よ
梅
の
花あ
る

主じ

な
し
と
て
春
を
忘

る
な
」
と
い
う
歌
を

詠
み
、
都
に
残
し
た
梅
の
木
と
の
別
れ
を
惜
し

ん
だ
。
す
る
と
、
道
真
公
が
愛
玩
し
た
梅
の
庭

木
は
主
を
慕
っ
て
、
遠
く
太
宰
府
ま
で
一
夜
に

し
て
飛
び
、
そ
の
地
に
根
付
き
、
花
を
咲
か
せ

た
と
い
う
。

　
こ
の
「
飛
梅
」
伝
説
は
人
形
浄
瑠
璃
や
歌
舞

伎
に
も
脚
色
さ
れ
『
菅す
が

原わ
ら

伝で
ん

授じ
ゅ

手て

習
な
ら
い

鑑か
が
み』

と

し
て
人
気
の
演
目
と
な
っ
た
。

　
境
内
に
は
道
真
公
ゆ
か
り
の
３
０
０
本
を
越

す
紅
白
の
梅
が
植
え
ら
れ
、
毎
年
一
早
い
春
の

訪
れ
を
告
げ
る
。
本
殿
前
に
は
５
歳
で
詠
ま
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
「
美
し
や
紅
の
色
な
る
梅
の

花
あ
こ
が
顔
に
も
つ
け
た
く
ぞ
あ
る
」
と
い
う

歌
碑
が
道
真
公
の
像
と
共
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
亀
戸
天
神
の
も
う
一
つ
の
名
物
が
、
歌
川
広

重
の
代
表
作
で
あ
る
本
作
《
名
所
江
戸
百
景
》

に
も
描
か
れ
た
藤
の
花
で
あ
る
。
境
内
に
50
株

以
上
あ
る
藤
の
花
が
一
斉
に
咲
き
競
う
４
月
下

旬
か
ら
５
月
上
旬
に
は
、
心
字
池
の
水
面
が
藤

色
一
色
に
染
ま
り
、
淡
い
香
り
が
立
ち
こ
め
る
。

太
鼓
橋
の
上
か
ら
は
見
下
ろ
す
満
開
の
藤
棚
は

絶
景
で
あ
る
。

　
境
内
に
は
芭
蕉
の
句
碑
や
、
学
問
の
神
様
道

真
公
に
因
ん
だ
筆
塚
な
ど
、
多
く
の
石
碑
が
建

て
ら
れ
て
お
り
、
毎
年
、
１
〜
２
月
の
受
験

シ
ー
ズ
ン
に
は
、
学
問
の
神
様
で
あ
る
道
真
公

の
ご
利
益
を
求
め
、
合
格
祈
願
に
訪
れ
る
受
験

生
で
賑
わ
い
を
見
せ
る
。

亀戸天満宮（東京都江東区亀戸3-6-1）境内にて、
満開の藤棚と太鼓橋越しに東京スカイツリーを望む

《亀戸天満宮境内 名所江戸百景》
歌川広重画　安政4（1857）年作　大判錦絵揃物

東 京 ス カ イ ツ リ ー ® 百 景

空想美術観
— こ ん な 場 所 発 見！ —

景51

早
春
の
梅
、
晩
春
の
藤
、

学
問
の
神
様
を
祀
っ
た
花
の
名
所

【アーカイブスDATA】
浮世絵に描かれた江戸の名所の現在地を訪ね、東京スカイツリー®を望み、

散策するページとして、6年間にわたり全 50回連載されました。
掲載期間：2010年 5月号〜 2016年 12月号

連載当時の冒頭には「浮世絵などに描かれた「江戸名所」風景の多く
は、今「東京スカイツリー®」のビューポイントとも重なります。」と
記されている。つまり、広重や北斎の浮世絵に描かれた江戸名所を訪
ね、現在地から「東京スカイツリー®」を望む「街歩き」ガイドのペー
ジである。このコンセプトに従って、今回は東武亀戸線「亀戸駅」か
ら程近い亀戸天満宮をご紹介した。
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　「東武ワールドスクウェア」は東武鉄道
創立95周年の記念事業の一環として、栃
木県日光市鬼怒川温泉に、5年の歳月と総
工費140億円をかけて建設され、1993年
4月24に開園しました。
　総面積7.65㎢の園内には「世界の遺
産と建築文化を守ろう」をコンセプトに、
21ヶ国の世界遺産や歴史的建造物100点
以上が全て1/25のスケールで統一展示さ
れていて、「一日で巡る世界旅行」ができ
るテーマパークとして好評を博しています。
　園内の全ての建築物はその設計者の許可
を得ています。その多くはFRPという強化
プラスチックで精巧に造形・彩色されてい
ますが、中でも古代ギリシャのパルテノン
神殿などは、よりリアルな素材感を演出す
るために、本物の大理石の粉末を混入する
といった工夫が施されています。
　造形も最新のものを取り入れています。
2012年に修復工事を終えて創建当初の駅
舎に復元された東京駅も、最新の姿で再
現されています。2019年に惜しくも焼失
し、現在復興作業中の首里城や、今はなき
ニューヨークのワールドトレードセンター

ビルも健在ですし、1882年に着工し、今
なお建造中のスペイン バルセロナのサグ
ラダ・ファミリアには工事用のクレーンま
で設置されています。
　園内には平均身長約7㎝の住人が約14万
人住んでいます。ローマの広場にはスクー
ターに乗るオードリー・ヘップバーンが、
イギリスの街中にはシャーロック・ホーム
ズが、万里の長城には三蔵法師の一行が、
そして日本の夏祭りの縁日には寅さんがバ
ナナの叩き売りを演じています。そんな個
性豊かな「小さな住人たち」を探してみる
のも、「東武ワールドスクウェア」ならで
はの楽しみと言えましょう。
　もう一つ、忘れてならないのは、建物の
大きさに合わせて植栽された約2万本の見
事な盆栽です。園内の樹木の約99％は本
物が使われているのは造園に携わる職人た
ちのこだわりの賜物です。春の梅や桜の
花々、初夏の新緑、秋のもみじやかえでの
紅葉が、四季の移ろいを演出してくれてい
ます。特に「日本ゾーン」の法隆寺で小さ
な実をつける「豆柿」や熊本城の樹齢80
年を超える「銀杏」の盆栽は注目です！

1/25にしても世界で最も高い！
どこからでも見える
東京スカイツリー®

東武ワールドスクウェア
栃木県日光市鬼怒川温泉大原209-1
東武ワールドスクウェア駅から徒歩3分
開園時間：9:00 ～ 17:00 年中無休（11/11 ～ 2/28は9:30
～ 16:00入園は閉園の1時間前まで）
入園料：大人（中学生以上）2800円小人（4歳以上）1400円
☎ 0288-77-1055
URL: https://www.tobuws.co.jp

東東武武
ワワーールル

ドドススククウウェェアア

小さな世界紀行小さな世界紀行

東武
ワール

ドスクウェア

小さな世界紀行
＝世界文化遺産
　　　　　アジア編＝
＝世界文化遺産
　　　　　アジア編＝

ピサの斜塔、エッフェル塔、東京タワー、東京スカイツリーによる
新旧塔の共演が一望できるのも東武ワールドスクウェアならでは

【アーカイブスDATA】
ミニチュアテーマパーク「東武ワールドスクウェア」に 1/25 スケールで再現
された世界遺産や歴史的建造物をご紹介する「小さな世界紀行」は 2010年
4月号から 2015年 2月号まで隔月で連載され、好評を博しました。
掲載期間：2010年 4月号～ 2015年 2月号

この企画が連載されていた2010〜 15年当時は、まだ東武ワールド
スクウェア駅はなく、案内にも「交通：「鬼怒川温泉駅」前からバス5
分、快速電車の場合「小佐越駅」から徒歩8分」と記されている。そ
の後、2017年 7月 22日に「東武ワールドスクウェア駅」が開業し、
アクセスは格段に良くなった。1/25 の縮尺でも園内で一番高い「東
京スカイツリー®」は約26mもある！
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午
後
の
１
時
を
少
し
ま
わ
っ
た
頃
、
レ
ス
ト
ラ
ン

藤
木
の
扉
が
開
い
て
壮
年
ら
し
い
夫
婦
連
れ
が
入
っ

て
き
た
。
ラ
ン
チ
営
業
が
一
段
落
し
て
、
さ
っ
き
ま

で
の
混
み
よ
う
が
嘘
み
た
い
な
店
内
に
ほ
か
の
客
は

い
な
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
「
ど
う
ぞ
、
お
好
き
な
席

へ
」
と
奈
津
美
が
声
を
か
け
、

「
今
日
の
ラ
ン
チ
は
特
製
ラ
ー
メ
ン
に
小
ピ
ラ
フ
が

付
き
ま
す
」

　
テ
キ
パ
キ
と
説
明
す
る
声
が
厨
房
ま
で
聞
こ
え
た

の
だ
ろ
う
、

「
ご
め
ん
、
ラ
ン
チ
は
も
う
山
に
な
り
ま
し
た
」

　
奈
津
美
の
夫
で
シ
ェ
フ
の
信
一
が
声
掛
け
し
て
き

た
。

　
藤
木
の
ラ
ン
チ
は
評
判
が
い
い
。
と
く
に
金
曜
日

は
特
製
ラ
ー
メ
ン
の
日
と
決
ま
っ
て
い
て
、
行
列
が

出
来
る
こ
と
も
あ
る
。
い
ま
の
ラ
ー
メ
ン
ブ
ー
ム
が

始
ま
る
以
前
か
ら
、
信
一
に
は
ラ
ー
メ
ン
に
こ
だ
わ

り
が
あ
っ
て
、
水
の
よ
う
な
透
明
度
が
あ
り
、
そ
れ

で
い
て
コ
ク
深
い
洋
食
店
な
ら
で
は
の
ス
ー
プ
が
で

き
な
い
も
の
か
と
試
行
錯
誤
を
く
り
返
し
、
い
ま
の

形
に
辿
り
着
い
た
。
具
は
一
切
入
っ
て
い
な
い
。
い

わ
ば
素
ラ
ー
メ
ン
で
あ
る
。
お
好
み
で
胡
椒
を
振
っ

て
麺
と
ス
ー
プ
の
バ
ラ
ン
ス
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
。

具
が
な
い
分
仕
込
み
に
は
時
間
が
か
か
る
。
一
緒
に

提
供
す
る
ピ
ラ
フ
も
本
格
的
に
米
か
ら
炊
き
あ
げ

る
。
エ
ビ
ピ
ラ
フ
の
と
き
も
あ
れ
ば
肉
ピ
ラ
フ
の
と

き
も
あ
っ
て
、
そ
の
辺
は
食
材
の
仕
入
れ
具
合
に

よ
っ
て
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
る
の
だ
が
、
ど
ち

ら
も
30
食
が
限
界
で
、
こ
れ
で
今
ど
き
７
８
０
円
だ

か
ら
、
い
く
ら
人
気
が
あ
っ
て
も
ラ
ン
チ
で
儲
け
は

出
な
い
。

「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
本
日
の
ラ
ン
チ
は
売
り
切

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

　
奈
津
美
が
そ
の
夫
婦
に
頭
を
下
げ
た
と
こ
ろ
、

「
い
や
、
私
た
ち
は
ラ
ン
チ
で
は
な
く
て
…
…
」

　
そ
の
男
性
の
顔
を
フ
ロ
ア
の
奥
か
ら
遠
目
に
し
て

い
た
美
和
子
が
、

「
ね
え
ね
え
、
ア
っ
ち
ゃ
ん
、
あ
の
人
か
な
り
老
け

た
け
ど
〝
オ
ム
ラ
イ
ス
さ
ん
〞
じ
ゃ
な
い
」

　
自
分
た
ち
が
老
け
た
こ
と
を
棚
に
上
げ
、
敦
子
に

そ
う
声
を
か
け
た
。
信
一
の
母
で
あ
る
美
和
子
の
声

は
も
と
も
と
大
き
い
と
こ
ろ
へ
も
っ
て
き
て
、
ホ
ー

ル
に
は
そ
の
夫
婦
以
外
に
客
が
い
な
か
っ
た
も
の
だ

か
ら
、
思
わ
ず
奈
津
美
が
振
り
返
る
ほ
ど
の
響
き
よ

う
だ
っ
た
。

「
シ
っ
、
ち
ょ
っ
と
美
和
ち
ゃ
ん
た
ら
、
聞
こ
え
る

わ
よ
」

　
敦
子
が
制
し
た
と
き
は
手
遅
れ
で
、当
然
の
こ
と
、

美
和
子
の
声
は
そ
の
夫
婦
に
も
届
い
た
。
奥
さ
ん
の

ほ
う
は
ク
ス
ク
ス
笑
い
始
め
て
、
ご
主
人
の
ほ
う
は

い
か
に
も
照
れ
く
さ
そ
う
に
、

「
あ
の
う
、
私
、
そ
ん
な
に
老
け
ま
し
た
か
ね
え
」

　
そ
れ
で
店
中
が
吹
き
出
し
た
。
そ
の
笑
い
声
に
つ

ら
れ
て
信
一
が
厨
房
か
ら
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。

「
ど
う
か
し
た
の
か
い
。
悪
い
け
ど
も
う
ラ
ン
チ
の

追
加
は
無
理
な
ん
だ
よ
な
あ
」

「
信
一
、
こ
ち
ら
の
ご
夫
婦
は
あ
ん
た
の
ラ
ー
メ
ン

を
食
べ
に
い
ら
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
よ
。
ご
注
文
は

オ
ム
ラ
イ
ス
で
よ
ろ
し
か
っ
た
で
す
か
」

　
美
和
子
の
言
葉
に
ご
主
人
が
大
き
く
頷
い
た
。

◇　
レ
ス
ト
ラ
ン
藤
木
に
は
、
か
つ
て
フ
ロ
ア
を
仕

切
っ
て
い
た
美
和
子
と
敦
子
だ
け
の
隠
語
が
あ
っ

て
、
い
つ
も
オ
ム
ラ
イ
ス
し
か
頼
ま
な
い
常
連
さ
ん

を
〝
オ
ム
ラ
イ
ス
さ
ん
〞、
必
ず
ナ
ポ
リ
タ
ン
を
注

文
す
る
お
客
さ
ん
を
〝
ナ
ポ
リ
タ
ン
さ
ん
〞
と
呼
ん

で
い
た
。
か
つ
て
は
そ
う
い
う
常
連
客
が
結
構
い
た

の
だ
が
、
シ
ェ
フ
が
信
一
に
代
替
わ
り
し
た
い
ま
、

そ
う
い
う
お
客
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も

こ
の
ご
夫
婦
の
よ
う
に
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
来

る
〝
オ
ム
ラ
イ
ス
さ
ん
〞
が
い
て
、
こ
う
い
う
と
き

こ
そ
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
こ
は
美
和
子

と
敦
子
の
出
番
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
老
け
た
っ
て
い
う
の
は
冗
談
で
す
か
ら
気
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
ね
。
そ
れ
で
、
う
ち
の
オ
ム
ラ
イ
ス

を
注
文
さ
れ
る
の
は
、
ど
の
く
ら
い
ぶ
り
に
な
る
ん

で
し
ょ
う
か
」

　
敦
子
が
確
か
め
る
よ
う
に
訊
ね
る
。

「
か
れ
こ
れ
20
年
ぶ
り
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
老
け

た
っ
て
言
わ
れ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
年
齢
に
な
っ

ち
ゃ
っ
て
」

　
す
る
と
、
自
分
は
初
め
て
い
た
だ
く
の
だ
と
奥
さ

ん
が
言
っ
た
。

「
日
本
で
い
ち
ば
ん
美
味
し
い
オ
ム
ラ
イ
ス
を
食
べ

さ
せ
て
や
る
か
ら
っ
て
。
楽
し
み
に
し
て
来
た
ん
で

す
。
あ
な
た
、
お
店
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
わ
ね
え
」

「
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
け
ど
ね
え
。
こ
う
し
て
忘

れ
ず
に
来
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
、

な
ん
と
か
営
業
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
よ
」

「
い
や
、
よ
か
っ
た
で
す
。
本
当
に
よ
か
っ
た
。
も

し
潰
れ
て
い
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
っ
て
不
安
で
。
い

や
、
こ
れ
は
失
礼
な
こ
と
を
」

◇

　
黒
田
さ
ん
と
い
う
そ
の
客
は
印
刷
会
社
に
勤
め
て

い
て
、
こ
の
近
く
に
取
り
引
き
の
あ
る
製
本
屋
が

あ
っ
て
、
営
業
で
度
々
顔
を
出
し
て
い
た
。
そ
こ
の

社
長
が
気
さ
く
な
人
で
、

「
ク
ロ
ち
ゃ
ん
、
昼
飯
ま
だ
だ
ろ
。
食
べ
に
行
こ
う

よ
。
こ
の
近
く
に
旨
い
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
を
出
す
店

が
あ
っ
て
さ
」

【アーカイブスDATA】
「とーぶ」に 11年半にわたり連載された、一話完結の小説。「東武博物館だより」に４年ほど連載された『洋食「的場」』とまとめて、

2015年１月に『レストラン「藤木」へようこそ』として平原社から単行本として出版されました。
掲載期間：2003年４月号～ 2014年９月号

　
　
あ
れ
か
ら
20
年

髙
橋

　克
典

レ
ス
ト
ラ
ン「
藤
木
」
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駅に
いらっしゃい

駅
が
な
い
」
と
溜
め
息
を
つ
い
た
私
。「
仕
方
な
い
な
。
関
東
の
駅
百
選
が
選
定

さ
れ
た
と
き
、
あ
の
駅
は
ま
だ
な
か
っ
た
か
ら
な
…
…
」

　「
あ
の
駅
」
と
は
、
下
今
市
駅
。
正
確
に
言
う
と
、
下
今
市
駅
は
昔
か
ら
存
在

す
る
が
、
そ
の
駅
舎
は
平
成
29
年
に
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
だ
。
下
今
市
駅

は
、
東
武
日
光
方
面
と
鬼
怒
川
温
泉
方
面
に
走
る
「
Ｓ
Ｌ
大
樹
」
の
拠
点
駅
と
な

り
、
下
今
市
機
関
区
が
開
設
さ
れ
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
駅
舎
も
蒸
気
機
関
車
が

全
盛
だ
っ
た
昭
和
時
代
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
レ
ト
ロ
調
の
木
造
建
物
に
改
築
。
２

層
に
な
っ
た
切
妻
屋
根
の
間
に
玄
関
の
正
面
破
風
と
い
う
立
ち
姿
は
じ
つ
に
端
正

で
、
掲
げ
た
駅
名
板
に
は
墨
痕
鮮
や
か
に
横
組
の
右
書
き
で
、「
駅
」
で
は
な
く

「
驛
」
と
旧
字
体
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
玄
関
の
左
右
に
は
テ
ラ
ス
が
設
置
さ

れ
、
だ
れ
で
も
自
由
に
腰
掛
け
ら
れ
る
。
と
い
う
か
、
腰
掛
け
た
く
な
る
。
こ
れ

は
テ
ラ
ス
で
は
な
く
「
縁
側
」
だ
。

　
駅
舎
内
部
も
待
合
室
な
ど
は
昭
和
モ
ー
ド
一
色
。
さ
す
が
に
改
札
口
に
は
現
代

の
自
動
改
札
機
が
並
ん
で
い
る
が
、
周
囲
の
木
材
に
合
わ
せ
た
黒
に
塗
装
さ
れ
て

お
り
、
昭
和
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
お
見
事
！

　
下
今
市
駅
の
魅
力
は
駅
舎
だ
け
で
は
な
い
。
ホ
ー
ム
上
に
残
さ
れ
た
旧
跨
線
橋

は
登
録
有
形
文
化
財（
文
化
庁
）に
認
定
。
内
部
の
通
路
を
レ
ト
ロ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

改
修
し
て
公
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
駅
構
内
に
は
Ｓ
Ｌ
展
示
館
。
Ｓ
Ｌ
に
つ
い
て

の
知
識
を
展
示
物
や
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
で
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
展
示
館
の

外
に
出
る
と
転
車
台
広
場
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
Ｓ
Ｌ
大
樹
の
転
車
シ
ー
ン
を
間
近

で
見
学
で
き
る
。
さ
ら
に
転
車
台
の
奥
に
建
つ
煉
瓦
造
り
の
機
関
庫
は
側
面
が
ガ

ラ
ス
張
り
で
、
大
樹
を
整
備
し
て
い
る
様
子
を
間
近
で
見
学
で
き
る
。

　
下
今
市
駅
は
、
駅
丸
ご
と
Ｓ
Ｌ
大
樹
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
の
だ
。

　「
あ
な
た
の
自
慢
の
駅
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
を
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
に
、
町
の
顔
、
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
駅
を
広
く
公
募
し
、

平
成
９
年
か
ら
４
年
間
費
や
し
て
選
定
さ
れ
た
も
の
が
、「
関

東
の
駅
百
選
」。
こ
の
中
に
東
武
鉄
道
か
ら
は
浅
草
駅
、館
林
駅
、

東
武
日
光
駅
、
高
坂
駅
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。「
残
念
！
あ
の

Profile:
●きよさわ ひでひこ（コピーライター）
福岡県田川市出身。CM 制作、学習参考書編集などを経て、デザイン事務
所「バーボンストリート」を設立。東京と福岡を拠点に広告、出版、放送
局などで制作活動をしている。九州観光マスター検定 1 級。著作『食の
九州遺産 R　地元メシ』『旨い魚を食べに行く！　九州の港町食堂』（九州
人）は絶賛在庫多数。

文
・
清
沢 

英
彦

レトロな雰囲気が漂う下今市駅（上）／SL展示館へ向かう通路（左上）
／転車台広場。奥の機関庫にはSL大樹が見える（左下）

み ち く さみ ち く さ
写 真 帖写 真 帖
アーカイブスアーカイブス

【アーカイブスDATA】
東武沿線のフォトジェニックなシーンを、イベント、歴史、アートなど

自由なテーマで綴ったエッセイのコーナー。
掲載期間：2014年５月号～ 2024年 11月号

下今市駅での楽しみ方をいろいろ紹介しましたが、じつは私個
人的には、特急リバティの分割・連結作業をホームから見学で
きるのが一番の楽しみ。とくに連結の瞬間のなんとも言えない
「やったぜ！」感。日光線と鬼怒川線が分岐する下今市駅だから
こそ見ることができる風景なのです。
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企画・構成／グループ・プッシュピン

三
種
の
ぼ
た
も
ち
を
作
っ
て

お
花
見
へ

「
ぼ
た
も
ち
」
と
「
お
は
ぎ
」、
何
が
違
う
の
、
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
。

ぼ
た
も
ち
は
春
で
、
お
は
ぎ
は
秋
、
と
い
う
の
が
一
般
的
。
牡
丹
は
春
で
、

萩
は
秋
と
い
う
わ
け
。
い
ず
れ
も
お
彼
岸
用
に
作
ら
れ
る
も
の
で
す
ね
。

小
豆
の
あ
ん
の
ほ
か
、
こ
こ
で
は
す
り
黒
ゴ
マ
、
き
な
こ
と
三
種
の
ぼ
た
も
ち
を

ご
紹
介
。
お
彼
岸
以
外
に
、
お
花
見
に
持
っ
て
行
く
の
も
お
す
す
め
。

見
た
目
も
カ
ラ
フ
ル
で
す
よ
。

【アーカイブスDATA】
料理や生活全般を対象にした「暮らしの SPICE」は、

普段の暮らしに少しでも潤いをお届けできたら、という想いから連載に至りました。
当初は写真で紹介するものでしたが、旬な情報をお届けすべく、途中からイラストに変更されました。

掲載期間：2015年４月号～ 2024年 12月号

一
回
限
り
の
復
活

用意するもの

あんこ8個、きなこ、すり
黒ごま2個ずつ計12個（大
きさにより数は異なります。
好みの大きさで）

もち米		 	 　２合

水	 	 	 　２合

塩	 	 　ひとつまみ

あんこ	 	 　500g

きなこ		 　　大さじ２

砂糖	　　 大さじ１	1/2

塩	 	 	 　少々

すり黒ごま	 　　大さじ２

砂糖	　　 大さじ１	1/2

塩	 	 	 　少々

ボウルやバット

水切りザル

軽量スプーン

ラップ

すりこぎかしゃもじ

もち米の炊き方

　もち米をボウルに
戻し、手の平でや
さしくもむように洗
い、2〜３回水を替
えながらすすぐ。

　もち米にたっぷりの水を入
れ、手早くサッと混ぜてザ
ルにあけて、水をきる。

　炊飯器で水と塩を入れて
炊く。など

（市販のもの
こしあん、つぶしあん、
粒あんなどお好みのもの）
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生
涯
に
93
回
引
っ
越
し
を
繰
り
返
し
た
葛
飾
北
斎
は「
画
号
」も

30
回
改
め
て
い
る
。最
初
の
画
号
は
師
匠
勝
川
春
章
の「
春
」と
そ

の
別
号
旭
朗
井
の「
朗
」を
貰
い
受
け「
春
朗
」と
名
乗
り
、以
後「
宗

理
」「
北
斎
」「
戴
斗
」「
為
一
」「
卍
」を
主
た
る
号
と
し
た
。

　
も
っ
と
も
広
く
知
ら
れ
る「
北
斎
」は「
北
斎
辰
政
」の
略
号
で
、

北
斗
七
星
を
神
格
化
し
た
日
蓮
宗
系
の「
北ほ
く

辰し
ん

妙み
ょ
う

見け
ん

菩ぼ

薩さ
つ

」信
仰
に

因
ん
で
い
る
。

　
飯
嶋
虚
心
著『
葛
飾
北
斎
伝
』に
は「
北
斎
翁
仏
法
を
信
じ
、信
仰

せ
し
押
上
の
妙
見
は
、日
蓮
宗
の
寺
に
て
、（
中
略
）式
亭
三
馬
の
日

記
に
、妙
見
の
名
木
、影よ
う

向ご
う

の
松
の
図
を
北
斎
に
画
か
せ
た
。」と
記

さ
れ
て
い
る
。北
斎
が
足
繁
く
詣
で
た「
押
上
の
妙
見
」と
は
、「
柳

嶋
の
妙
見
堂
」と
し
て
、江
戸
庶
民
の
信
仰
を
集
め
た
柳
嶋
妙
見
山

法ほ
っ

性し
ょ
う

寺じ

で
あ
る
。北
斎
が
描
い
た「
影
向
の
松
」（
枯
死
）は
当
時
松

の
名
木
と
し
て
知
ら
れ
、門
前
の
北
十
間
川
沿
い
に
は
参
詣
客
目

当
て
の
料
亭
や
茶
店
が
軒
を
連
ね
、繁
盛
し
て
い
た
。

　
北
斎
の「
妙
見
信
仰
」を
裏
付
け
る
作
品
で
は
、「
勝
川
春
朗
」時

代
の
習
作《
風
流
東
都
方
角 

桺
嶌
法
性
寺
妙
見
堂
の
図
》版
下
絵

や「
画
狂
老
人
北
斎
」時
代
に
描
い
た
摺
物《
妙
見
宮
》な
ど
が
あ
る

が
、中
で
も
最
も
注
目
す
べ
き
は
最
晩
年
の
84
歳
の
時
に
描
い
た

《
文ぶ
ん

昌
し
ょ
う

星せ
い

図ず

》で
あ
る
。

　
本
作
は
画
家
河か
わ

鍋な
べ

暁き
ょ
う

斎さ
い

の
旧
蔵
品
と
し
て
、１
９
９
３
年
に
催

さ
れ
た「
大
北
斎
展
」で
初
公
開
さ
れ
、高
い
評
価
を
受
け
た
作
品

で
あ
る
。「
文
昌
星
」と
は
北
斗
七
星
の
第
一
の
星
で
、そ
の
名
の
通

り「
文
学
」を
司
る
神
と
さ
れ
、学
士
の
崇
拝
を
集
め
た
。

　
古
来
よ
り
擬
人
化
さ
れ
る
場
合
の
通
例
通
り
、本
作
も
右
手
に

筆
を
持
ち
、左
手
に
北
斗
七
星
の
別
名「
斗と

魁か
い

」の
由
来
と
な
っ
た

「
斗
」（
枡
）を
持
っ
て
、描
か
れ
て
い
る
。画
面
中
央
に
は
、満
月
を

背
に
天
空
を
浮
遊
す
る
擬
人
化
さ
れ
た
赤
い
筋
骨
た
く
ま
し
い
体

躯
に
、理
知
的
な
顔
貌
の「
文
昌
星
」を
描
き
、そ
の
頭
上
に
残
る
六

星
を
配
し
た
本
作
は
、北
斎
の「
妙
見
信
仰
」が
生
ん
だ
晩
年
の
肉

筆
画
の
傑
作
と
言
え
よ
う
。

柳嶋妙見山法性寺（東京都墨田区業平5-7-7）
明応元（1492）年に法性房日遄（ほっしょうぼうにっせん）を開山に創建された、墨田区では最も古い寺院の一つ。東京
スカイツリーのすぐ近く、浅草通りが橋上を走る柳島橋のたもと、ちょうど北十間川と横十間川の交差点に位置する。
境内には近松門左衛門の供養碑もある。

《風流東都方角 桺嶌法性寺妙見堂の図》
天明5 〜 7（1785 〜 7）年頃作　画号：勝川春朗

寛政13 〜文化2（1801 〜 5）年頃作　画号：画狂老人北斎

浅草通り、柳島橋上より東京スカイツリーRを望む。左が
柳嶋妙見山法性寺

葛飾北斎
《文昌星図》天保14（1843）年作

絹本着色一幅（79.6×28.2cm）画号：八十四老卍

「北斎」の画号の由来となった
妙見信仰の聖地、柳嶋妙見堂

【アーカイブスDATA】
葛飾北斎が描いた江戸の名所を散策する街歩きのガイドとして親しまれたページで、

3年間にわたり全 36回連載されました。
掲載期間：2017年 1月号〜 2019年 12月号

東京スカイツリー ®百景

北斎美術観
絵 図 散 歩

37景

2016年 11月に開館した「すみだ北斎美術館」との「コラボ企画」。葛
飾北斎は生涯、墨東地区（現・墨田区＆台東区）を転々と移り住み、東
武沿線の名所を数多く描いている。私事で恐縮だが、この連載を担当し
たおかげで『北斎さんぽ』（青幻社）という著書を刊行させていただいた。
今回は墨田区業平の柳島妙見山法性寺とゆかりの深い、晩年の肉筆画で
最高傑作の呼び声高い《文昌星図》を取り上げた。

43 Monthly TOBU Archives

駅
が
な
い
」
と
溜
め
息
を
つ
い
た
私
。「
仕
方
な
い
な
。
関
東
の
駅
百
選
が
選
定

さ
れ
た
と
き
、
あ
の
駅
は
ま
だ
な
か
っ
た
か
ら
な
…
…
」

　「
あ
の
駅
」
と
は
、
下
今
市
駅
。
正
確
に
言
う
と
、
下
今
市
駅
は
昔
か
ら
存
在

す
る
が
、
そ
の
駅
舎
は
平
成
29
年
に
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
だ
。
下
今
市
駅

は
、
東
武
日
光
方
面
と
鬼
怒
川
温
泉
方
面
に
走
る
「
Ｓ
Ｌ
大
樹
」
の
拠
点
駅
と
な

り
、
下
今
市
機
関
区
が
開
設
さ
れ
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
駅
舎
も
蒸
気
機
関
車
が

全
盛
だ
っ
た
昭
和
時
代
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
レ
ト
ロ
調
の
木
造
建
物
に
改
築
。
２

層
に
な
っ
た
切
妻
屋
根
の
間
に
玄
関
の
正
面
破
風
と
い
う
立
ち
姿
は
じ
つ
に
端
正

で
、
掲
げ
た
駅
名
板
に
は
墨
痕
鮮
や
か
に
横
組
の
右
書
き
で
、「
駅
」
で
は
な
く

「
驛
」
と
旧
字
体
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
玄
関
の
左
右
に
は
テ
ラ
ス
が
設
置
さ

れ
、
だ
れ
で
も
自
由
に
腰
掛
け
ら
れ
る
。
と
い
う
か
、
腰
掛
け
た
く
な
る
。
こ
れ

は
テ
ラ
ス
で
は
な
く
「
縁
側
」
だ
。

　
駅
舎
内
部
も
待
合
室
な
ど
は
昭
和
モ
ー
ド
一
色
。
さ
す
が
に
改
札
口
に
は
現
代

の
自
動
改
札
機
が
並
ん
で
い
る
が
、
周
囲
の
木
材
に
合
わ
せ
た
黒
に
塗
装
さ
れ
て

お
り
、
昭
和
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
お
見
事
！

　
下
今
市
駅
の
魅
力
は
駅
舎
だ
け
で
は
な
い
。
ホ
ー
ム
上
に
残
さ
れ
た
旧
跨
線
橋

は
登
録
有
形
文
化
財（
文
化
庁
）に
認
定
。
内
部
の
通
路
を
レ
ト
ロ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

改
修
し
て
公
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
駅
構
内
に
は
Ｓ
Ｌ
展
示
館
。
Ｓ
Ｌ
に
つ
い
て

の
知
識
を
展
示
物
や
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
で
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
展
示
館
の

外
に
出
る
と
転
車
台
広
場
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
Ｓ
Ｌ
大
樹
の
転
車
シ
ー
ン
を
間
近

で
見
学
で
き
る
。
さ
ら
に
転
車
台
の
奥
に
建
つ
煉
瓦
造
り
の
機
関
庫
は
側
面
が
ガ

ラ
ス
張
り
で
、
大
樹
を
整
備
し
て
い
る
様
子
を
間
近
で
見
学
で
き
る
。

　
下
今
市
駅
は
、
駅
丸
ご
と
Ｓ
Ｌ
大
樹
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
の
だ
。

「あらたふと青葉わか葉の日の
光」句碑。昭和31（1956）年に
日光東照宮宝物館（栃木県日光
市山内2301）前に建立。

「志はらくは滝にこもるや夏の初」芭
蕉句碑：昭和31（1956）年、日光市
立安良沢小学校の創立を記念して同校
舎前に建立。

大神神社（栃木県栃木市惣社町477）
に建つ「糸遊に結びつきたるけふりか
な」の句碑。「糸遊」とは浮遊する蜘蛛
の糸や陽炎など、儚いものの例え

芭蕉と曾良が泊まったとされる医王山東
陽寺（埼玉県春日部市粕壁東2-12-20）
本堂前には『曾良旅日記』の一節と師弟
の姿が線刻された石碑が建つ

素盞嗚神社（東京都荒川区
南千住6-60-1）に建つ「行
くはるや鳥啼魚の目はなみ
た」の句碑。文政３（1820）
年建立、筆は江戸時代後期
の儒者龜田鵬齊

旅
に
生
き
た
漂
泊
の
詩
人
松
尾
芭
蕉

が
歩
い
た
ゆ
か
り
の
地
を
東
武
線
で

巡
る
、気
軽
な「
週
末
・
奥
の
細
道
」

の
旅
。今
回
は
沿
線
句
碑
め
ぐ
り
！

TOBU沿線

　
元
禄
２（
１
６
８
９
）年
旧
暦
の
３
月
27
日
、松
尾
芭

蕉
は
弟
子
の
河
合
曾
良
と
共
に『
奥
の
細
道
』の
旅
へ
出

る
。深
川
か
ら
千
住
、草
加
、間
々
田
、鹿
沼
を
経
て
日
光

ま
で
の
道
の
り
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

３
月
27
日
　�

深
川「
採さ
い

茶と

庵あ
ん

」→
千
住
→
草
加（
実
際
は

粕
壁
泊
）

28
日
　�

粕
壁（
春
日
部
）→
栗
橋
の
関
→
間
々
田
泊

29
日
　�

間
々
田
→
室む
ろ
の
八や

島し
ま
→
日に
っ
こ
う
れ
い
へ
い
し
か
い
ど
う

光
例
弊
使
街
道
→
鹿

沼
泊

30
日
　�

鹿
沼
→
今
市
→
日
光
上
鉢は
つ

石い
し

町「
仏
ほ
と
け

五ご

左ざ

衛え

門も
ん
」宅
泊

４
月
１
日
　�

日
光
→
裏
見
の
滝
・
含が
ん
ま
ん
が
ふ
ち

満
ヶ
淵
→
黒
羽
へ

　
芭
蕉
ら
が
歩
い
た
こ
の
コ
ー
ス
は
、お
よ
そ
現
在
の
東

武
鉄
道
日
光
線
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。旅
程
を
詳
細
に

記
し
た『
曾
良
旅
日
記
』に
も
、惣そ

う

社じ
ゃ
、壬み

生ぶ

、楡に
れ

木ぎ

、文ふ
ば

挾さ
み

と
い
っ
た
沿
線
に
今
も
残
る
古
い
地
名
が
散
見
し
、芭

蕉
が
詠
ん
だ
句
を
刻
ん
だ
句
碑
も
数
多
く
残
る
。

　
ま
ず
、南
千
住
の
素す

盞さ
の

嗚お
の

神
社
境
内
に
は「
旅
立
」の

章
で
詠
ん
だ「
行い

く

春は
る

や
鳥と
り

啼な
き

魚う
お

の
目
は
泪
」の
句
碑
が
建

つ
。文
中
に「
是こ

れ

を
矢や

立た
て

の
初は
じ
めと
し
て
」と
あ
る
よ
う
に
、

こ
の
句
は
芭
蕉
が
旅
に
出
て
最
初
に
詠
ん
だ
句
で
あ
る
。

　『
奥
の
細
道
』で
は
そ
の
日
は
日
光
街
道
第
二
の
宿
駅

草
加
に
泊
ま
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
、実
際
に
宿
泊
し
た
の
は
粕
壁（
春
日
部
）

で
あ
る
。宿
泊
先
は
諸
説
あ
り
定
か
で
は
な
い
が
、そ
の

一
つ
と
伝
え
ら
れ
る
医い

王お
う
山さ
ん
東と
う
陽よ
う
寺じ

に
は『
曾
良
旅
日
記
』

の
一
節
を
刻
し
た
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も『
奥
の
細
道
』の
旅
の
目
的
は
芭
蕉
が
敬
愛

す
る
西
行
ら
が
詠
ん
だ
歌
に
登
場
す
る「
歌
枕
」の
地
を

訪
ね
る
こ
と
だ
っ
た
。そ
の
最
初
の
地「
室
の
八
島
」の

大お
お

神み
わ

神
社
に
も「
糸い
と

遊ゆ
う

に
結む
す
びつ
き
た
る
煙
哉
」の
句
碑
が

残
る
が
、な
ぜ
か
こ
の
句
は『
奥
の
細
道
』に
は
収
録
さ

れ
て
い
な
い
。

　
日
光
で
芭
蕉
の
読
ん
だ
句
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る

の
は「
あ
ら
た
ふ
と
青
葉
若
葉
の
日
の
光
」と「
暫し

ば
時ら
く
は
瀧

に
籠こ

も

る
や
夏げ

の
初は
じ
め」の

二
句
で
あ
る
。前
者
は
日
光
東
照

宮
宝
物
館
の
敷
地
内
に
ひ
っ
そ
り
と
建
ち
、後
者
は
日
光

市
立
安あ

良ら

沢さ
わ

小
学
校
の
校
舎
前
に
建
っ
て
い
る
。ど
ち
ら

も
題
字
は
日
光
ゆ
か
り
の
画
家
小
杉
放
庵
の
筆
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

そ
の
十
二

　番
外
編

　千
住
〜
日
光 

芭
蕉
句
碑
め
ぐ
り

の

道
細

を

く

奥

歩
文
・
片
山 

喜
康

【アーカイブスDATA】
俳聖 松尾芭蕉が『奥の細道』で歩いたコースを東武鉄道で巡るこの週末ウォーキングガイドは、
2020 年 3 月号から 2022 年 11 月号まで、３ヶ月に 1 回のペースで、全 11 回掲載されました。
掲載期間：2020 年 3 月号〜 2022 年 11 月号

このページは企画から携わっていただけに、特に想い出深い。深
川から隅田川を船で遡り、千住から草加→春日部→鹿沼→今市→
日光まで、芭蕉の辿ったルートを、東武鉄道で辿る日帰り「奥の
細道」紀行。実際歩いてみると、沿線には芭蕉の句碑が数多く建
てられていることに驚かされた。今回はその折に撮影した素人写
真を添えて、番外編の「句碑めぐり」である。
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花
嫁
は
ど
こ
へ
？

あ
り
え
な
い
！
花
嫁
の
取
り
違
え
？

　
舞
台
は
２
０
０
１
年
、北
イ
ン
ド
の
と

あ
る
村
。し
き
た
り
通
り
自
宅
で
結
婚
式

を
挙
げ
た
プ
ー
ル（
ニ
タ
ー
ン
シ
ー
・
ゴ
ー

エ
ル
）は
、花
婿
の
デ
ィ
ー
パ
ク（
ス
パ
ル

シ
ュ
・
シ
ュ
リ
ー
ワ
ー
ス
タ
ウ
）に
連
れ
ら

れ
て
彼
の
実
家
へ
と
向
か
う
。

　
そ
の
日
は
イ
ン
ド
の
大
安
吉
日
に
あ
た

り
、電
車
は
満
員
で
新
婚
カ
ッ
プ
ル
も
多

く
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
。少
し
離
れ
て
は

い
る
が
、ど
う
に
か
座
る
こ
と
が
で
き
た

二
人
は
、い
く
つ
も
の
駅
を
通
過
す
る
間

に
居
眠
り
し
て
し
ま
う
。花
嫁
た
ち
は
皆
、

ベ
ー
ル
を
被
っ
て
顔
を
隠
し
て
い
る
。

　
電
車
は
目
的
地
の
ム
ル
テ
ィ
駅
に
到

着
。目
覚
め
た
デ
ィ
ー
パ
ク
は
、慌
て
て
赤

い
ベ
ー
ル
の
女
性
の
花
嫁
に
声
を
か
け
て

降
り
、夜
遅
く
に
待
ち
か
ね
た
家
族
の
も

と
に
到
着
。大
歓
迎
を
受
け
る
な
か
、花
嫁

の
赤
い
ベ
ー
ル
を
外
す
と
、そ
こ
に
は
見

知
ら
ぬ
女
性
の
顔
が
・
・
。

　
一
方
、何
駅
も
離
れ
た
パ
テ
ィ
ラ
駅
で

は
、は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
づ
い

た
プ
ー
ル
が
、呆
然
と
立
ち
尽
く
し
て
い

る
。夫
の
デ
ィ
ー
パ
ク
に
何
事
も
任
せ
、彼

の
家
の
住
所
も
電
話
番
号
も
降
り
る
べ
き

駅
も
分
か
ら
ず
、さ
ら
に
貴
重
品
は
全
て

彼
に
預
け
て
い
た
の
だ
。

　
間
違
え
ら
れ
た
花
嫁
・
ジ
ャ
ヤ（
プ
ラ

テ
ィ
バ
ー
・
ラ
ン
タ
ー
）の
方
は
、夜
遅
く

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、デ
ィ
ー
パ
ク
の
家

に
泊
め
て
も
ら
い
、本
当
の
花
婿
が
見
つ

か
る
ま
で
い
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、な

に
や
ら
謎
が
多
そ
う
。

　
駅
の
ト
イ
レ
で
一
夜
を
明
か
し
た
プ
ー

ル
は
、駅
に
す
み
つ
く
少
年
に「
迷
子

か
？
」と
問
わ
れ
、駅
の
事
務
室
に
連
れ
て

い
か
れ
る
が
、夫
の
情
報
を
知
ら
な
い
の

で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。そ
こ
で
少
年
は

駅
の
屋
台
の
女
主
人
の
も
と
へ
彼
女
を
連

れ
て
行
く
。

　
二
人
の
花
嫁
の
夫
た
ち
は
、い
ず
れ
も

警
察
に
届
け
を
出
す
が
、ジ
ャ
ヤ
の
本
当

の
花
婿
は
前
の
奥
さ
ん
が
謎
の
焼
死
を
し

て
い
た
り
怪
し
い
感
じ
。一
方
、ジ
ャ
ヤ
の

自
由
な
態
度
や
発
言
は
、デ
ィ
ー
パ
ク
の

家
に
い
る
女
性
た
ち
を
驚
か
せ
、影
響
を

与
え
て
い
く
。

　
世
間
知
ら
ず
の
プ
ー
ル
の
ほ
う
は
、屋

台
の
女
主
人
の
も
と
で
働
か
せ
て
も
ら

い
、得
意
の
お
菓
子
が
駅
の
乗
降
客
た
ち

の
間
で
評
判
と
な
り
、初
め
て
自
分
で
稼

ぐ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て

い
る
。

　
名
前
を
偽
っ
て
い
た
ジ
ャ
ヤ
は
、つ
い

に
警
察
に
逮
捕
さ
れ
る
事
態
に
。彼
女
が

隠
し
て
い
る
秘
密
と
は
何
な
の
か
。そ
し

て
プ
ー
ル
は
愛
す
る
夫
、デ
ィ
ー
パ
ク
に

再
会
で
き
る
の
か
？

描
か
れ
る
イ
ン
ド
の
文
化
や
社
会
に
も
注
目

　R
otten Tom

atoes 

で
批
評
家

１
０
０
％
、観
客
95
％
と
い
う
驚
異
の
高

評
価
を
叩
き
出
し
た
物
語
は
、感
動
の
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
へ
と
突
き
進
む
が
、ス
ト
ー

リ
ー
の
面
白
さ
以
外
に
、描
か
れ
る
イ
ン

ド
文
化
に
も
興
味
津
々
！
　
花
嫁
は
二

人
と
も
、両
親
が
結
婚
相
手
を
決
め
て
い

る
。カ
ー
ス
ト
制
度
が
残
る
イ
ン
ド
で
は
、

カ
ー
ス
ト
や
宗
教
が
違
う
場
合
、ほ
ぼ
結

婚
は
不
可
能
。カ
ー
ス
ト
で
女
性
の
方
が

高
い
場
合
は
特
に
絶
望
的
だ
そ
う
だ
。

　
顔
を
す
っ
ぽ
り
隠
し
て
足
下
を
見
て
歩

く
花
嫁
た
ち
、花
嫁
の
家
が
花
婿
に
持
参

財（
現
金
や
家
畜
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
）

を
渡
す
、花
嫁
が
手
の
平
に
描
く
ヘ
ナ
タ

ト
ゥ
ー
と
い
う
幸
運
を
呼
ぶ
お
ま
じ
な
い

の
紋
様
、イ
ン
ド
風
の
天
ぷ
ら
・
パ
コ
ラ
、

ミ
ル
ク
菓
子
カ
ラ
カ
ン
ド
と
い
っ
た
駅
の

屋
台
め
し
…
…
等
々
、エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

見
ど
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

文
／
正
木
ノ
リ
オ

イ
ラ
ス
ト
／
鈴
木
健
文

さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
に
息
づ
く
鉄
道
。「
シ
ネ
マ
・
ト
レ
イ
ン
」
で
は
鉄
道
が
印
象
的
に
登
場
す
る
映
画
を
紹
介
し
ま
す
。

●
２
０
２
４
年
イ
ン
ド
映
画
／
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
／
１
２
４
分
／
原
題 Laapataa Ladies

／
日
本
公
開
２
０
２
４
年
10
月
４
日

C
I
N
E
M
A

T
R
A
I
N

【アーカイブス DATA】
「シネマトレイン」は、1990年 12月号が通巻 500号となるのを記念して、

電車や駅が印象的な映画を集めた特別号「シネマトレイン」を発行したあと、2020年１月号まで不定期で連載されたコーナー。
映画以外にも「ミュージックトレイン」「シネマライブラリー」「シネマミュージック」などのコーナーもあった。

掲載期間：1990年 12月号〜 2020年 1月号（不定期）
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●“Festival Express”

制
作
：
２
０
０
３
年
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
合
作 

90
分 

日
本
公
開
：
２
０
１
９
年

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス

  

１
９
７
０
年
の
夏
、
カ
ナ
ダ
で
『
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
と
い
う

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
が
開
催
さ
れ
た
。

　
60
年
代
末
か
ら
70
年
代
初
頭
は
、
67
年

の
「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ポ
ッ
プ
・
フ
ェ
ス
テ

フ
ィ
バ
ル
」
を
皮
切
り
に
、
68
年
の
「
ワ

イ
ト
島
音
楽
祭
」、
そ
し
て
今
や
伝
説
と

な
っ
た
69
年
の
「
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
」
と

い
っ
た
、
野
外
の
大
規
模
な
ロ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
が
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
た
時
代

だ
っ
た
。

　『
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
エ
ク
ス
プ
レ

ス
』
も
そ
ん
な
ロ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
の
一
つ

で
、
出
演
者
は
主
要
メ
ン
バ
ー
が
カ
ナ
ダ

出
身
の
ザ
・
バ
ン
ド
、
西
海
岸
で
熱
狂
的

な
フ
ァ
ン
を
持
っ
て
い
た
グ
レ
イ
ト
フ

ル
・
デ
ッ
ド
、
ロ
ッ
ク
の
歌
姫
ジ
ャ
ニ

ス
・
ジ
ョ
プ
リ
ン
、
ブ
ル
ー
ス
の
巨
人

バ
デ
ィ
・
ガ
イ
、
さ
ら
に
デ
ラ
ニ
ー
＆

ボ
ニ
ー
、
シ
ャ
ナ
ナ
な
ど
当
時
人
気
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
多
数
参
加
し
て
い
た
。

　
こ
の
『
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
エ
ク
ス
プ

レ
ス
』
が
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
ま
ず
開
催

日
が
１
９
７
０
年
６
月
29
日
か
ら
５
日
間

に
わ
た
っ
て
い
て
、
開
催
地
も
１
ヶ
所
で

は
な
く
、
東
部
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
を
ス

タ
ー
ト
し
、
ト
ロ
ン
ト
、
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
か

ら
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
麓
の
カ
ル
ガ
リ
ー
を
経

て
西
海
岸
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
ま
で
カ
ナ
ダ

各
地
で
行
わ
れ
た
こ
と
。
さ
ら
に
そ
の
移

動
手
段
が “

Festival Express”

と
名
付

け
ら
れ
た
貸
切
列
車
で
カ
ナ
ダ
を
横
断
す

る
と
い
う
、
前
代
未
聞
の
ツ
ア
ー
だ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
　『
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
エ
ク
ス

プ
レ
ス
』
に
参
加
し
て
い
た
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
は
ア
ル
バ
ム
『
ブ
ル
ー
・
リ
バ
ー
』

の
中
で
、
同
じ
ツ
ア
ー
の
主
要
メ
ン
バ
ー

だ
っ
た
ジ
ャ
ニ
ス
・
ジ
ョ
プ
リ
ン
に
捧
げ

た“
Pearl’s G

oodtim
e Blues”

と
い

う
曲
を
歌
っ
て
い
る
。

　 

パ
ー
ル
、
彼
女
は
シ
ョ
ー
を
独
り
占
め

に
す
る

　�

彼
女
は
み
ん
な
を
ク
レ
イ
ジ
ー
に
す
る

一
晩
中
ノ
リ
ま
く
っ
て

　�

み
ん
な
を
サ
イ
コ
ー
の
気
分
に
さ
せ
て

く
れ
る

　「
パ
ー
ル
」
と
は
ジ
ャ
ニ
ス
・
ジ
ョ
プ

リ
ン
の
愛
称
で
、
彼
女
の
ラ
ス
ト
ア
ル
バ

ム
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
。
　

　
ツ
ア
ー
の
模
様
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

と
し
て
記
録
さ
れ
た
が
、
制
作
上
の
ト

ラ
ブ
ル
に
よ
っ
て
、
公
開
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
そ
の
存
在
は
半
ば
伝
説
と
な
っ

て
い
た
。
25
年
後
の
１
９
９
５
年
、
カ

ナ
ダ
国
立
図
書
館
で
フ
ィ
ル
ム
が
奇
跡
的

に
発
見
さ
れ
た
が
、
著
作
権
の
問
題
な
ど

が
あ
り
、
劇
場
公
開
は
さ
ら
に
10
年
後
の

２
０
０
５
年
で
あ
っ
た
。

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ
た
映
像
の
第
一
印
象

は
同
じ
ロ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
を
記
録
し
た

『
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
』
に
は
音
楽
よ
り

も
時
代
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
記
録
し
よ
う

と
い
う
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
が
、『
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
で
は

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
純
粋
に
音
楽
を
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
車
中
で
の
ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
シ
ー

ン
で
、
ザ
・
バ
ン
ド
の
リ
ッ
ク
・
ダ
ン
コ

と
ジ
ェ
リ
ー
・
ガ
ル
シ
ア
に
挟
ま
れ
て
歌

う
ジ
ャ
ニ
ス
は
実
に
楽
し
そ
う
だ
。
カ
ナ

ダ
の
自
然
の
中
を
走
る
列
車
の
シ
ー
ン
も

素
晴
ら
し
く
、
こ
の
和
気
藹
々
の
雰
囲
気

は
、
５
日
間
を
ず
っ
と
同
じ
列
車
内
で
過

ご
す
と
い
う
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
か
ら
３
ヶ
月
後
の

１
９
７
０
年
10
月
４
日
、
ジ
ャ
ニ
ス
・

ジ
ョ
プ
リ
ン
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
「
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
・
モ
ー
タ
ー
・
ホ
テ
ル
」
の
一
室

で
、
ヘ
ロ
イ
ン
の
過
剰
摂
取
に
よ
り
27
年

の
短
い
生
涯
を
終
え
た
。

文
：
片
山
喜
康

ロ
ッ
ク
の
時
代
を
走
り
抜
け
に
カ
ナ
ダ
横
断
特
急

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ト
レ
イ
ン

⃝表紙／Takefumi Suzuki ※イラストはイメージです。

お問合せ先
別冊マンスリーとーぶ アーカイブス 1996 〜 2024
2025 年 3 月 15 日発行　特別号
発行　東武鉄道（株）広報部　〒 131-8522　東京都墨田区押上 2-18-12　　
東武鉄道お客さまセンター ☎ 03-5962-0102　Ⓒ東武鉄道 2025 Printed in Japan
企画・制作（株）レフ

【編集後記】

別冊『マンスリーとーぶ』アーカイブス1996〜 2024、お楽しみいただけたでしょうか？　

思えば様々なことがあった30年、テクノロジーの急速な発展による時代の移り変わりが著しい時代でした。30年といえば長いようで

もあり、短いようでもあり、でもやっぱり1996年に生まれた子どもたちが30歳という、社会の中心を担う世代になろうというので

すから、決して短いとはいえない年月です。ふり返れば、沿線の様々なまちを訪れ、そのまちの皆さんからいただいた情報なども読者の

皆様にご紹介してきました。また、色々な企画やコーナーの執筆のために多くの方のご協力をいただいてきたことにあらためて気付きま

した。「マンスリーとーぶ」はこれからも読者の皆様の毎日をもっと豊かにするちょっといいことをお伝えしていきたいと思います。

※ QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

「シネマトレイン」と隔月連載されていたページ。バックナンバー
を見ると、『A列車で行こう』など JAZZの名曲が比較的多く取
り上げられている。今回がROCKの黄金時代、1970年に列車
で移動開催された、知る人ぞ知るユニークなロックフェス「フェ
スティバル・エクスプレス」を取り上げた。ご興味のある方は
DVD化されたドキュメントムービーをご覧あれ！

ある日の会議で、印象に残る鉄道を描いた「シネマトレイン」がある
なら、同じく鉄道が印象的な本や音楽を紹介する「シネマライブラ
リー」や「シネマミュージック」があってもいいのでは、ということ
に。映画や本の場合は、鉄道が脱線したり事故が描かれるのはダメだっ
たり、他社の鉄道だったら関東以外ならいいか、など会議で色々あり
ましたが、ミュージックには制限はまったく付きませんでした。
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謙信平からの眺望

表参道の途中にある弁財天

表参道を上りきると見えてくる太
平山神社の随神門

分岐点になっている
ぐみの木峠

表参道

【アーカイブスDATA】
東武沿線を歩き、歴史からおいしいカフェまで自由なテーマで書かれたエッセイ。
連載は 100回を超える（最終回は 130回）人気コーナーでした。
掲載期間：2006年７月号～ 2024年 12月号

た
か
だ 

き
ょ
う
こ
／
旅
行
ラ
イ
タ
ー

１
９
６
０
年
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
著
書
に
『
ニ
ッ
ポ
ン
最
古
巡

礼
』（
新
潮
新
書
）、『
四
国
八
十
八
カ
所
め
ぐ
り
』（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ

ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）な
ど
。
テ
レ
ビ
朝
日
「
ス
ー
パ
ー
Ｊ
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
特
集
コ
ー
ナ
ー
に
て
「
秘
境
ハ
ン
タ
ー
」
と
し
て
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
を
務
め
た
。
沿
線
在
住
歴
36
年
目
に
突
入
！

アーカイブスE s s a y 遊歩雑記

　
栃
木
県
栃
木
市
に
あ
る
太
平
山
は
標
高
約

３
４
１
ｍ
。
小
学
校
の
遠
足
で
登
る
定
番
の
山

だ
と
聞
い
た
の
は
、
も
う
30
年
以
上
前
の
話

だ
ろ
う
か
。
山
頂
近
く
に
建
つ
太
平
山
神
社

の
表
参
道
、「
あ
じ
さ
い
坂
」
と
呼
ば
れ
る
約

１
０
０
０
段
の
石
段
に
沿
っ
て
咲
く
ア
ジ
サ
イ

が
有
名
で
、
毎
年
初
夏
に
は
「
と
ち
ぎ
あ
じ
さ

い
ま
つ
り
」
が
催
さ
れ
る
。

　
低
山
と
は
い
え
太
平
山
を
上
り
下
り
す
る
だ

け
で
な
く
、
隣
接
す
る
晃
石
山
ま
で
足
を
伸
ば

せ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
周
回
ル
ー
ト
が
組
み
立
て
ら

れ
る
。
地
図
が
苦
手
な
私
の
強
い
味
方
は
ス
マ

ホ
用
登
山
ア
プ
リ
「
Ｙヤ

マ

ッ

プ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
だ
。
地
図

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
け
ば
電
波
が
届
か
な

い
場
所
で
も
現
在
地
が
確
認
で
き
、
登
山
コ
ー

ス
や
コ
ー
ス
タ
イ
ム
な
ど
山
に
関
す
る
情
報
を

幅
広
く
提
供
。
２
０
１
３
年
の
リ
リ
ー
ス
以

来
、
登
山
者
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て

い
る
。

　
今
回
は
あ
じ
さ
い
坂
か
ら
太
平
山
神
社
へ
、

参
拝
後
は
晃
石
山
方
面
へ
向
か
い
、
ぐ
み
の
木

峠
で
南
へ
折
れ
て
大
中
寺
へ
、
そ
の
後
は
謙
信

平
を
目
指
し
て
東
へ
、
最
後
は
六
角
堂
を
通
っ

て
出
発
点
に
戻
る
と
い
う
コ
ー
ス
を
作
成
。
特

に
難
所
は
な
い
が
、
進
む
方
向
が
わ
か
り
に
く

い
ポ
イ
ン
ト
で
、
少
し
で
も
間
違
っ
た
方
向
へ

進
む
と
、
間
髪
入
れ
ず
ア
プ
リ
が
警
告
し
て
く

れ
る
。
方
向
音
痴
の
私
に
は
、
大
げ
さ
で
は
な

く
神
の
よ
う
な
ア
プ
リ
な
の
だ
。

　
戦
国
時
代
の
頃
、
上
杉
謙
信
が
太
平
山
に

登
っ
て
南
の
関
東
平
野
を
見
渡
し
、
あ
ま
り
の

広
さ
に
目
を
見
張
っ
た
と
い
う
故
事
か
ら
名
が

つ
い
た
と
い
う
謙
信
平
は
、
今
も
素
晴
ら
し
い

眺
望
が
開
け
て
い
る
。土
産
店
や
茶
店
が
並
び
、

春
は
花
見
、秋
は
紅
葉
狩
り
で
大
に
ぎ
わ
い
だ
。

昨
今
、
気
軽
な
低
山
歩
き
が
ブ
ー
ム
だ
と
い
う

が
、
ア
ク
セ
ス
・
眺
望
よ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
周

回
ル
ー
ト
が
組
み
立
て
ら
れ
、
初
心
者
で
も
Ｏ

Ｋ
い
う
山
は
そ
ん
な
に
多
く
な
い
。
実
は
肝
心

の
ア
ジ
サ
イ
の
季
節
に
訪
ね
た
こ
と
が
な
い
の

で
、次
回
は
ぜ
ひ
そ
の
頃
に
再
訪
し
て
み
た
い
。

太平山
東武日光線栃木駅から関東バス国学院行きで約15分、終点下車。
太平山あじさい坂入口まで徒歩約4分

文
　
高
田 

京
子

太
平
山
へ

100 回以上のコラムでしたが、広範な地域を結ぶ鉄道なの
で、話題に困ることもなく、まだまだ語りたいこと、訪れ
てみたい町がたくさんあります。 
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イザベラ・バード、
浅草から日光へ

明治 11（1878）年、開国を待ちかねたように、英国人女性旅行家イザベラ・バードは北米か
ら 18 日間の船旅で太平洋をわたり、日本へやって来ます。彼女は東京から東北・北海道への
長い旅の途中に日光を訪れ、「日光金谷ホテル」の創業者金谷善一郎が提供した「カナヤカテッ
ジイン」（現・金谷ホテル歴史館）に宿泊しています。浅草から日光へ、147 年前の彼女の旅を辿っ
てみることにしましょう。

旅
立
ち
の
前
日
に
浅
草
観
光
を
満
喫

　

イ
ギ
リ
ス
の
旅
行
家
で
あ
り
紀
行
作
家
の

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド Isabella Lusy Bird

が
初
め
て
日
本
に
や
っ
て
来
た
の
は
明
治
11

（
１
８
７
８
）年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。当
時
47
歳

の
彼
女
は
日
本
人
通
訳
の
若
者
イ
ト
ウ
と
二

人
で
未
踏
の
地
で
あ
る
東
北
・
北
海
道
を
旅
す

る
。そ
の
間
、彼
女
が
故
国
の
妹
宛
に
旅
の
印
象

を
書
き
送
っ
た
書
簡
集
が
、１
８
８
０
年
に
イ

ギ
リ
ス
で
刊
行
さ
れ
た“U

nbeaten T
racks 

In Japan”

『
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
日
本
紀
行
』

（
時
岡
敬
子
訳 

講
談
社
学
術
文
庫
）で
あ
る
。

　

東
京
を
後
に
す
る
前
日
、イ
ザ
ベ
ラ
は「
一
年

中
市
が
立
っ
て
、お
祭
り
を
や
っ
て
い
る
」浅
草

寺
を
訪
ね
、一
束
五
〇
本
入
り
の
線
香
花
火
を

買
い
、寺
院
の
左
に
あ
る
庭
園（
花
屋
敷
？
）で

美
し
い
花
々
を
観
る
な
ど
、浅
草
観
光
を
楽
し

ん
で
い
る
。

　

翌
朝
、麹
町
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
を
人
力
車

で
出
発
し
た
彼
女
は
、そ
の
日
の
夕
刻
に
最
初

の
宿
泊
地
粕
壁（
埼
玉
県
春
日
部
市
）の「
旅
人

で
混
ん
で
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
悪
臭
が
す
る
」宿

に
到
着
す
る
。そ
こ
で
彼
女
を
待
っ
て
い
た
の

は
部
屋
を
じ
ろ
じ
ろ
と
覗
く
黒
い
眼
と
、畳
の

隙
間
に
ひ
そ
ん
だ
無
数
の
蚤
の
大
群
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
栃
木
の
宿
で
も
、三
味
線
と
音
程
の

外
れ
た
歌
の
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
に
悩
ま
さ
れ
た

彼
女
は
、杉
並
木
の
例
幣
使
街
道
を
通
っ
て
日

光
に
辿
り
着
き
、ヘ
ボ
ン
博
士
に
紹
介
さ
れ
た

宿
の
主
人
、金
谷
善
一
郎
に
会
う
。

35 34

金谷ホテル歴史館
住所：栃木県日光市本町1-25
開館時間：9:30 〜 17:00（最終入館16:30
／ 3 〜 11月）10:00 〜 16:00（最終入館
15:30 ／ 12 〜 2月）
入館料：大人550円 子供（小学生）275円

（12 〜 2月は月2 〜３回不定休あり。要
確認）
☎️0288-50-1873
URL：https://nikko-kanaya-history.jp/

明治29（1896）年7月10日、5度目の来
日時に横浜ファルサーリ商会にて撮影さ
れた65歳のイザベラ・バード（写真提供：
日光金谷ホテル株式会社）。

【アーカイブスDATA】
東武鉄道沿線の「街」と、その地にゆかりの深い「人」との繋がりをご紹介した「人と街と」は、

奥日光の自然を愛したトーマス・グラバーに始まり、地元すみだに生まれ、すみだを描いた葛飾北斎まで、全36回にわたり連載されました。
綿密な取材調査による読み応えある紀行文は好評を博し、東武沿線を巡る小さな旅へと多くの読者を誘ったことでしょう。

掲載期間：2004年1月号〜 2011年2月号
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女
性
の一人
旅
も
安
全
、安
心
な
国
日
本

　

日
光
で
の
楽
し
く
、安
ら
か
な
日
々
を
終
え

た
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
は
、苛
酷
で
新
鮮
な
驚
き

に
満
ち
た
約
３
ヶ
月
間
に
お
よ
ぶ
大
旅
行
へ
と

旅
立
つ
。ま
だ
鉄
道
は
な
い
し
、道
や
泊
ま
る
と

こ
ろ
さ
え
お
ぼ
つ
か
な
い
明
治
初
年
の
東
北
、

蝦
夷（
北
海
道
）は
、ま
さ
に
未
開
の
地
で
あ
っ

た
。多
く
の
不
便
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、彼

女
は
そ
の
旅
で
出
会
っ
た
多
く
の
日
本
の
民
衆

に
対
し
愛
情
を
持
っ
て
接
し
、あ
た
た
か
い
理

解
を
示
し
て
い
る
。そ
れ
は
、牧
師
の
家
庭
に
生

ま
れ
育
っ
た
彼
女
が
キ
リ
ス
ト
教
的
な
博
愛
精

神
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。彼
女
は
日
本
の
旅
の
印
象
を
、極
め

て
客
観
的
に
こ
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

　
「
わ
た
し
は
本
州
奥
地
や
蝦
夷
の
１
２
０
０

マ
イ
ル（
約
１
９
２
０
キ
ロ
）を
危
険
な
目
に
遭

う
こ
と
も
な
く
ま
っ
た
く
安
全
に
旅
し
た
。日

本
ほ
ど
女
性
が
ひ
と
り
で
旅
を
し
て
も
危
険
や

無
礼
な
行
為
と
ま
っ
た
く
無
縁
で
い
ら
れ
る
国

は
な
い
と
思
う
」

　

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
来
日
か
ら
１
５
０
年

近
い
年
月
を
経
た
今
日
、日
本
は
外
国
人
観
光

客
で
溢
れ
、空
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
で

沸
き
立
っ
て
い
る
。そ
れ
は
日
本
を
訪
れ
る
外

国
人
観
光
客
に
と
っ
て
、昔
も
今
も
変
わ
ら
ず

日
本
が
世
界
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
安
全
で
、安

心
し
て
旅
が
で
き
る
国
で
あ
り
、浅
草
や
日
光

と
い
っ
た
魅
力
あ
る
観
光
地
を
有
し
て
い
る
か

ら
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

金
谷
邸
の
お
も
て
な
し
に
大
感
激

　

妹
に
宛
て
た
金
谷
邸
か
ら
の
手
紙
に
彼
女
は

「
ま
さ
に
日
本
の
牧
歌
的
生
活
が
こ
こ
に
あ
り

ま
す
。（
中
略
）あ
の
宿
屋
の
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ

を
経
験
し
た
あ
と
で
は
、勢
い
よ
く
流
れ
る
渓

流
の
水
音
と
鳥
の
さ
え
ず
り
が
快
い
こ
こ
の
静

け
さ
に
は
ま
こ
と
に
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。（
中

略
）畳
は
と
て
も
上
質
で
白
く
、ブ
ー
ツ
を
脱
い

で
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
だ
け
と
な
っ
た
足
で
さ
え
、

歩
く
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
ほ
ど
で
。」と
記
し
て

い
る
。

　

金
谷
邸
の
も
て
な
し
が
よ
ほ
ど
心
地
良
か
っ

た
の
か
、イ
ザ
ベ
ラ
は
２
週
間
近
く
日
光
に
滞

在
し
て
い
る
。イ
ザ
ベ
ラ
は
金
谷
善
一
郎
の
妹

ユ
キ
の
こ
と
を「
私
の
知
っ
て
い
る
日
本
女
性

の
中
で
最
も
や
さ
し
く
て
上
品
で
、家
の
中
を

妖
精
の
よ
う
に
軽
や
か
に
動
き
回
り
、そ
の
声

は
音
楽
の
調
べ
の
よ
う
な
音
色
を
し
て
い
ま

す
」と
記
し
て
い
る
。

　

イ
ザ
ベ
ラ
は
金
谷
兄
妹
の
こ
と
を
親
し
げ
に

記
し
て
い
る
が
、中
で
も
興
味
深
い
の
は「
金

谷
は
外
国
人
用
の
ホ
テ
ル
を
建
て
る
つ
も
り

な
の
で
す
。」と
い
う
記
述
で
あ
る
。金
谷
善
一

郎
が
現
在
の
地
に
日
本
初
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル「
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
」を
開
業
し
た
の
は
イ

ザ
ベ
ラ
に
そ
の
夢
を
語
っ
た
15
年
後
の
明
治

26（
１
８
９
３
）年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。そ
し
て

イ
ザ
ベ
ラ
が
泊
ま
っ
た「
カ
ナ
ヤ 

カ
テ
ッ
ジ
イ

ン
」は
現
在
、「
金
谷
ホ
テ
ル
歴
史
館
」と
し
て
一

般
公
開
さ
れ
、見
学
が
可
能
で
あ
る
。

35

金谷ホテル歴史館に保
存されているイザベラ・
バードの宿泊した部屋。
彼女は部屋が美し過ぎ
て、「インクをこぼしは
しまいか、畳に傷をつけ
はしまいか、障子を破り
はしまいかと四六時中
びくびくしている」と記
している（写真提供：金
谷ホテル歴史館）

イザベラ・バードが日
光滞在中に訪れた湯元
温泉の湯畑。彼女は「大
きな温泉は村のうしろ
の、まわりに土盛りし
た四角い水槽にありま
す。ぼこぼこと湧き出
て、悪臭のする湯煙を
立てています」と書き
残している

明治21（1888）年頃の
「カナヤカテッジイン」
（現・金谷ホテル歴史
館）。金谷邸は江戸時代
には武家屋敷だったこ
とから、外国人宿泊客
は“Samurai House”「侍
屋敷」と呼んでいた（写
真提供：金谷ホテル歴
史館）

イザベラ・バードは人
力車で通った例幣使杉
並木街道の印象を「日
光の聖なる社の参道、
杉の並木道へと変わ
り、木漏れ日が草に木
の葉の影を揺らめかせ
はじめると、わたしは
日本は美しいと思いま
した」と記している

《各ページ欄外コメントは筆者の方からいただきました》
幕末から明治維新に来日した外国人の旅行記や滞在記は数多い。イギリスの外交官で日本人の妻を娶ったアーネスト・サトウ、大森貝塚を発見したアメ
リカ人動物学者エドワード・モース、御茶ノ水のニコライ堂を建てたロシア人宣教師ニコライ・カサートキン、イギリス人プラントハンターのロバート・
フォーチュンなど、どれも当時の日本を知る上で大変貴重である。中でも今回ご紹介したイザベラ・バードの『イザベラ・バードの日本紀行 上・下巻』（講
談社学術文庫）は、その舞台が東京や横浜といった都市部ではなく、未開の地であった東北や北海道である点が特に面白い。読者諸兄にはこの紀行文を
より深く読み解くために、民俗学者の宮本常一が著した『イザベラ・バードの旅』（講談社学術文庫）を併せてお読みになることをお勧めする。
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企画・構成／グループ・プッシュピン

三
種
の
ぼ
た
も
ち
を
作
っ
て

お
花
見
へ

「
ぼ
た
も
ち
」
と
「
お
は
ぎ
」、
何
が
違
う
の
、
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
。

ぼ
た
も
ち
は
春
で
、
お
は
ぎ
は
秋
、
と
い
う
の
が
一
般
的
。
牡
丹
は
春
で
、

萩
は
秋
と
い
う
わ
け
。
い
ず
れ
も
お
彼
岸
用
に
作
ら
れ
る
も
の
で
す
ね
。

小
豆
の
あ
ん
の
ほ
か
、
こ
こ
で
は
す
り
黒
ゴ
マ
、
き
な
こ
と
三
種
の
ぼ
た
も
ち
を

ご
紹
介
。
お
彼
岸
以
外
に
、
お
花
見
に
持
っ
て
い
く
の
も
お
す
す
め
。

見
た
目
も
カ
ラ
フ
ル
で
す
よ
。

【アーカイブスDATA】
料理や生活全般を対象にした「暮らしのSPICE」は、

普段の暮らしに少しでも潤いをお届けできたら、という想いから連載に至りました。
当初は写真で紹介するものでしたが、旬な情報をお届けすべく、途中からイラストに変更されました。

掲載期間：2015年４月号～ 2024年12月号

一
回
限
り
の
復
活

用意するもの

あんこ8個、きなこ、すり
黒ごま2個ずつ計12個（大
きさにより数は異なります。
好みの大きさで）

もち米		 	 　２合

水	 	 	 　２合

塩	 	 　ひとつまみ

あんこ	 	 　500g

きなこ		 　　大さじ２

砂糖	　　 大さじ１	1/2

塩	 	 	 　少々

すり黒ごま	 　　大さじ２

砂糖	　　 大さじ１	1/2

塩	 	 	 　少々

ボウルやバット

水切りザル

軽量スプーン

ラップ

すりこぎかしゃもじ

もち米の炊き方

　もち米をボウルに
戻し、手の平でや
さしくもむように洗
い、2〜３回水を替
えながらすすぐ。

　もち米にたっぷりの水を入
れ、手早くサッと混ぜてザ
ルにあけて、水をきる。

　炊飯器で水と塩を入れて
炊く。など

（市販のもの
こしあん、つぶしあん、
粒あんなどお好みのもの）



37 Monthly TOBU Archives

　炊き上がったもち米をボウルにとり、
先の方を水で濡らしたすりこぎやしゃも
じで半分程度つぶす（はんごろし）。
それを12等分にする。

　あんこを12等分するが、きなことすり
黒ごま用のものはもち米の中に入れるの
で少し小さめに丸める。

　12等分したあんこをラップの上に伸ば
し、丸めたもち米をのせて形を整え、包
み丸める。

　きなことすり黒ごまのぼたもちを作る。
ラップの上にもち米を伸ばし、その上に
小さめに丸めたあんこをのせて③と同じ
ように包む。

　でき上がり にきなことすり黒ごまをまぶす。
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「
亀
戸
の
天
神
様
」
と
し
て
、
江
戸
庶
民
に
親
し

ま
れ
て
き
た
亀
戸
天
満
宮
は
正
保
３
（
１
６
４
６
）

年
、
九
州
の
太
宰
府
天
満
宮
の
神
職
で
あ
り
、
菅

原
道
真
の
末
裔
で
あ
る
菅
原
大
鳥
居
信
祐
が
、「
飛と
び

梅う
め

」
の
木
で
道
真
公
の
木
像
を
作
彫
し
、
寛
文
２

(

１
６
６
２)

年
に
こ
の
地
に
祀
っ
た
の
が
そ
の
創

建
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

延
喜
元
（
９
０
１
）

年
、
藤
原
氏
と
の

政
争
に
敗
れ
、
遠
く

九
州
の
太
宰
府
へ
左

遷
さ
れ
た
道
真
公
は

「
東こ

風ち

吹
か
ば
に
ほ

ひ
を
こ
せ
よ
梅
の
花

主
あ
る
じ
な
し
と
て
春
を
忘

る
な
」
と
い
う
歌
を

詠
み
、
都
に
残
し
た
梅
の
木
と
の
別
れ
を
惜
し

ん
だ
。
す
る
と
、
道
真
公
が
愛
玩
し
た
梅
の
庭

木
は
主
を
慕
っ
て
、
遠
く
太
宰
府
ま
で
一
夜
に

し
て
飛
び
、
そ
の
地
に
根
付
き
、
花
を
咲
か
せ

た
と
い
う
。

　

こ
の
「
飛
梅
」
伝
説
は
人
形
浄
瑠
璃
や
歌
舞

伎
に
も
脚
色
さ
れ
『
菅す
が

原わ
ら

伝で
ん

授じ
ゅ

手て

習
な
ら
い

鑑か
が
み』

と

し
て
人
気
の
演
目
と
な
っ
た
。

　

境
内
に
は
道
真
公
ゆ
か
り
の
３
０
０
本
を
越

す
紅
白
の
梅
が
植
え
ら
れ
、
毎
年
一
早
い
春
の

訪
れ
を
告
げ
る
。
本
殿
前
に
は
５
歳
で
詠
ま
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
「
美
し
や
紅
の
色
な
る
梅
の

花
あ
こ
が
顔
に
も
つ
け
た
く
ぞ
あ
る
」
と
い
う

歌
碑
が
道
真
公
の
像
と
共
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

亀
戸
天
神
の
も
う
一
つ
の
名
物
が
、
歌
川
広

重
の
代
表
作
で
あ
る
本
作
《
名
所
江
戸
百
景
》

に
も
描
か
れ
た
藤
の
花
で
あ
る
。
境
内
に
50
株

以
上
あ
る
藤
の
花
が
一
斉
に
咲
き
競
う
４
月
下

旬
か
ら
５
月
上
旬
に
は
、
心
字
池
の
水
面
が
藤

色
一
色
に
染
ま
り
、
淡
い
香
り
が
立
ち
こ
め
る
。

太
鼓
橋
の
上
か
ら
見
下
ろ
す
満
開
の
藤
棚
は
絶

景
で
あ
る
。

　

境
内
に
は
芭
蕉
の
句
碑
や
、
学
問
の
神
様
道

真
公
に
因
ん
だ
筆
塚
な
ど
、
多
く
の
石
碑
が
建

て
ら
れ
て
お
り
、
毎
年
、
１
〜
２
月
の
受
験

シ
ー
ズ
ン
に
は
、
学
問
の
神
様
で
あ
る
道
真
公

の
ご
利
益
を
求
め
、
合
格
祈
願
に
訪
れ
る
受
験

生
で
賑
わ
い
を
見
せ
る
。

亀戸天満宮（東京都江東区亀戸3-6-1）境内にて、
満開の藤棚と太鼓橋越しに東京スカイツリーを望む

《亀戸天満宮境内 名所江戸百景》
歌川広重画　安政4（1857）年作　大判錦絵揃物

東 京 ス カ イ ツ リ ー ® 百 景

空想美術観
— こ ん な 場 所 発 見！ —

景51

早
春
の
梅
、
晩
春
の
藤
、

学
問
の
神
様
を
祀
っ
た
花
の
名
所

【アーカイブスDATA】
浮世絵に描かれた江戸の名所の現在地を訪ね、東京スカイツリー ®を望み、

散策するページとして、6年間にわたり全50回連載されました。
掲載期間：2010年5月号～ 2016年12月号

連載当時の冒頭には「浮世絵などに描かれた「江戸名所」風景の多く
は、今「東京スカイツリー ®」のビューポイントとも重なります。」と
記されている。つまり、広重や北斎の浮世絵に描かれた江戸名所を訪
ね、現在地から「東京スカイツリー ®」を望む「街歩き」ガイドのペー
ジである。このコンセプトに従って、今回は東武亀戸線「亀戸駅」か
ら程近い亀戸天満宮をご紹介した。
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　「東武ワールドスクウェア」は東武鉄道
創立95周年の記念事業の一環として、栃
木県日光市鬼怒川温泉に、5年の歳月と総
工費140億円をかけて建設され、1993年
4月24に開園しました。
　総面積7.65㎢の園内には「世界の遺
産と建築文化を守ろう」をコンセプトに、
21ヶ国の世界遺産や歴史的建造物100点
以上が全て1/25のスケールで統一展示さ
れていて、「一日で巡る世界旅行」ができ
るテーマパークとして好評を博しています。
　園内の全ての建築物はその設計者の許可
を得ています。その多くはFRPという強化
プラスチックで精巧に造形・彩色されてい
ますが、中でも古代ギリシャのパルテノン
神殿などは、よりリアルな素材感を演出す
るために、本物の大理石の粉末を混入する
といった工夫が施されています。
　造形も最新のものを取り入れています。
2012年に修復工事を終えて創建当初の駅
舎に復元された東京駅も、最新の姿で再
現されています。2019年に惜しくも焼失
し、現在復興作業中の首里城や、今はなき
ニューヨークのワールドトレードセンター

ビルも健在ですし、1882年に着工し、今
なお建造中のスペイン バルセロナのサグ
ラダ・ファミリアには工事用のクレーンま
で設置されています。
　園内には平均身長約7㎝の住人が約14万
人住んでいます。ローマの広場にはスクー
ターに乗るオードリー・ヘップバーンが、
イギリスの街中にはシャーロック・ホーム
ズが、万里の長城には三蔵法師の一行が、
そして日本の夏祭りの縁日には寅さんがバ
ナナの叩き売りを演じています。そんな個
性豊かな「小さな住人たち」を探してみる
のも、「東武ワールドスクウェア」ならで
はの楽しみと言えましょう。
　もう一つ、忘れてならないのは、建物の
大きさに合わせて植栽された約2万本の見
事な盆栽です。園内の樹木の約99％は本
物が使われているのは造園に携わる職人た
ちのこだわりの賜物です。春の梅や桜の
花々、初夏の新緑、秋のもみじやかえでの
紅葉が、四季の移ろいを演出してくれてい
ます。特に「日本ゾーン」の法隆寺で小さ
な実をつける「豆柿」や熊本城の樹齢80
年を超える「銀杏」の盆栽は注目です！

1/25にしても世界で最も高い！
どこからでも見える
東京スカイツリー®

東武ワールドスクウェア
栃木県日光市鬼怒川温泉大原209-1
東武ワールドスクウェア駅から徒歩3分
営業日・開園時間は時期によって異なりますので、公式HPに
てご確認ください。
入園料：大人（中学生以上）2800円／小人（4歳以上）1400円
☎️0288-77-1000
URL: https://www.tobuws.co.jp

東東武武
ワワーールル

ドドススククウウェェアア

小さな世界紀行小さな世界紀行

東武
ワール

ドスクウェア

小さな世界紀行
＝世界文化遺産
　　　　　アジア編＝
＝世界文化遺産
　　　　　アジア編＝

ピサの斜塔、エッフェル塔、東京タワー、東京スカイツリーによる
新旧塔の共演が一望できるのも東武ワールドスクウェアならでは

【アーカイブスDATA】
ミニチュアテーマパーク「東武ワールドスクウェア」に1/25スケールで再現さ
れた世界遺産や歴史的建造物をご紹介する「小さな世界紀行」は2010年
4月号から2015年2月号まで隔月で連載され、好評を博しました。
掲載期間：2010年4月号～ 2015年2月号

この企画が連載されていた 2010 〜 15 年当時は、まだ東武ワールド
スクウェア駅はなく、案内にも「交通：「鬼怒川温泉駅」前からバス 5
分、快速電車の場合「小佐越駅」から徒歩 8 分」と記されている。そ
の後、2017 年 7 月 22 日に「東武ワールドスクウェア駅」が開業し、
アクセスは格段に良くなった。1/25 の縮尺でも園内で一番高い「東
京スカイツリー ®」は約 26m もある！
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生
涯
に
93
回
引
っ
越
し
を
繰
り
返
し
た
葛
飾
北
斎
は「
画
号
」も

30
回
改
め
て
い
る
。最
初
の
画
号
は
師
匠
勝
川
春
章
の「
春
」と
そ

の
別
号
旭
朗
井
の「
朗
」を
貰
い
受
け「
春
朗
」と
名
乗
り
、以
後「
宗

理
」「
北
斎
」「
戴
斗
」「
為
一
」「
卍
」を
主
た
る
号
と
し
た
。

　

も
っ
と
も
広
く
知
ら
れ
る「
北
斎
」は「
北
斎
辰
政
」の
略
号
で
、

北
斗
七
星
を
神
格
化
し
た
日
蓮
宗
系
の「
北ほ
く

辰し
ん

妙み
ょ
う

見け
ん

菩ぼ

薩さ
つ

」信
仰
に

因
ん
で
い
る
。

　

飯
嶋
虚
心
著『
葛
飾
北
斎
伝
』に
は「
北
斎
翁
仏
法
を
信
じ
、信
仰

せ
し
押
上
の
妙
見
は
、日
蓮
宗
の
寺
に
て
、（
中
略
）式
亭
三
馬
の
日

記
に
、妙
見
の
名
木
、影よ
う

向ご
う

の
松
の
図
を
北
斎
に
画
か
せ
た
。」と
記

さ
れ
て
い
る
。北
斎
が
足
繁
く
詣
で
た「
押
上
の
妙
見
」と
は
、「
柳

嶋
の
妙
見
堂
」と
し
て
、江
戸
庶
民
の
信
仰
を
集
め
た
柳
嶋
妙
見
山

法ほ
っ

性し
ょ
う

寺じ

で
あ
る
。北
斎
が
描
い
た「
影
向
の
松
」（
枯
死
）は
当
時
松

の
名
木
と
し
て
知
ら
れ
、門
前
の
北
十
間
川
沿
い
に
は
参
詣
客
目

当
て
の
料
亭
や
茶
店
が
軒
を
連
ね
、繁
盛
し
て
い
た
。

　

北
斎
の「
妙
見
信
仰
」を
裏
付
け
る
作
品
で
は
、「
勝
川
春
朗
」時

代
の
習
作《
風
流
東
都
方
角 

桺
嶌
法
性
寺
妙
見
堂
の
図
》版
下
絵

や「
画
狂
老
人
北
斎
」時
代
に
描
い
た
摺
物《
妙
見
宮
》な
ど
が
あ
る

が
、中
で
も
最
も
注
目
す
べ
き
は
最
晩
年
の
84
歳
の
時
に
描
い
た

《
文ぶ
ん

昌
し
ょ
う

星せ
い

図ず

》で
あ
る
。

　

本
作
は
画
家
河か
わ

鍋な
べ

暁き
ょ
う

斎さ
い

の
旧
蔵
品
と
し
て
、１
９
９
３
年
に
催

さ
れ
た「
大
北
斎
展
」で
初
公
開
さ
れ
、高
い
評
価
を
受
け
た
作
品

で
あ
る
。「
文
昌
星
」と
は
北
斗
七
星
の
第
一
の
星
で
、そ
の
名
の
通

り「
文
学
」を
司
る
神
と
さ
れ
、学
士
の
崇
拝
を
集
め
た
。

　

古
来
よ
り
擬
人
化
さ
れ
る
場
合
の
通
例
通
り
、本
作
も
右
手
に

筆
を
持
ち
、左
手
に
北
斗
七
星
の
別
名「
斗と

魁か
い

」の
由
来
と
な
っ
た

「
斗
」（
枡
）を
持
っ
て
、描
か
れ
て
い
る
。画
面
中
央
に
は
、満
月
を

背
に
天
空
を
浮
遊
す
る
擬
人
化
さ
れ
た
赤
い
筋
骨
た
く
ま
し
い
体

躯
に
、理
知
的
な
顔
貌
の「
文
昌
星
」を
描
き
、そ
の
頭
上
に
残
る
六

星
を
配
し
た
本
作
は
、北
斎
の「
妙
見
信
仰
」が
生
ん
だ
晩
年
の
肉

筆
画
の
傑
作
と
言
え
よ
う
。

柳嶋妙見山法性寺（東京都墨田区業平5-7-7）
明応元（1492）年に法性房日遄（ほっしょうぼうにっせん）を開山に創建された、墨田区では最も古い寺院の一つ。東京
スカイツリーのすぐ近く、浅草通りが橋上を走る柳島橋のたもと、ちょうど北十間川と横十間川の交差点に位置する。
境内には近松門左衛門の供養碑もある。

《風流東都方角 桺嶌法性寺妙見堂の図》
天明5 〜 7（1785 〜 7）年頃作　画号：勝川春朗

《妙見宮》寛政13 〜文化2（1801 〜 5）年頃作　画号：画狂老人北斎

浅草通り、柳島橋上より東京スカイツリーRを望む。左が
柳嶋妙見山法性寺

葛飾北斎
《文昌星図》天保14（1843）年作

絹本着色一幅（79.6×28.2cm）画号：八十四老卍

「北斎」の画号の由来となった
妙見信仰の聖地、柳嶋妙見堂

【アーカイブスDATA】
葛飾北斎が描いた江戸の名所を散策する街歩きのガイドとして親しまれたページで、

3年間にわたり全36回連載されました。
掲載期間：2017年1月号〜 2019年12月号

東京スカイツリー ®百景

北斎美術観
絵 図 散 歩

37景

2016 年 11 月に開館した「すみだ北斎美術館」との「コラボ企画」。葛
飾北斎は生涯、墨東地区（現・墨田区＆台東区）を転々と移り住み、東
武沿線の名所を数多く描いている。私事で恐縮だが、この連載を担当し
たおかげで『北斎さんぽ』（青幻社）という著書を刊行させていただいた。
今回は墨田区業平の柳島妙見山法性寺とゆかりの深い、晩年の肉筆画で
最高傑作の呼び声高い《文昌星図》を取り上げた。
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謙信平からの眺望

表参道の途中にある弁財天

表参道を上りきると見えてくる太
平山神社の随神門

分岐点になっている
ぐみの木峠

表参道

【アーカイブスDATA】
東武沿線を歩き、歴史からおいしいカフェまで自由なテーマで書かれたエッセイ。
連載は100回を超える（最終回は130回）人気コーナーでした。
掲載期間：2006年７月号～ 2024年12月号

た
か
だ 

き
ょ
う
こ
／
旅
行
ラ
イ
タ
ー

１
９
６
０
年
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
著
書
に
『
ニ
ッ
ポ
ン
最
古
巡

礼
』（
新
潮
新
書
）、『
四
国
八
十
八
カ
所
め
ぐ
り
』（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ

ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）な
ど
。
テ
レ
ビ
朝
日
「
ス
ー
パ
ー
Ｊ
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
特
集
コ
ー
ナ
ー
に
て
「
秘
境
ハ
ン
タ
ー
」
と
し
て
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
を
務
め
た
。
沿
線
在
住
歴
36
年
目
に
突
入
！

アーカイブスE s s a y 遊歩雑記

　

栃
木
県
栃
木
市
に
あ
る
太
平
山
は
標
高
約

３
４
１
ｍ
。
小
学
校
の
遠
足
で
登
る
定
番
の
山

だ
と
聞
い
た
の
は
、
も
う
30
年
以
上
前
の
話

だ
ろ
う
か
。
山
頂
近
く
に
建
つ
太
平
山
神
社

の
表
参
道
、「
あ
じ
さ
い
坂
」
と
呼
ば
れ
る
約

１
０
０
０
段
の
石
段
に
沿
っ
て
咲
く
ア
ジ
サ
イ

が
有
名
で
、
毎
年
初
夏
に
は
「
と
ち
ぎ
あ
じ
さ

い
ま
つ
り
」
が
催
さ
れ
る
。

　
低
山
と
は
い
え
太
平
山
を
上
り
下
り
す
る
だ

け
で
な
く
、
隣
接
す
る
晃
石
山
ま
で
足
を
伸
ば

せ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
周
回
ル
ー
ト
が
組
み
立
て
ら

れ
る
。
地
図
が
苦
手
な
私
の
強
い
味
方
は
ス
マ

ホ
用
登
山
ア
プ
リ
「
Ｙヤ

マ

ッ

プ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
だ
。
地
図

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
け
ば
電
波
が
届
か
な

い
場
所
で
も
現
在
地
が
確
認
で
き
、
登
山
コ
ー

ス
や
コ
ー
ス
タ
イ
ム
な
ど
山
に
関
す
る
情
報
を

幅
広
く
提
供
。
２
０
１
３
年
の
リ
リ
ー
ス
以

来
、
登
山
者
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て

い
る
。

　

今
回
は
あ
じ
さ
い
坂
か
ら
太
平
山
神
社
へ
、

参
拝
後
は
晃
石
山
方
面
へ
向
か
い
、
ぐ
み
の
木

峠
で
南
へ
折
れ
て
大
中
寺
へ
、
そ
の
後
は
謙
信

平
を
目
指
し
て
東
へ
、
最
後
は
六
角
堂
を
通
っ

て
出
発
点
に
戻
る
と
い
う
コ
ー
ス
を
作
成
。
特

に
難
所
は
な
い
が
、
進
む
方
向
が
わ
か
り
に
く

い
ポ
イ
ン
ト
で
、
少
し
で
も
間
違
っ
た
方
向
へ

進
む
と
、
間
髪
入
れ
ず
ア
プ
リ
が
警
告
し
て
く

れ
る
。
方
向
音
痴
の
私
に
は
、
大
げ
さ
で
は
な

く
神
の
よ
う
な
ア
プ
リ
な
の
だ
。

　

戦
国
時
代
の
頃
、
上
杉
謙
信
が
太
平
山
に

登
っ
て
南
の
関
東
平
野
を
見
渡
し
、
あ
ま
り
の

広
さ
に
目
を
見
張
っ
た
と
い
う
故
事
か
ら
名
が

つ
い
た
と
い
う
謙
信
平
は
、
今
も
素
晴
ら
し
い

眺
望
が
開
け
て
い
る
。土
産
店
や
茶
店
が
並
び
、

春
は
花
見
、秋
は
紅
葉
狩
り
で
大
に
ぎ
わ
い
だ
。

昨
今
、
気
軽
な
低
山
歩
き
が
ブ
ー
ム
だ
と
い
う

が
、
ア
ク
セ
ス
・
眺
望
よ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
周

回
ル
ー
ト
が
組
み
立
て
ら
れ
、
初
心
者
で
も
Ｏ

Ｋ
い
う
山
は
そ
ん
な
に
多
く
な
い
。
実
は
肝
心

の
ア
ジ
サ
イ
の
季
節
に
訪
ね
た
こ
と
が
な
い
の

で
、次
回
は
ぜ
ひ
そ
の
頃
に
再
訪
し
て
み
た
い
。

太平山
東武日光線栃木駅から関東バス国学院行きで約15分、終点下車。
太平山あじさい坂入口まで徒歩約4分

文　
高
田 

京
子

太
平
山
へ

100 回以上のコラムでしたが、広範な地域を結ぶ鉄道なの
で、話題に困ることもなく、まだまだ語りたいこと、訪れ
てみたい町がたくさんあります。 
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駅に
いらっしゃい

駅
が
な
い
」
と
溜
め
息
を
つ
い
た
私
。「
仕
方
な
い
な
。
関
東
の
駅
百
選
が
選
定

さ
れ
た
と
き
、
あ
の
駅
は
ま
だ
な
か
っ
た
か
ら
な
…
…
」

　
「
あ
の
駅
」
と
は
、
下
今
市
駅
。
正
確
に
言
う
と
、
下
今
市
駅
は
昔
か
ら
存
在

す
る
が
、
そ
の
駅
舎
は
平
成
29
年
に
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
だ
。
下
今
市
駅

は
、
東
武
日
光
方
面
と
鬼
怒
川
温
泉
方
面
に
走
る
「
Ｓ
Ｌ
大
樹
」
の
拠
点
駅
と
な

り
、
下
今
市
機
関
区
が
開
設
さ
れ
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
駅
舎
も
蒸
気
機
関
車
が

全
盛
だ
っ
た
昭
和
時
代
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
レ
ト
ロ
調
の
木
造
建
物
に
改
築
。
２

層
に
な
っ
た
切
妻
屋
根
の
間
に
玄
関
の
正
面
破
風
と
い
う
立
ち
姿
は
じ
つ
に
端
正

で
、
掲
げ
た
駅
名
板
に
は
墨
痕
鮮
や
か
に
横
組
の
右
書
き
で
、「
駅
」
で
は
な
く

「
驛
」
と
旧
字
体
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
玄
関
の
左
右
に
は
テ
ラ
ス
が
設
置
さ

れ
、
だ
れ
で
も
自
由
に
腰
掛
け
ら
れ
る
。
と
い
う
か
、
腰
掛
け
た
く
な
る
。
こ
れ

は
テ
ラ
ス
で
は
な
く
「
縁
側
」
だ
。

　

駅
舎
内
部
も
待
合
室
な
ど
は
昭
和
モ
ー
ド
一
色
。
さ
す
が
に
改
札
口
に
は
現
代

の
自
動
改
札
機
が
並
ん
で
い
る
が
、
周
囲
の
木
材
に
合
わ
せ
た
黒
に
塗
装
さ
れ
て

お
り
、
昭
和
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
お
見
事
！

　

下
今
市
駅
の
魅
力
は
駅
舎
だ
け
で
は
な
い
。
ホ
ー
ム
上
に
残
さ
れ
た
旧
跨
線
橋

は
登
録
有
形
文
化
財（
文
化
庁
）に
認
定
。
内
部
の
通
路
を
レ
ト
ロ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

改
修
し
て
公
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
駅
構
内
に
は
Ｓ
Ｌ
展
示
館
。
Ｓ
Ｌ
に
つ
い
て

の
知
識
を
展
示
物
や
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
で
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
展
示
館
の

外
に
出
る
と
転
車
台
広
場
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
Ｓ
Ｌ
大
樹
の
転
車
シ
ー
ン
を
間
近

で
見
学
で
き
る
。
さ
ら
に
転
車
台
の
奥
に
建
つ
煉
瓦
造
り
の
機
関
庫
は
側
面
が
ガ

ラ
ス
張
り
で
、
大
樹
を
整
備
し
て
い
る
様
子
を
間
近
で
見
学
で
き
る
。

　

下
今
市
駅
は
、
駅
丸
ご
と
Ｓ
Ｌ
大
樹
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
の
だ
。

　
「
あ
な
た
の
自
慢
の
駅
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
を
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
に
、
町
の
顔
、
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
駅
を
広
く
公
募
し
、

平
成
９
年
か
ら
４
年
間
費
や
し
て
選
定
さ
れ
た
も
の
が
、「
関

東
の
駅
百
選
」。
こ
の
中
に
東
武
鉄
道
か
ら
は
浅
草
駅
、館
林
駅
、

東
武
日
光
駅
、
高
坂
駅
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。「
残
念
！
あ
の

Profile:
●きよさわ ひでひこ（コピーライター）
福岡県田川市出身。CM 制作、学習参考書編集などを経て、デザイン事務
所「バーボンストリート」を設立。東京と福岡を拠点に広告、出版、放送
局などで制作活動をしている。九州観光マスター検定 1 級。著作『食の
九州遺産 R　地元メシ』『旨い魚を食べに行く！　九州の港町食堂』（九州
人）は絶賛在庫多数。

文
・
清
沢 

英
彦

レトロな雰囲気が漂う下今市駅（上）／SL展示館へ向かう通路（左上）
／転車台広場。奥の機関庫にはSL大樹が見える（左下）

み ち く さみ ち く さ
写 真 帖写 真 帖
アーカイブスアーカイブス

【アーカイブスDATA】
東武沿線のフォトジェニックなシーンを、イベント、歴史、アートなど

自由なテーマで綴ったエッセイのコーナー。
掲載期間：2014年５月号～ 2024年11月号

下今市駅での楽しみ方をいろいろ紹介しましたが、じつは私個
人的には、特急リバティの分割・連結作業をホームから見学で
きるのが一番の楽しみ。とくに連結の瞬間のなんとも言えない

「やったぜ！」感。日光線と鬼怒川線が分岐する下今市駅だから
こそ見ることができる風景なのです。
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駅
が
な
い
」
と
溜
め
息
を
つ
い
た
私
。「
仕
方
な
い
な
。
関
東
の
駅
百
選
が
選
定

さ
れ
た
と
き
、
あ
の
駅
は
ま
だ
な
か
っ
た
か
ら
な
…
…
」

　
「
あ
の
駅
」
と
は
、
下
今
市
駅
。
正
確
に
言
う
と
、
下
今
市
駅
は
昔
か
ら
存
在

す
る
が
、
そ
の
駅
舎
は
平
成
29
年
に
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
だ
。
下
今
市
駅

は
、
東
武
日
光
方
面
と
鬼
怒
川
温
泉
方
面
に
走
る
「
Ｓ
Ｌ
大
樹
」
の
拠
点
駅
と
な

り
、
下
今
市
機
関
区
が
開
設
さ
れ
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
駅
舎
も
蒸
気
機
関
車
が

全
盛
だ
っ
た
昭
和
時
代
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
レ
ト
ロ
調
の
木
造
建
物
に
改
築
。
２

層
に
な
っ
た
切
妻
屋
根
の
間
に
玄
関
の
正
面
破
風
と
い
う
立
ち
姿
は
じ
つ
に
端
正

で
、
掲
げ
た
駅
名
板
に
は
墨
痕
鮮
や
か
に
横
組
の
右
書
き
で
、「
駅
」
で
は
な
く

「
驛
」
と
旧
字
体
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
玄
関
の
左
右
に
は
テ
ラ
ス
が
設
置
さ

れ
、
だ
れ
で
も
自
由
に
腰
掛
け
ら
れ
る
。
と
い
う
か
、
腰
掛
け
た
く
な
る
。
こ
れ

は
テ
ラ
ス
で
は
な
く
「
縁
側
」
だ
。

　

駅
舎
内
部
も
待
合
室
な
ど
は
昭
和
モ
ー
ド
一
色
。
さ
す
が
に
改
札
口
に
は
現
代

の
自
動
改
札
機
が
並
ん
で
い
る
が
、
周
囲
の
木
材
に
合
わ
せ
た
黒
に
塗
装
さ
れ
て

お
り
、
昭
和
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
お
見
事
！

　

下
今
市
駅
の
魅
力
は
駅
舎
だ
け
で
は
な
い
。
ホ
ー
ム
上
に
残
さ
れ
た
旧
跨
線
橋

は
登
録
有
形
文
化
財（
文
化
庁
）に
認
定
。
内
部
の
通
路
を
レ
ト
ロ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

改
修
し
て
公
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
駅
構
内
に
は
Ｓ
Ｌ
展
示
館
。
Ｓ
Ｌ
に
つ
い
て

の
知
識
を
展
示
物
や
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
で
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
展
示
館
の

外
に
出
る
と
転
車
台
広
場
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
Ｓ
Ｌ
大
樹
の
転
車
シ
ー
ン
を
間
近

で
見
学
で
き
る
。
さ
ら
に
転
車
台
の
奥
に
建
つ
煉
瓦
造
り
の
機
関
庫
は
側
面
が
ガ

ラ
ス
張
り
で
、
大
樹
を
整
備
し
て
い
る
様
子
を
間
近
で
見
学
で
き
る
。

　

下
今
市
駅
は
、
駅
丸
ご
と
Ｓ
Ｌ
大
樹
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
の
だ
。

「あらたふと青葉わか葉の日の
光」句碑。昭和31（1956）年に
日光東照宮宝物館（栃木県日光
市山内2301）前に建立。

「志はらくは滝にこもるや夏の初」芭
蕉句碑：昭和31（1956）年、日光市
立安良沢小学校の創立を記念して同校
舎前に建立。

大神神社（栃木県栃木市惣社町477）
に建つ「糸遊に結びつきたるけふりか
な」の句碑。「糸遊」とは浮遊する蜘蛛
の糸や陽炎など、儚いものの例え

芭蕉と曾良が泊まったとされる医王山東
陽寺（埼玉県春日部市粕壁東2-12-20）
本堂前には『曾良旅日記』の一節と師弟
の姿が線刻された石碑が建つ

素盞嗚神社（東京都荒川区
南千住6-60-1）に建つ「行
くはるや鳥啼魚の目はなみ
た」の句碑。文政３（1820）
年建立、筆は江戸時代後期
の儒者龜田鵬齊

旅
に
生
き
た
漂
泊
の
詩
人
松
尾
芭
蕉

が
歩
い
た
ゆ
か
り
の
地
を
東
武
線
で

巡
る
、気
軽
な「
週
末
・
奥
の
細
道
」

の
旅
。今
回
は
沿
線
句
碑
め
ぐ
り
！

TOBU沿線

　

元
禄
２（
１
６
８
９
）年
旧
暦
の
３
月
27
日
、松
尾
芭

蕉
は
弟
子
の
河
合
曾
良
と
共
に『
奥
の
細
道
』の
旅
へ
出

る
。深
川
か
ら
千
住
、草
加
、間
々
田
、鹿
沼
を
経
て
日
光

ま
で
の
道
の
り
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

３
月
27
日　

�

深
川「
採さ
い
茶と

庵あ
ん
」→
千
住
→
草
加（
実
際
は

粕
壁
泊
）

28
日　

�

粕
壁（
春
日
部
）→
栗
橋
の
関
→
間
々
田
泊

29
日　

�

間
々
田
→
室む
ろ
の
八や

島し
ま
→
日に
っ
こ
う
れ
い
へ
い
し
か
い
ど
う

光
例
弊
使
街
道
→
鹿

沼
泊

30
日　

�

鹿
沼
→
今
市
→
日
光
上
鉢は
つ

石い
し

町「
仏
ほ
と
け

五ご

左ざ

衛え

門も
ん

」宅
泊

４
月
１
日　

�

日
光
→
裏
見
の
滝
・
含が
ん
ま
ん
が
ふ
ち

満
ヶ
淵
→
黒
羽
へ

　
芭
蕉
ら
が
歩
い
た
こ
の
コ
ー
ス
は
、お
よ
そ
現
在
の
東

武
鉄
道
日
光
線
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。旅
程
を
詳
細
に

記
し
た『
曾
良
旅
日
記
』に
も
、惣そ

う

社じ
ゃ
、壬み

生ぶ

、楡に
れ

木ぎ

、文ふ
ば

挾さ
み
と
い
っ
た
沿
線
に
今
も
残
る
古
い
地
名
が
散
見
し
、芭

蕉
が
詠
ん
だ
句
を
刻
ん
だ
句
碑
も
数
多
く
残
る
。

　

ま
ず
、南
千
住
の
素す

盞さ
の

嗚お
の

神
社
境
内
に
は「
旅
立
」の

章
で
詠
ん
だ「
行い

く

春は
る

や
鳥と
り

啼な
き

魚う
お

の
目
は
泪
」の
句
碑
が
建

つ
。文
中
に「
是こ

れ

を
矢や

立た
て

の
初は
じ
めと

し
て
」と
あ
る
よ
う
に
、

こ
の
句
は
芭
蕉
が
旅
に
出
て
最
初
に
詠
ん
だ
句
で
あ
る
。

　
『
奥
の
細
道
』で
は
そ
の
日
は
日
光
街
道
第
二
の
宿
駅

草
加
に
泊
ま
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
、実
際
に
宿
泊
し
た
の
は
粕
壁（
春
日
部
）

で
あ
る
。宿
泊
先
は
諸
説
あ
り
定
か
で
は
な
い
が
、そ
の

一
つ
と
伝
え
ら
れ
る
医い

王お
う

山さ
ん

東と
う

陽よ
う

寺じ

に
は『
曾
良
旅
日
記
』

の
一
節
を
刻
し
た
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も『
奥
の
細
道
』の
旅
の
目
的
は
芭
蕉
が
敬
愛

す
る
西
行
ら
が
詠
ん
だ
歌
に
登
場
す
る「
歌
枕
」の
地
を

訪
ね
る
こ
と
だ
っ
た
。そ
の
最
初
の
地「
室
の
八
島
」の

大お
お

神み
わ

神
社
に
も「
糸い
と

遊ゆ
う

に
結む
す
びつ

き
た
る
煙
哉
」の
句
碑
が

残
る
が
、な
ぜ
か
こ
の
句
は『
奥
の
細
道
』に
は
収
録
さ

れ
て
い
な
い
。

　
日
光
で
芭
蕉
の
読
ん
だ
句
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る

の
は「
あ
ら
た
ふ
と
青
葉
若
葉
の
日
の
光
」と「
暫し

ば
時ら
く
は
瀧

に
籠こ

も

る
や
夏げ

の
初は
じ
め」の
二
句
で
あ
る
。前
者
は
日
光
東
照

宮
宝
物
館
の
敷
地
内
に
ひ
っ
そ
り
と
建
ち
、後
者
は
日
光

市
立
安あ

良ら

沢さ
わ

小
学
校
の
校
舎
前
に
建
っ
て
い
る
。ど
ち
ら

も
題
字
は
日
光
ゆ
か
り
の
画
家
小
杉
放
庵
の
筆
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

そ
の
十
二
　
番
外
編
　
千
住
〜
日
光 

芭
蕉
句
碑
め
ぐ
り

の

道
細

を

く

奥

歩
文
・
片
山 

喜
康

【アーカイブスDATA】
俳聖 松尾芭蕉が『奥の細道』で歩いたコースを東武鉄道で巡るこの週末ウォーキングガイドは、
2020年3月号から2022年11月号まで、３ヶ月に1回のペースで、全11回掲載されました。
掲載期間：2020年3月号〜 2022年11月号

このページは企画から携わっていただけに、特に想い出深い。深
川から隅田川を船で遡り、千住から草加→春日部→鹿沼→今市→
日光まで、芭蕉の辿ったルートを、東武鉄道で辿る日帰り「奥の
細道」紀行。実際歩いてみると、沿線には芭蕉の句碑が数多く建
てられていることに驚かされた。今回はその折に撮影した素人写
真を添えて、番外編の「句碑めぐり」である。
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午
後
の
１
時
を
少
し
ま
わ
っ
た
頃
、
レ
ス
ト
ラ
ン

藤
木
の
扉
が
開
い
て
壮
年
ら
し
い
夫
婦
連
れ
が
入
っ

て
き
た
。
ラ
ン
チ
営
業
が
一
段
落
し
て
、
さ
っ
き
ま

で
の
混
み
よ
う
が
嘘
み
た
い
な
店
内
に
ほ
か
の
客
は

い
な
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
「
ど
う
ぞ
、
お
好
き
な
席

へ
」
と
奈
津
美
が
声
を
か
け
、

「
今
日
の
ラ
ン
チ
は
特
製
ラ
ー
メ
ン
に
小
ピ
ラ
フ
が

付
き
ま
す
」

　

テ
キ
パ
キ
と
説
明
す
る
声
が
厨
房
ま
で
聞
こ
え
た

の
だ
ろ
う
、

「
ご
め
ん
、
ラ
ン
チ
は
も
う
山
に
な
り
ま
し
た
」

　

奈
津
美
の
夫
で
シ
ェ
フ
の
信
一
が
声
掛
け
し
て
き

た
。

　

藤
木
の
ラ
ン
チ
は
評
判
が
い
い
。
と
く
に
金
曜
日

は
特
製
ラ
ー
メ
ン
の
日
と
決
ま
っ
て
い
て
、
行
列
が

出
来
る
こ
と
も
あ
る
。
い
ま
の
ラ
ー
メ
ン
ブ
ー
ム
が

始
ま
る
以
前
か
ら
、
信
一
に
は
ラ
ー
メ
ン
に
こ
だ
わ

り
が
あ
っ
て
、
水
の
よ
う
な
透
明
度
が
あ
り
、
そ
れ

で
い
て
コ
ク
深
い
洋
食
店
な
ら
で
は
の
ス
ー
プ
が
で

き
な
い
も
の
か
と
試
行
錯
誤
を
く
り
返
し
、
い
ま
の

形
に
辿
り
着
い
た
。
具
は
一
切
入
っ
て
い
な
い
。
い

わ
ば
素
ラ
ー
メ
ン
で
あ
る
。
お
好
み
で
胡
椒
を
振
っ

て
麺
と
ス
ー
プ
の
バ
ラ
ン
ス
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
。

具
が
な
い
分
仕
込
み
に
は
時
間
が
か
か
る
。
一
緒
に

提
供
す
る
ピ
ラ
フ
も
本
格
的
に
米
か
ら
炊
き
あ
げ

る
。
エ
ビ
ピ
ラ
フ
の
と
き
も
あ
れ
ば
肉
ピ
ラ
フ
の
と

き
も
あ
っ
て
、
そ
の
辺
は
食
材
の
仕
入
れ
具
合
に

よ
っ
て
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
る
の
だ
が
、
ど
ち

ら
も
30
食
が
限
界
で
、
こ
れ
で
今
ど
き
７
８
０
円
だ

か
ら
、
い
く
ら
人
気
が
あ
っ
て
も
ラ
ン
チ
で
儲
け
は

出
な
い
。

「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
本
日
の
ラ
ン
チ
は
売
り
切

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

　

奈
津
美
が
そ
の
夫
婦
に
頭
を
下
げ
た
と
こ
ろ
、

「
い
や
、
私
た
ち
は
ラ
ン
チ
で
は
な
く
て
…
…
」

　

そ
の
男
性
の
顔
を
フ
ロ
ア
の
奥
か
ら
遠
目
に
し
て

い
た
美
和
子
が
、

「
ね
え
ね
え
、
ア
っ
ち
ゃ
ん
、
あ
の
人
か
な
り
老
け

た
け
ど
〝
オ
ム
ラ
イ
ス
さ
ん
〟
じ
ゃ
な
い
」

　

自
分
た
ち
が
老
け
た
こ
と
を
棚
に
上
げ
、
敦
子
に

そ
う
声
を
か
け
た
。
信
一
の
母
で
あ
る
美
和
子
の
声

は
も
と
も
と
大
き
い
と
こ
ろ
へ
も
っ
て
き
て
、
ホ
ー

ル
に
は
そ
の
夫
婦
以
外
に
客
が
い
な
か
っ
た
も
の
だ

か
ら
、
思
わ
ず
奈
津
美
が
振
り
返
る
ほ
ど
の
響
き
よ

う
だ
っ
た
。

「
シ
っ
、
ち
ょ
っ
と
美
和
ち
ゃ
ん
た
ら
、
聞
こ
え
る

わ
よ
」

　

敦
子
が
制
し
た
と
き
は
手
遅
れ
で
、当
然
の
こ
と
、

美
和
子
の
声
は
そ
の
夫
婦
に
も
届
い
た
。
奥
さ
ん
の

ほ
う
は
ク
ス
ク
ス
笑
い
始
め
て
、
ご
主
人
の
ほ
う
は

い
か
に
も
照
れ
く
さ
そ
う
に
、

「
あ
の
う
、
私
、
そ
ん
な
に
老
け
ま
し
た
か
ね
え
」

　

そ
れ
で
店
中
が
吹
き
出
し
た
。
そ
の
笑
い
声
に
つ

ら
れ
て
信
一
が
厨
房
か
ら
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。

「
ど
う
か
し
た
の
か
い
。
悪
い
け
ど
も
う
ラ
ン
チ
の

追
加
は
無
理
な
ん
だ
よ
な
あ
」

「
信
一
、
こ
ち
ら
の
ご
夫
婦
は
あ
ん
た
の
ラ
ー
メ
ン

を
食
べ
に
い
ら
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
よ
。
ご
注
文
は

オ
ム
ラ
イ
ス
で
よ
ろ
し
か
っ
た
で
す
か
」

　

美
和
子
の
言
葉
に
ご
主
人
が
大
き
く
頷
い
た
。

◇
　

レ
ス
ト
ラ
ン
藤
木
に
は
、
か
つ
て
フ
ロ
ア
を
仕

切
っ
て
い
た
美
和
子
と
敦
子
だ
け
の
隠
語
が
あ
っ

て
、
い
つ
も
オ
ム
ラ
イ
ス
し
か
頼
ま
な
い
常
連
さ
ん

を
〝
オ
ム
ラ
イ
ス
さ
ん
〟、
必
ず
ナ
ポ
リ
タ
ン
を
注

文
す
る
お
客
さ
ん
を
〝
ナ
ポ
リ
タ
ン
さ
ん
〟
と
呼
ん

で
い
た
。
か
つ
て
は
そ
う
い
う
常
連
客
が
結
構
い
た

の
だ
が
、
シ
ェ
フ
が
信
一
に
代
替
わ
り
し
た
い
ま
、

そ
う
い
う
お
客
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も

こ
の
ご
夫
婦
の
よ
う
に
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
来

る
〝
オ
ム
ラ
イ
ス
さ
ん
〟
が
い
て
、
こ
う
い
う
と
き

こ
そ
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
こ
は
美
和
子

と
敦
子
の
出
番
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
老
け
た
っ
て
い
う
の
は
冗
談
で
す
か
ら
気
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
ね
。
そ
れ
で
、
う
ち
の
オ
ム
ラ
イ
ス

を
注
文
さ
れ
る
の
は
、
ど
の
く
ら
い
ぶ
り
に
な
る
ん

で
し
ょ
う
か
」

　

敦
子
が
確
か
め
る
よ
う
に
訊
ね
る
。

「
か
れ
こ
れ
20
年
ぶ
り
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
老
け

た
っ
て
言
わ
れ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
年
齢
に
な
っ

ち
ゃ
っ
て
」

　

す
る
と
、
自
分
は
初
め
て
い
た
だ
く
の
だ
と
奥
さ

ん
が
言
っ
た
。

「
日
本
で
い
ち
ば
ん
美
味
し
い
オ
ム
ラ
イ
ス
を
食
べ

さ
せ
て
や
る
か
ら
っ
て
。
楽
し
み
に
し
て
来
た
ん
で

す
。
あ
な
た
、
お
店
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
わ
ね
え
」

「
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
け
ど
ね
え
。
こ
う
し
て
忘

れ
ず
に
来
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
、

な
ん
と
か
営
業
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
よ
」

「
い
や
、
よ
か
っ
た
で
す
。
本
当
に
よ
か
っ
た
。
も

し
潰
れ
て
い
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
っ
て
不
安
で
。
い

や
、
こ
れ
は
失
礼
な
こ
と
を
」

◇

　

黒
田
さ
ん
と
い
う
そ
の
客
は
印
刷
会
社
に
勤
め
て

い
て
、
こ
の
近
く
に
取
り
引
き
の
あ
る
製
本
屋
が

あ
っ
て
、
営
業
で
度
々
顔
を
出
し
て
い
た
。
そ
こ
の

社
長
が
気
さ
く
な
人
で
、

「
ク
ロ
ち
ゃ
ん
、
昼
飯
ま
だ
だ
ろ
。
食
べ
に
行
こ
う

よ
。
こ
の
近
く
に
旨
い
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
を
出
す
店

が
あ
っ
て
さ
」

【アーカイブスDATA】
「とーぶ」に11年半にわたり連載された、一話完結の小説。「東武博物館だより」に４年ほど連載された『洋食「的場」』とまとめて、

2015年１月に『レストラン「藤木」へようこそ』として平原社から単行本として出版されました。
掲載期間：2003年４月号～ 2014年９月号

　
　

あ
れ
か
ら
20
年

髙
橋
　
克
典

レ
ス
ト
ラ
ン「
藤
木
」
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社
長
は
誰
に
訊
く
と
も
な
く
、

「
お
ー
い
、
今
日
の
ラ
ン
チ
は
な
ん
だ
っ
た
」

　

す
る
と
従
業
員
の
ひ
と
り
が
、

「
ポ
ー
ク
ピ
カ
タ
と
白
身
魚
の
フ
ラ
イ
で
し
た
。
タ

ル
タ
ル
が
旨
い
ん
で
す
よ
ね
え
。
で
も
社
長
、

６
５
０
円
だ
っ
た
の
が
６
８
０
円
に
値
上
が
り
し
て

ま
し
た
よ
」

　

そ
う
か
、と
う
と
う
値
上
げ
し
た
か
と
言
い
つ
つ
、

誘
わ
れ
る
ま
ま
に
連
れ
立
っ
て
『
藤
木
』
の
卓
に
着

く
な
り
、

「
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
二
つ
ね
え
」

　

社
長
が
常
連
ら
し
く
大
声
で
注
文
し
た
と
こ
ろ
、

す
で
に
ラ
ン
チ
は
売
り
切
れ
だ
と
告
げ
ら
れ
た
。
す

る
と
メ
ニ
ュ
ー
も
見
ず
に
、

「
だ
っ
た
ら
オ
ム
ラ
イ
ス
か
ナ
ポ
リ
タ
ン
だ
な
。
ク

ロ
ち
ゃ
ん
、
ど
っ
ち
が
い
い
」

　

黒
田
さ
ん
は
迷
っ
た
。
カ
ツ
レ
ツ
も
あ
れ
ば
ハ
ン

バ
ー
グ
だ
っ
て
あ
る
だ
ろ
う
し
、
さ
っ
き
タ
ル
タ
ル

が
旨
い
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
か
ら
エ
ビ
フ
ラ
イ
と
い

う
選
択
肢
も
捨
て
が
た
い
。
し
か
し
取
り
引
き
先
の

社
長
が
オ
ム
ラ
イ
ス
か
ナ
ポ
リ
タ
ン
だ
と
言
い
切
っ

た
以
上
、
メ
ニ
ュ
ー
を
見
せ
て
欲
し
い
と
も
言
え
な

い
。
お
れ
は
オ
ム
ラ
イ
ス
だ
と
い
う
社
長
に
黒
田
さ

ん
も
追
従
し
た
。

「
そ
れ
が
旨
く
て
旨
く
て
ね
え
。
こ
っ
ち
は
び
っ
く

り
で
す
よ
。
こ
れ
な
ら
三
人
前
は
楽
に
い
け
ま
す
ね

え
と
社
長
に
言
っ
た
ら
、
そ
れ
は
独
り
で
来
た
と
き

に
し
て
く
れ
っ
て
言
わ
れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
」

　

そ
れ
が
病
み
付
き
の
始
ま
り
で
、
近
く
に
営
業
に

来
た
と
き
は
必
ず
寄
っ
て
、
本
当
に
三
人
前
を
平
ら

げ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
う
や
っ
て
〝
オ
ム
ラ
イ
ス

さ
ん
〟
の
称
号
を
手
に
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

「
そ
の
製
本
会
社
の
社
長
さ
ん
て
、村
本
さ
ん
よ
ね
。

よ
く
憶
え
て
る
わ
よ
。
ず
い
ぶ
ん
前
に
亡
く
な
っ
た

ん
で
し
ょ
」

　

ほ
と
ん
ど
メ
ニ
ュ
ー
を
開
い
た
こ
と
の
な
い
常
連

さ
ん
だ
っ
た
と
い
う
敦
子
の
言
葉
を
受
け
て
、

「
そ
う
な
ん
で
す
。
そ
の
う
ち
、
う
ち
の
会
社
も
長

野
に
移
転
が
決
ま
っ
て
、
気
が
つ
い
た
ら
20
年
で
す

よ
」

「
定
年
に
な
っ
た
ら
必
ず
こ
こ
の
オ
ム
ラ
イ
ス
を
食

べ
に
上
京
す
る
ぞ
っ
て
、
そ
れ
が
主
人
の
口
癖
に

な
っ
て
ま
し
て
ね
。
よ
っ
ぽ
ど
食
べ
た
か
っ
た
ん
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
」

　

さ
あ
大
変
だ
。
奥
さ
ん
の
こ
の
ひ
と
言
で
美
和
子

と
敦
子
、奈
津
美
ま
で
が
い
っ
せ
い
に
信
一
を
見
た
。

そ
の
信
一
は
た
め
ら
う
こ
と
な
く
奥
の
休
憩
室
へ
向

か
っ
て
叫
ん
だ
。

「
シ
ェ
フ
、
オ
ム
ラ
イ
ス
二
皿
、
お
願
い
し
ま
す
」

　

そ
の
オ
ー
ダ
ー
を
聞
き
な
が
ら
、

「
シ
ェ
フ
は
お
ま
え
だ
ろ
う
」

　

白
衣
は
着
て
い
る
も
の
の
、
ご
隠
居
よ
ろ
し
く
渋

茶
か
な
ん
か
す
す
っ
て
い
た
清
太
郎
が
甥
の
信
一
に

返
し
た
。

「
ぼ
く
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
だ
。
清
太
郎
シ
ェ
フ
の
オ
ム

ラ
イ
ス
じ
ゃ
な
く
ち
ゃ
」

　

そ
こ
へ
妻
の
敦
子
が
や
っ
て
き
て
、

「
あ
な
た
の
オ
ム
ラ
イ
ス
を
食
べ
る
た
め
に
、
20
年

ぶ
り
で
長
野
か
ら
上
京
さ
れ
た
ご
夫
婦
の
オ
ー
ダ
ー

な
の
よ
」

「
清
ち
ゃ
ん
、
の
ん
び
り
し
て
な
い
で
。
日
本
一
の

オ
ム
ラ
イ
ス
っ
て
ご
注
文
な
ん
だ
か
ら
。
働
か
ざ
る

も
の
、
ナ
ン
ト
カ
っ
て
ね
」

　

義
姉
の
美
和
子
に
促
さ
れ
、
清
太
郎
が
厨
房
に

立
っ
た
。

「
日
本
一
の
オ
ム
ラ
イ
ス
ね
え
…
…
気
が
重
い
な
あ
」

　

ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
フ
ラ
イ
パ
ン
を
持
っ
た
と

た
ん
、
清
太
郎
シ
ェ
フ
の
背
筋
が
伸
び
た
。

◇

　

信
一
の
腕
は
も
う
清
太
郎
に
負
け
な
い
。
そ
れ
は

両
者
と
も
に
認
め
る
と
こ
ろ
だ
が
、
信
一
の
オ
ム
ラ

イ
ス
は
い
ま
流
行
り
の
ふ
わ
ト
ロ
卵
に
ホ
ワ
イ
ト

ソ
ー
ス
を
か
け
ま
わ
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
こ
れ
で

人
気
だ
が
、
清
太
郎
と
は
ま
っ
た
く
コ
ン
セ
プ
ト
が

違
う
。

　

清
太
郎
は
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
を
た
っ
ぷ
り
の
卵
で
巻

く
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
ハ
ム
、
刻
ん
だ
玉
ネ
ギ
、

缶
詰
の
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
、
材
料
は
そ
れ
だ
け
。
少

量
の
バ
タ
ー
と
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
で
ご
飯
を
炒
め
、

塩
胡
椒
を
し
た
ら
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
足
し
て
味
の
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る
。
専
用
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
卵
を
一
個

だ
け
溶
き
入
れ
、
ラ
イ
ス
を
巻
き
上
げ
る
。
手
早
く

皿
に
移
せ
ば
薄
焼
き
卵
を
通
し
て
血
管
が
浮
き
出
る

よ
う
な
オ
ム
ラ
イ
ス
の
完
成
だ
。
ど
こ
に
も
破
綻
が

な
い
。
こ
れ
に
ド
ミ
ソ
ー
ス
と
ウ
ス
タ
ー
を
混
ぜ
た

も
の
を
ひ
と
し
ず
く
垂
ら
し
、
客
の
卓
へ
と
供
さ
れ

る
。

　

黒
田
夫
妻
は
歓
声
を
上
げ
、
還
暦
を
過
ぎ
た
ご
主

人
は
な
ん
と
三
皿
お
か
わ
り
し
た
の
だ
。ま
さ
に〝
オ

ム
ラ
イ
ス
さ
ん
〟
の
面
目
躍
如
た
る
食
べ
っ
ぷ
り

だ
っ
た
。

　

そ
れ
を
見
て
い
た
信
一
が
「
ま
っ
た
く
敵
わ
ね
え

や
」
と
ぼ
そ
っ
と
吐
き
、
妻
の
奈
津
美
が
ま
あ
ま
あ

と
慰
め
る
よ
う
に
夫
の
肩
を
叩
い
た
。

　

ち
な
み
に
清
太
郎
シ
ェ
フ
の
作
る
ナ
ポ
リ
タ
ン
の

秘
密
の
一
端
を
明
か
せ
ば
、
フ
ェ
デ
リ
ー
ニ
、
ス
パ

ゲ
テ
ィ
ー
ニ
、
そ
し
て
ス
パ
ゲ
テ
ィ
と
３
種
類
の
太

さ
の
違
う
麺
を
一
緒
に
使
用
す
る
こ
と
で
食
感
を
楽

し
ま
せ
る
と
同
時
に
ソ
ー
ス
と
の
絡
み
具
合
を
絶
妙

な
バ
ラ
ン
ス
に
整
え
る
の
だ
が
、
た
ぶ
ん
〝
ナ
ポ
リ

タ
ン
さ
ん
〟
の
ほ
と
ん
ど
は
気
づ
い
て
い
な
い
は
ず

だ
。

◇

　

店
は
経
営
者
の
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
働

く
ス
タ
ッ
フ
の
も
の
で
あ
り
、
な
に
よ
り
、
味
と
時

間
と
思
い
出
を
共
有
し
て
き
た
お
客
さ
ん
の
も
の
な

の
だ
と
い
う
、
こ
れ
が
清
太
郎
か
ら
信
一
が
受
け
継

い
だ
す
べ
て
だ
と
言
っ
て
い
い
。

　

さ
て
、
ま
だ
ま
だ
物
語
は
山
ほ
ど
あ
る
が
、
そ
の

山
ほ
ど
あ
る
物
語
を
抱
え
て
、『
レ
ス
ト
ラ
ン
藤
木
』

は
今
日
も
営
業
を
続
け
て
い
る
。

〈主な登場人物〉
藤木　信一： ホテルの厨房を辞め、レストラン『藤木』の３代目シェフを継いだ。
　　奈津美： 信一の妻。パン職人である。
　　奈菜子： ナナちゃん。もうすぐ４歳だ。
　　美和子： 信一の母親。開店当時から、ずっと接客を担当している。
金村　京子： 奈津美の母親。
的場清太郎： 信一の叔父。『藤木』を支え続けた。現在は『洋食・的場』のオーナーシェフ。
　　　敦子： 清太郎の妻。信一の実の叔母。
　平田さん： 謎の還暦アルバイト。

この小説のモデルはその昔、新宿末広亭の斜め向かいにあった洋食屋「キッチンロジータ」という店で、何を食べても旨かったがとりわけオムライスは絶品だった。
貧乏な原稿書きは、あの値段と味におおいに励まされた。
連載が終わってしばらくしたとき、某大手出版社から単行本化のオファーがきた。ただしひとつ条件があって、一本の長編に仕上げて欲しいというのだった。広報誌
という特性上一話完結を約十一年間積み上げてきた物語を一本にまとめろと言われても正直なところ自信はなかったが、やってみましょうと答えた。でも、締め切り
をひと月延ばしてもらって提出した原稿は不採用になった。その後に知り合いの小さな出版社から連載当時の一話完結の形で出してもらったが、あまり売れなかった。
こんなことのくり返しで今日に至っている。あのとき、きっぱり断るべきだったとも思うが、野心もあった。結局は読者だけが頼りの孤独な作業を続けるしかないと、
覚悟を決める契機になった連載だった。
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花
嫁
は
ど
こ
へ
？

あ
り
え
な
い
！
花
嫁
の
取
り
違
え
？

　

舞
台
は
２
０
０
１
年
、北
イ
ン
ド
の
と

あ
る
村
。し
き
た
り
通
り
自
宅
で
結
婚
式

を
挙
げ
た
プ
ー
ル（
ニ
タ
ー
ン
シ
ー
・
ゴ
ー

エ
ル
）は
、花
婿
の
デ
ィ
ー
パ
ク（
ス
パ
ル

シ
ュ
・
シ
ュ
リ
ー
ワ
ー
ス
タ
ウ
）に
連
れ
ら

れ
て
彼
の
実
家
へ
と
向
か
う
。

　

そ
の
日
は
イ
ン
ド
の
大
安
吉
日
に
あ
た

り
、電
車
は
満
員
で
新
婚
カ
ッ
プ
ル
も
多

く
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
。少
し
離
れ
て
は

い
る
が
、ど
う
に
か
座
る
こ
と
が
で
き
た

二
人
は
、い
く
つ
も
の
駅
を
通
過
す
る
間

に
居
眠
り
し
て
し
ま
う
。花
嫁
た
ち
は
皆
、

ベ
ー
ル
を
被
っ
て
顔
を
隠
し
て
い
る
。

　

電
車
は
目
的
地
の
ム
ル
テ
ィ
駅
に
到

着
。目
覚
め
た
デ
ィ
ー
パ
ク
は
、慌
て
て
赤

い
ベ
ー
ル
の
女
性
の
花
嫁
に
声
を
か
け
て

降
り
、夜
遅
く
に
待
ち
か
ね
た
家
族
の
も

と
に
到
着
。大
歓
迎
を
受
け
る
な
か
、花
嫁

の
赤
い
ベ
ー
ル
を
外
す
と
、そ
こ
に
は
見

知
ら
ぬ
女
性
の
顔
が
・
・
。

　

一
方
、何
駅
も
離
れ
た
パ
テ
ィ
ラ
駅
で

は
、は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
づ
い

た
プ
ー
ル
が
、呆
然
と
立
ち
尽
く
し
て
い

る
。夫
の
デ
ィ
ー
パ
ク
に
何
事
も
任
せ
、彼

の
家
の
住
所
も
電
話
番
号
も
降
り
る
べ
き

駅
も
分
か
ら
ず
、さ
ら
に
貴
重
品
は
全
て

彼
に
預
け
て
い
た
の
だ
。

　

間
違
え
ら
れ
た
花
嫁
・
ジ
ャ
ヤ（
プ
ラ

テ
ィ
バ
ー
・
ラ
ン
タ
ー
）の
方
は
、夜
遅
く

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、デ
ィ
ー
パ
ク
の
家

に
泊
め
て
も
ら
い
、本
当
の
花
婿
が
見
つ

か
る
ま
で
い
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、な

に
や
ら
謎
が
多
そ
う
。

　

駅
の
ト
イ
レ
で
一
夜
を
明
か
し
た
プ
ー

ル
は
、駅
に
す
み
つ
く
少
年
に「
迷
子

か
？
」と
問
わ
れ
、駅
の
事
務
室
に
連
れ
て

い
か
れ
る
が
、夫
の
情
報
を
知
ら
な
い
の

で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。そ
こ
で
少
年
は

駅
の
屋
台
の
女
主
人
の
も
と
へ
彼
女
を
連

れ
て
行
く
。

　

二
人
の
花
嫁
の
夫
た
ち
は
、い
ず
れ
も

警
察
に
届
け
を
出
す
が
、ジ
ャ
ヤ
の
本
当

の
花
婿
は
前
の
奥
さ
ん
が
謎
の
焼
死
を
し

て
い
た
り
怪
し
い
感
じ
。一
方
、ジ
ャ
ヤ
の

自
由
な
態
度
や
発
言
は
、デ
ィ
ー
パ
ク
の

家
に
い
る
女
性
た
ち
を
驚
か
せ
、影
響
を

与
え
て
い
く
。

　

世
間
知
ら
ず
の
プ
ー
ル
の
ほ
う
は
、屋

台
の
女
主
人
の
も
と
で
働
か
せ
て
も
ら

い
、得
意
の
お
菓
子
が
駅
の
乗
降
客
た
ち

の
間
で
評
判
と
な
り
、初
め
て
自
分
で
稼

ぐ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て

い
る
。

　

名
前
を
偽
っ
て
い
た
ジ
ャ
ヤ
は
、つ
い

に
警
察
に
逮
捕
さ
れ
る
事
態
に
。彼
女
が

隠
し
て
い
る
秘
密
と
は
何
な
の
か
。そ
し

て
プ
ー
ル
は
愛
す
る
夫
、デ
ィ
ー
パ
ク
に

再
会
で
き
る
の
か
？

描
か
れ
る
イ
ン
ド
の
文
化
や
社
会
に
も
注
目

　

R
otten Tom

atoes 

で
批
評
家

１
０
０
％
、観
客
95
％
と
い
う
驚
異
の
高

評
価
を
叩
き
出
し
た
物
語
は
、感
動
の
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
へ
と
突
き
進
む
が
、ス
ト
ー

リ
ー
の
面
白
さ
以
外
に
、描
か
れ
る
イ
ン

ド
文
化
に
も
興
味
津
々
！　

花
嫁
は
二

人
と
も
、両
親
が
結
婚
相
手
を
決
め
て
い

る
。カ
ー
ス
ト
制
度
が
残
る
イ
ン
ド
で
は
、

カ
ー
ス
ト
や
宗
教
が
違
う
場
合
、ほ
ぼ
結

婚
は
不
可
能
。カ
ー
ス
ト
で
女
性
の
方
が

高
い
場
合
は
特
に
絶
望
的
だ
そ
う
だ
。

　

顔
を
す
っ
ぽ
り
隠
し
て
足
下
を
見
て
歩

く
花
嫁
た
ち
、花
嫁
の
家
が
花
婿
に
持
参

財（
現
金
や
家
畜
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
）

を
渡
す
、花
嫁
が
手
の
平
に
描
く
ヘ
ナ
タ

ト
ゥ
ー
と
い
う
幸
運
を
呼
ぶ
お
ま
じ
な
い

の
紋
様
、イ
ン
ド
風
の
天
ぷ
ら
・
パ
コ
ラ
、

ミ
ル
ク
菓
子
カ
ラ
カ
ン
ド
と
い
っ
た
駅
の

屋
台
め
し
…
…
等
々
、エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

見
ど
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

文
／
正
木
ノ
リ
オ

イ
ラ
ス
ト
／
鈴
木
健
文

さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
に
息
づ
く
鉄
道
。「
シ
ネ
マ
・
ト
レ
イ
ン
」
で
は
鉄
道
が
印
象
的
に
登
場
す
る
映
画
を
紹
介
し
ま
す
。

●
２
０
２
４
年
イ
ン
ド
映
画
／
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
／
１
２
４
分
／
原
題 Laapataa Ladies

／
日
本
公
開
２
０
２
４
年
10
月
４
日

C
I
N
E
M
A

T
R
A
I
N

【アーカイブスDATA】
「シネマトレイン」は、1990年12月号が通巻500号となるのを記念して、

電車や駅が印象的な映画を集めた特別号「シネマトレイン」を発行したあと、2020年１月号まで不定期で連載されたコーナー。
映画以外にも「ミュージックトレイン」「シネマライブラリー」などのコーナーもあった。

掲載期間：1990年12月号〜 2020年1月号（不定期）
文：海津 実　ほか
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●“Festival Express”

制
作
：
２
０
０
３
年
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
合
作 

90
分 

日
本
公
開
：
２
０
１
９
年

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス

  

１
９
７
０
年
の
夏
、
カ
ナ
ダ
で
『
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
と
い
う

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
が
開
催
さ
れ
た
。

　

60
年
代
末
か
ら
70
年
代
初
頭
は
、
67
年

の
「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ポ
ッ
プ
・
フ
ェ
ス
テ

フ
ィ
バ
ル
」
を
皮
切
り
に
、
68
年
の
「
ワ

イ
ト
島
音
楽
祭
」、
そ
し
て
今
や
伝
説
と

な
っ
た
69
年
の
「
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
」
と

い
っ
た
、
野
外
の
大
規
模
な
ロ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
が
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
た
時
代

だ
っ
た
。

　
『
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
エ
ク
ス
プ
レ

ス
』
も
そ
ん
な
ロ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
の
一
つ

で
、
出
演
者
は
主
要
メ
ン
バ
ー
が
カ
ナ
ダ

出
身
の
ザ
・
バ
ン
ド
、
西
海
岸
で
熱
狂
的

な
フ
ァ
ン
を
持
っ
て
い
た
グ
レ
イ
ト
フ

ル
・
デ
ッ
ド
、
ロ
ッ
ク
の
歌
姫
ジ
ャ
ニ

ス
・
ジ
ョ
プ
リ
ン
、
ブ
ル
ー
ス
の
巨
人

バ
デ
ィ
・
ガ
イ
、
さ
ら
に
デ
ラ
ニ
ー
＆

ボ
ニ
ー
、
シ
ャ
ナ
ナ
な
ど
当
時
人
気
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
多
数
参
加
し
て
い
た
。

　

こ
の
『
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
エ
ク
ス
プ

レ
ス
』
が
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
ま
ず
開
催

日
が
１
９
７
０
年
６
月
29
日
か
ら
５
日
間

に
わ
た
っ
て
い
て
、
開
催
地
も
１
ヶ
所
で

は
な
く
、
東
部
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
を
ス

タ
ー
ト
し
、
ト
ロ
ン
ト
、
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
か

ら
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
麓
の
カ
ル
ガ
リ
ー
を
経

て
西
海
岸
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
ま
で
カ
ナ
ダ

各
地
で
行
わ
れ
た
こ
と
。
さ
ら
に
そ
の
移

動
手
段
が “

Festival Express”

と
名
付

け
ら
れ
た
貸
切
列
車
で
カ
ナ
ダ
を
横
断
す

る
と
い
う
、
前
代
未
聞
の
ツ
ア
ー
だ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の　
『
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
エ
ク
ス

プ
レ
ス
』
に
参
加
し
て
い
た
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ン
ダ
ー

ス
ン
は
ア
ル
バ
ム
『
ブ
ル
ー
・
リ
バ
ー
』

の
中
で
、
同
じ
ツ
ア
ー
の
主
要
メ
ン
バ
ー

だ
っ
た
ジ
ャ
ニ
ス
・
ジ
ョ
プ
リ
ン
に
捧
げ

た“
Pearl’s G

oodtim
e Blues”

と
い

う
曲
を
歌
っ
て
い
る
。

　

 
パ
ー
ル
、
彼
女
は
シ
ョ
ー
を
独
り
占
め

に
す
る

　

�

彼
女
は
み
ん
な
を
ク
レ
イ
ジ
ー
に
す
る

一
晩
中
ノ
リ
ま
く
っ
て

　

�

み
ん
な
を
サ
イ
コ
ー
の
気
分
に
さ
せ
て

く
れ
る

　
「
パ
ー
ル
」
と
は
ジ
ャ
ニ
ス
・
ジ
ョ
プ

リ
ン
の
愛
称
で
、
彼
女
の
ラ
ス
ト
ア
ル
バ

ム
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
。　

　

ツ
ア
ー
の
模
様
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

と
し
て
記
録
さ
れ
た
が
、
制
作
上
の
ト

ラ
ブ
ル
に
よ
っ
て
、
公
開
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
そ
の
存
在
は
半
ば
伝
説
と
な
っ

て
い
た
。
25
年
後
の
１
９
９
５
年
、
カ

ナ
ダ
国
立
図
書
館
で
フ
ィ
ル
ム
が
奇
跡
的

に
発
見
さ
れ
た
が
、
著
作
権
の
問
題
な
ど

が
あ
り
、
劇
場
公
開
は
さ
ら
に
10
年
後
の

２
０
０
５
年
で
あ
っ
た
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ
た
映
像
の
第
一
印
象

は
同
じ
ロ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
を
記
録
し
た

『
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
』
に
は
音
楽
よ
り

も
時
代
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
記
録
し
よ
う

と
い
う
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
が
、『
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
で
は

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
純
粋
に
音
楽
を
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

車
中
で
の
ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
シ
ー

ン
で
、
ザ
・
バ
ン
ド
の
リ
ッ
ク
・
ダ
ン
コ

と
ジ
ェ
リ
ー
・
ガ
ル
シ
ア
に
挟
ま
れ
て
歌

う
ジ
ャ
ニ
ス
は
実
に
楽
し
そ
う
だ
。
カ
ナ

ダ
の
自
然
の
中
を
走
る
列
車
の
シ
ー
ン
も

素
晴
ら
し
く
、
こ
の
和
気
藹
々
の
雰
囲
気

は
、
５
日
間
を
ず
っ
と
同
じ
列
車
内
で
過

ご
す
と
い
う
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
か
ら
３
ヶ
月
後
の

１
９
７
０
年
10
月
４
日
、
ジ
ャ
ニ
ス
・

ジ
ョ
プ
リ
ン
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
「
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
・
モ
ー
タ
ー
・
ホ
テ
ル
」
の
一
室

で
、
ヘ
ロ
イ
ン
の
過
剰
摂
取
に
よ
り
27
年

の
短
い
生
涯
を
終
え
た
。

文
：
片
山
喜
康

ロ
ッ
ク
の
時
代
を
走
り
抜
け
た
カ
ナ
ダ
横
断
特
急

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ト
レ
イ
ン
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【編集後記】

別冊『マンスリーとーぶ』アーカイブス1996〜 2024、お楽しみいただけたでしょうか？　

思えば様々なことがあった30年、テクノロジーの急速な発展による時代の移り変わりが著しい時代でした。30年といえば長いようで

もあり、短いようでもあり、でもやっぱり1996年に生まれた子どもたちが30歳という、社会の中心を担う世代になろうというので

すから、決して短いとはいえない年月です。ふり返れば、沿線の様々なまちを訪れ、そのまちの皆さんからいただいた情報なども読者の

皆様にご紹介してきました。また、色々な企画やコーナーの執筆のために多くの方のご協力をいただいてきたことにあらためて気付きま

した。「マンスリーとーぶ」はこれからも読者の皆様の毎日をもっと豊かにする、“ちょっといいこと”をお伝えしていきたいと思います。

※ QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

「シネマトレイン」と隔月連載されていたページ。バックナンバー
を見ると、『A 列車で行こう』など JAZZ の名曲が比較的多く取
り上げられている。今回が ROCK の黄金時代、1970 年に列車
で移動開催された、知る人ぞ知るユニークなロックフェス「フェ
スティバル・エクスプレス」を取り上げた。ご興味のある方は
DVD 化されたドキュメントムービーをご覧あれ！

ある日の会議で、印象に残る鉄道を描いた「シネマトレイン」がある
なら、同じく鉄道が印象的な本や音楽を紹介する「シネマライブラ
リー」や「シネマミュージック」があってもいいのでは、ということ
に。映画や本の場合は、鉄道が脱線したり事故が描かれるのはダメだっ
たり、他社の鉄道だったら関東以外ならいいか、など会議で色々あり
ましたが、ミュージックには制限はまったく付きませんでした。
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